山間盆地の産業と生活 : 岡山県大佐町 by 岡山大学教育学部社会科教室内地域研究会,
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空 か ら見 た大 佐 町 の 中心 部
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は し が き
伯山大学教育学部社会科教室円地域研究会第 21壬築報告串として.｢山間盆地の産業と生活一岡
山県大佐町-｣を公刊する｡
調査の対象地域である幽山県阿哲郡大佐町は.阿哲郡の衆北部に位i正し,北から南にかけて細長
い地形をなし,乗は米産舶新庄村,間葉甘村,同勝山町に,酉は新見市に,南は新見市,上房郡北
!郡汀に,北は鳥取県日野郡日野町にそれぞれ婦を接している｡北部県境には二子LLl(1,075′〝)
がそびえ,また新見市との境には傘山(1.02dm ).推山 (1.155′叩),大佐山 (988′〝)
が北から繭へ雌び,雌山の府北には雌山 (1,064/17)が寄り飾 うように弛立しているo東の新EE
村･糞甘村との卿 こも海抜 9DO′M以上の峰が連 なり.南部にも海技 500/〝ないし占00mの起
伏が軟いている｡県境二子山0)南面(こ転を発した小敵粗目は,支流を合わせfLがら町の中央低地を
縫って痢下し,布漸から所見市に入り小阪部IHダムにそそぐO小板部川の中流につくられた偏の広
い谷底盆地の周辺には,小阪部をはじめ多 くの娼膚が染まっているO
古くは町内の小阪臥 永田,小南.布机 上刑部,大井野の地区は允恭天皇の触名代の地として
刑部軌･こ.また田治邪は反正天皇の抑名代の地として丹治部埠に属し,由緒深い土地でもあり,特
に交通上山陰 .山脇を結ぶ変通にあり.大井野..71日J,小阪部には得物 も設けられて物資の交流に
頁献し,徳川時代には所見滞と放水水谷氏の所祖に尾していたo明治 22年 占月町村制実施化より,
小板部 ･永宙 ･小南は刑部相に,田治雄 ･作掛 よ丹粉部村に.山奥 ･大井野は上刑部村にそれぞれ
行政区画され,その後他和2年 10月刑部村は町制を施行LFu部町となったOさらに昭和 50年 2
月刑部町 .付冶部村 ･上刑部村の一町二村が合併して,町0)中央に位する大佐山の掛 こらなんで大
佐町として発足し現在にいたる｡
大佐町は,中国山地の南耐 こ位'Eする町だけに,山林原野o)占める面鞘の削合が拓く,王顔な産
盛は.従朱より,出番林雀を主休とした第 1次醇題であり,米作を巾心に乳牛.役肉牛,木材を主
昏産物とし,特産品にしいたけがあるOしかし.温柔は米作を中心とした普漣作で.経営魁段が零
細なため生産性oj低い蒔菜構造となっており,唱和50年代後半からの拓度経済成長のゐおりを受
け年々人口は流出し.ことに百 ･中年層の主体労働力の都市流出は,生産者欲の減退,経営桝地面
横の減少,老人臓 ,畜産飼育頑数の減少などとILって現われており.都市と血相o)所得格差増大
が過疎化に-/d拍車を加える結果 となっているQ大佐町では,､このような過疎化現象から脱皮する
ため.生産基盤の吐備 ･住居基盤の毅郎 ･社会教育の推進強化を行政の三_qi,点魔賓とし,美しい自
然を生かした観光開発も推進して,明るく庄みよい地域社会と所得 .文化水準の高いブルーの郷土
零 i
｢
建設に努めているo
当地城研死会は,この地域C)人々がその自然的 ･社/L7的諸条件の中でどのような生活を営んで今
E]にい-rこり,新1こな時代にどのように対応しつつあるかを歴史･地理 ･地方自治 ･爵英経済 ･社会
･文化.教育等0)諸分野から総合的にJ詔査研究しTこいと願っT=o調査は昭和 51年 7月27日から
51E]までの 4泊 5日間を本調査とし,教官 7名,教室所属 5年次学生 40名,それに卒来生有志
2名の応援をJfUで これに当たつ1こ｡ こうして資料の調香 ･収雄,執筆の段階をようやく終え,編嬢
の段階にいたつT:時点で,図らずも拓i蛸担当教官 2名の相次ぐ転任 という事態に遭遇 し,当初ol)刊
行予定から大中削こ辿れることとなったものの .ようやくここに発刊の鎚びとなり,当地域研究会 と
してもやっと愁眉を硝くといった心境であるQしかし,舶査経験の浅い5年次学生が調査の主体で
あったことなどから,不utiな点 も多々あることと考えられる｡この点おゆるLを頗い1こい｡ともあ
れ. このささやかな研死労作が公刊でき1このは.炎智をものともせず,学ほうとして昼夜頑張 っ/こ
学生諸君の努力もさることながら.調査を誠 して終脚廼かいご協力をいただいた町長,教育長をは
じめとして姻係槻幽 ･B]体および町民の多くの万々のお経である｡心から煙くお礼申しあげる次第
である｡
li
発 刊 に よ せ て
大 佐町長 川 添 岩 男
大佐町では,昭和 54年にその創成期から明治維新までの約 2千年間の先人の生活oJ軌跡を雄大
成し1二千四百貞に及ぶ｢大佐町史｣を刊行しましたが .このたびその異色緬として,本社Fを発刊す
ることになりました｡
本怨は,畑山大学教育学部数授三珊B]長以下学生を主体 とした-行 49名が,社会科教育の一環
として,昭和 5 1年 7月2 7日から5日間町内各地を調宜 し,本町0)永い過去の過樫を歴史,地BP.
醇梁経済,社会.散乱 文化の諸分野から樹合的に研究され,その資料を約 2年がかりで編翁され
たものであります｡
｢恒産/JくLで匝心なし｣の教訓のごとく.私達の先人は.過味な条件のもとで｢この地 ｣を耕
し,掴若駒乏に耐え,創謡と工夫を謁ね,｢この地 ｣に産をなし,栄枯盛盤の変超をFFtLり継ぎ.そ
の風俗,知歯.iB葬が今なお平和と繁栄の｢この地 ｣に脈々と生きづいていることは,私選が周知
uJとおりです｡
思うに,昨年は｢大佐町史｣を発刊いTこし,続いて今度 ｢この他 ｣に総もゆかりもない学死の従
か,ひたすら純粋な目,心に映る｢この他｣の雌史を段斉 し,研死 Llこ成果に揺することができ.
この上/itく轟びにI:えません｡
本榔 よ, このような意味で,私選が｢このIuH の歴史的考察を試みるとき,ft重な示唆を与えて
くれるものと碗情するとともに,今後ulJ史と弛び広く変配されることを蘇ってやみません｡
終りに蝕み,本態の嗣茄にあたられ1二三軒先生をはじめrLtd山大学の舶係者UL)弟組に敬意を表 しま
すとともにC協力賜わりました町民各位に厚くお礼申し上げます｡
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第 1章 自 然 環 境
1 大佐町 の 地形 ･地質
(1) 地形 ･地質の概観
大臣山は町の象徴である｡小阪部の盆地から仰ぎ見る山容は美しく,雄大である.櫛商は.たかだ
か988〝‖こすぎないのだが,周囲の山々からひときわ抜きんでている｡
山頂に立つと,5i00の展望が素晴らしい｡北を見はるかせば.雄山.雌山･現ケ山などの中国
地方の背梁を72:す山鱗がうちつづき.晴天の日であれば,はるか伯智大山が望まれるO東は中国習染
山地が徐々に低くなって,その南に吉備前原の山並みがつらなっている｡眼下を見れば.大臣山の山
軽斜面が操にひろがり.牛の群の散らばりと,その一角に県和牛試験場とおぼしき建物とが望まれ,
さらに下っては.,｣､阪郡川の流れのあたり.狭長な低地が開け.小阪郡の町並みが見られる｡大匹町
の全域は.この山頂からの展望のうちに納まってしまう｡
大臣町は.中国管梁山地南面から吉僻高原にかかる.南北約28kRr.東西帖最大約1Dkdの細長い
町である｡面杭約1224ki｡行政区域からみると,岡山県の北部に位旺し,北の町界は,鳥取県と
の県境となる｡西は新見市に接し,東辺は新庄村 ･美甘付･勝山町に.南部は新見市と北房町とに接
する｡町内の位宿所は,1.155m (堆山山頂 ).投低所は240"L程度 (町南端の小阪部川谷庇 )
である｡標高区分面街概評(経済企画庁 1974-土地分澱同一岡山頗一附属獲料 )によれば, 1.0
007n以上の地域 1多,800- 1,DDOmの地域18帝. A0D～ 800,nの地域52多, 400
- 600mの地域 55多, 200- 40D7nの地域 ld帝となる｡ 480- 800mの山地が町域の
2/ Sを占めるが,袋帯の大部分は400m以下の地域にある｡小阪部川沿いには弥定.落合以下が
400m以下の地域である.君山の集落は7DO71近くに,大井野.伏谷の築露は 占08m前後の.
小阪部川 ･大井野川上流の谷底にある｡
この地域の地形を大観する｡山頂の高度分布の大略は卿姓面図(図 1- 1- 1 )に表現されている｡
この図揮. 5万分の1地形図に南北 ll.東西 1.5.の方眼をかけ.各方眼内の位荷点を抽出し,そ
れを基にそれら投荷点高度の等値線図を作ったものである｡これによって山頂の高度分布の大略が読
みとれる｡中国背窮山地の主脚ま.yTrl<碑を 1.D801l肌後のビ-クを避ねて走る｡この支脈の一つは,
大娃町の西町境を南東にのげ.町内Li一高峰の碓山 ( 1.150m )から大佐山 (9a8m )-と張り出
している｡もう一つの支脈は.大臣町の東境を南東に.現ケ山(942uL).高山(約 920m )と
のび.雨に下って窮見U｣(854m )と連なる｡この間支脈の間を小阪部川水系が下刻している｡
京見山の南斜面,大佐山の南斜面から南は,高度を下げて.東境では占00m以下.西部では700
m以下の山槻となるO京見山南斜面と大臣山南斜面を.中国脊梁山地の南緑と見徹してよかろう｡こ
の南が吉備高原で, 500mから占00m前後の定有性ある山頂と,ところどころに見られる小起伏
面が.特徴的である｡町域のほぼ中央を小阪部川が縦断する｡小阪部川は岡山･鳥取県墳となってい
る山蔽山陰分水嶺付近に源を発し,支流を合せながら山地を下刻し,小阪部で小盆地をつくり,やが
- 1-
.)
図 1- 11 1 大 佐町付近 の切省 面図
(高橋ら 1975による)
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て.吉僻Ia一原に峡谷をうがって貫入し.新見市域に入ってから高梁川に合流するO 町域の大部分は.
この小板部川の流域に属する｡
小阪郡川 ･大井野川水系では,最上流の君Ltl付近･伏谷付近 ･大井野付近で狭長な河谷低地をつく
るが.以下は惣ケ原まで峡谷をなし,惣ケ原からは蛇行の故郡に小さな河谷低地をみるようになる｡
これらの河谷低地は現河床の下刻によって段丘化している｡千谷からは小阪部盆地となる｡盆地円で
ち,川掛 ､は下刻がはじまって.盆地底の大都分は押切段丘化している｡盆地の東には.比高10-
28mの高位の段丘がある｡小板部盆地尻で,川酎 Ht田治部からの中流を合せ.吾節福原に国人す
る｡この部分では.主として蛇行の訣部に小さ72谷底庶地をみるOそれらも沖戯段丘化しているもの
が多い｡
大佐町の地質は.15万分の 1の岡山県地質図によると生成時代の古いものから.〇三郡変成岩類
○古生代後期～中生代初斯道入岩類○中生代周で現石同 ･ジュラ紀屑 )○中生代後鵜-新生代初期火
山岩類o中生代後期～新生代初XFJ述入岩類o第三紀屑o節四紀沖田層で構成 されているo これらの
地質概略図を図1- 1- 2に示す｡
大佐町の地質を大別すると.上刑部付近の中生代.j lラ紀屑と三郡変成岩梯とを分割する断層を境
として北部のほとんどの地域は.中生代後嗣一新生代初期の地層から成り,南の地域は,多くは古生代
後籾の地層から成っている｡
花鯨岩類(中生代後期～新生代初捌逝入岩耕 )は君山の北部から鳥取県境にかけて分布し,また.
大臣山の南健の奥谷付近にも分布している｡石英閃緑岩で中生代後期～新生代初期逆入岩類 )は.雄
山山頂付近と岩山の北部の小地域に点在する程度であるが.同じく中EE代後期～新生代初期泣入岩類
である文教花尚岩は,雄山北柾やまた惣ケ原から赤掛こかけて広く分布している｡
中生代後親～新生代初期火山岩鞍の分布について見てみると.流紋岩は碓山と耶山の北斜面に広く
分布し.赤松の北部の町界までほぼ東西に分布する｡また.流紋岩巽砕屑岩類は,大臣町の北端の二
子山付近とEl治郡の南から大臣町の南端にかけて,広い地域にわたって分布ILている｡また安山岩お
よび同質砕屑砦類は.上刑部付近の断層の北部地域の約半分の地域にわたって分布している｡
古生代後期～中生代初XEIE逆入岩類である撒らん宕および蛇紋岩によって構成されている大臣山と.
同じくその南部の田治部との間には.先に述べた花尚岩野が中生代後期から新生代初期にかけて逆入
されたように思われる｡
大臣町の最古の岩層は.三郡変域岩類であり,刑治部の東また大臣山の東棟の小阪都から篠原にか
けて広く,黒色準片岩や緑色準片岩を主とする地層として分布している｡
三郡変成岩矧ま.古生代後期の地向斜唯心物が高BE･低温の条件のもとで.広域変成作FEIをうけて
生成したものであり,北九州から中国地方東部にまで広い範囲にわたって分布するものである｡本地
域においては,軌冶部の南西から国鉄おさかべ駅付近にかけての新生代沖横層また.その地域に点在
する新生代第三紀層によって南北に分割されている一つ
r金谷修男 )
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図 1-1-2 大佐町の地質図 (岡山県地質図一昭和 58年一による)
A 花樹岩簸 B 石英閃緑岩 C 文象花泣Jl岩 I) 流紋岩
E 流紋岩質朴屑岩瀬 F 安山岩および同JjE砕屑岩類
G 轍らん岩および蛇紋岩 Ⅱ 第三紀層 Ⅰ ジュラ紀層 J 硯石屑
K 黒色および緑色準片岩を主とする地層 L 沖積層 姐 断 層
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(2) 山 地
中国山地という呼び名は.中国地方の芋f梁部をなす山地のみを指す場合と,中国地方の山地という
意味で,吉備市原や石見高原などをも含めて広い範鼎に用いられる場合とがあるので,ここでは.育
紫部をなす山地を,中国腎梁LLJ地と呼ぶことにするQ中国菅粂山地は.やや北に噂曲するが,全体 と
してはば東北東 一 西南西に走る山地で原宿 1.000- 1,5D0Tnの山頂を連ねる｡山頂の多 くは丸
味を碍びており,旧輪廻性の侵蝕小起伏面と判断 されるものもいくつかあるが,.全体的には平坦面を
失っていることが多く,早壮年畑的な山地をなす｡大佐町域では.二子山 (1,075'Tl),雄山 (1.
1507n),雌山(1,D677n),硯ケ山 (9427,i).大佐山 (988,A),高山 (約 920m ),
京見山 (85 4m )などがあるが,小起伏面は残存 していない｡京見山の南斜面や大佐山の南斜面か
ら南の山地は音節高原に編入することができようo 中国山地の地形発達については,いくつかの説が
あるが,おそらく古第三紀 には陸化 していた中国菅梁山地は削剥されて老年1抑iJ地となり,現在高度
1,000TL前後の小起伏面が形成きれたのだろう｡その後中国脊梁山地は隆起して侵蝕が復活した｡
中新世には中国脊梁山地に梅が侵入していて,多良桁 となり,海底や溺れ谷には中新銃が唯5'lLI: O
軌 山盆地やこの大佐町の小阪部盆地周辺に分相するFtl断続がそれであるOつぎにテ応過にともなって,
侵蝕が始まり,削刺されて,吉備同原面が形成されたわ
吉節高原は中新統耶研後に形成された準平原が隆転したものとされた｡ しか し準平原が完成 したわ
けでは73:く,それに至る途中で隆起したもので.何段かの異なったレベルに侵蝕小起伏面がみられるo
山頂の高度分布をみると.いくつかの定席性が認められる.それらを姉妹面から読みとって.一応
の区分を行うと,次のようであるO① 11･ODロ/n山頂軌 ⑧ 8807L山原汎 ③ 5007n山頂肝,④
400m山頂艶,以下,おのおのについて述べる.
(∋ 1,000′〝山頂群
棲布 90Dmから1.180′〃の範囲に存在する定商性山頂群である.中国菅熊山地面と呼ばれてい
るものに対応すると思われるもので.大臣町の北部にひろがっている.二子LLJ(1.□75.2m ),そ
の西の 1.055mの峰.南東-分岐して 1.02占71の峰から雄山(1.152.8m ).雌山(1.Dd7
m ).それらの南にやや弧立的な大佐‖｣(9887TL)がある｡東の町境では硯ケ山(942m )を中
心として東は南山(約9 207JL),西は 1.0 i17〟の噂からその北の9547JLの嘩73:どである｡ ここ
の地域は.主として,流紋岩質砕屑岩揖 ･安山岩および同質抑屑岩類 (中生代後期～新生代初期火山
岩叛 )と.花闇岩類 ･石英閃緑岩(中生代後鵜-新生代初期逝入岩斬 )である｡大匠山は蛇紋岩より
73:る.この大臣町における 1.ロ00"l山頂群は.その両度からは西村爵助 (1965)のいう道後山
面に相当するものと思われる｡
② 8DD桝山頂群
1.000m山頂群を切るようにして,主としてその南軽にみられる捷高75D～ 85□〝7相席の山
頂群である｡それらは.惣ケ原付近より上流の小阪飾 り沿いの軒高7501nから850mにみられる
ものと,その下流地域および,大臣山周辺にみられる標高7507〝前後のものとに区分することも可
能である｡この地域の地好捕滋は.主として安山岩お上げ同質砕屑岩類 (中生代後期～新生代初期火
･→5-
山岩類 )と文象花嵐岩 (中生代後期～新生代初期証人岩類 )であり,一都,流紋岩(中生代後期～新
生代初期火山岩塀 ).かんらん岩および蛇紋岩(古生代後期～中生代初期送入岩類 ).ジlラ紀層.
硯石屑 (中生代層 )も見られる.吉川虎雄ら(1975 )は.太田川流域で,80 0m以内の小起伏
面を指摘しており.八幡高原と呼んでいる｡また,藤原鍵蔵ら(1976 )ち.広島県円の中国山地
内で同様の高度の侵蝕小起伏面を指摘している.大匹町のこの8□DJD山頂群には,侵蝕小起伏面は
は認められ加 ､が.(Dで述べた 1.0007′L山頂群との関係が, 1.000′FJ山頂群の中に入り込むよう
に800m山頂群があることなどから.吉川ら(1975 )のいう八怖高原面と対応するものかもし
れ72い｡
③ 500I〝山頂群
標高5 □ 8mから608mに広がる定ELJT性山頂群である｡それらは大佐町南部から南方および東方
に広くひろがってお り.侵蝕小起伏面も窪められる｡西村kj･助のいう吉鮒高原面に相当するOその地
ei構成は.流紋岩質砕屑岩叛 (中生代後根～新生代初期火山岩類 )とfl{色準片岩･緑色畔片告(三郡
変成岩頬 )である｡大佐町内では.大佐山南斜面と京見山南斜面を80日〝山頂酢および 1.a 8 07〝
山頂群との境として,その南方に発達がよい｡吉備布原面(580m山頂群およびそれ以下の山頂群
を含めて )についても, 1908年に中藤文次郎がはじめて隆起準平原であることを指摘して以来.
多くの研究者により,論争がたたかわされてきた｡それは,新第三紀層堆横前に準平原化され,その
後の仙陰により現在の位際になったとするものと,新第三紀層堆研後に準平原化作用を被むったとす
るものとである｡また,この吉備ELJ'原面と前出の中国背築山地面との分化についても同時異高か異時
の面かをめぐって.さまざまな論争がある｡
④ 40 cm山頂群
小阪部盆地と田治部周辺には授高40 07,欄 後の定市性の山頂群がみられる｡山頂というよりは.
丸味を帯びた丘陵の稜線である｡これらはすべて谷掛 ､に発遵する｡地質図によると.これらの地域
には.中新銃が広く分布しておT), 400m面は第三紀丘陵原画をつ72ぐものである｡
以上.大臣町およびその周辺で怨められる定両性山頂群について報告したが,その発達史的位思づ
けにまで十分論及することはできなかった｡ (城井田二郎 )
(さ) 河 谷
の 河 岸 段 丘
小阪即 l沿い･および姫新線の適っているB]治馴 E沿いには,ほぼ 2段の河韓段丘が発達している｡
低位の段丘は･J､阪矧Hとその支流の谷底面であるが.現河床の下刻が進んで,沖綴段丘化したもの
であるo現河味とあまり高度差をもたないところが多いが･ところによ｡現河卵 ､ら5- 6mの比布
をもっているo小阪郡州谷底の平か 也のほとんどはこの段丘面であり,もっとも広くひろがっている
のは小阪珊盆地であるoここでは･水田などの桝地が掛 ナ.町役場 ･学校などの主夢機関の多くがこ
の上に立地するoその他の地域では･低地段丘は水田などの桝地として利岡されるが.奨落はその周
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辺の壁錐や電位の段丘面上に立地していることが多い｡帝位の段丘は.落合 ･篠原 ･千谷と.車阪部
川上流にも分布するが,小阪郡盆地に至っては,水声でもっとも広く見られるほか,両岸に点在して
おり.銀地尻の小南にも認められる｡高位段丘は現河床より10mあるいはそれ以上の比高をもって
いる.段丘面上には水mはあまりみられず.もっぱらNT地および柴落となっている｡姫新線沿線の田
治部川沿いの谷では.馬場小原･仲尾にも高位段丘が分布するoまたこの谷には形憤的に段丘と呼ぶの
は無理であるが.定前性の尾根をもつ丘陵や礎板斜地が多数みちttBQそれらはほとんど中新銃よりな
る｡この谷は北康一南西方向に走っており.光吉付近に谷中分水界があり,ここから北東に流れるの
がm治部川で,南西に流れる大j]Ll川は熊谷川となり新見に至る.小南より下流の小阪郡川水流は,咲
谷をなして吉備高掛こ穿入し,狭い低位の段丘をつくるが,そこでは中新統丘陵も高位段丘も認めら
れない｡
永富の新道沿いで高位段丘を切る取 で見られる高位段丘偶成物は次の通りであるo
上部から,黒色常佑土5Dc7H.褐色粘土5Dcw,砂斡周4′〝,この下郡に基盤の黒色片岩がみられ
るQ砂襟KLlは 1DcIl内外の鵡円硬と.その間を埋める小疎.砂で,般大磯は長径 dDCPl,短径5 5cnlo
症角確は若干認められるO周遊はほとんど認められか ､｡以上の琵頭に連続すると思われる同じ道俺
?払いの館頭は次のようである｡黒色腐植土=〟.茶褐色粘土 1.5m,小硬湿りシルト屈 27〝.その下
位に抄瞭層があるが.基射までは掘り削られていない｡
郷尾の北でみられる高位段丘の田頭は,すべて抄鞭倍で51n｡基鮎までは見ることができない｡被
Gt周も不明である｡この砂嘩屑は, 1- 5cnlの小牧および砂を主とし,砂層およびシルト層を挟むこ
とがある.付近には5cnl内外の円畔を主とする喋周も見られる. (城井田二郎 )
① ′J､阪部付近の沖6'1低地
大佐町町役場の位監する所は.標高がおよそ5451JLである｡町役場の屋上からながめると.周飽
はきわめて低平な平軌 出である｡小阪部の町並みはこの平地の上に立地している｡地形図を見ると.
山に甜まれた盆地状のこの平野は摂南 5507p- 560〟2程度で小阪珊川に沿って北に高く南に低い.
広さは約2l･dlぁり,融 ヒに長い形をしている｡娼務でいうならば北から千谷.寺地.永乱 西.刑部.
定軌 中.,Y/.金堂.郷尾.辛.小南,山彫などの聴取である｡小南より南にもその連続が見られるが.
平地は河流に沿って柑狭い谷底に細長くのび,規模も小さい.この狭長な平野もまた水田に利Flされ
ており,安藤.河内,布瀬などの雄落があるO
小師部の平野は地形的には谷底平野で小板瓢川の沖田作岡によって形成された｡だから河流に沿っ
て上流ほどその高度が布く.下流ほど低い｡ しかしその勾配は概して緩く.傾斜が感じられないほど
であるOこの谷底平野も.形成後河川の下刻をうけて一すでに段丘化がはじまっている.段丘化は盆
地尻で著しく,段丘崖とその下に小規模な氾荘原とがみられるが,小耐付近では段丘化は進んでい72
い○
この谷底平野を構成している物質を直接馳察することはできなかったが. ｢大佐町ポJ)ング土質
柱状図及び揚水試験結果表｣ (大佐町水道認 )-図 1- 1-5から推賓(できる.沖讃屈の厚さは. 2･
5ul～ 7.5mで,大部分は砂硬で椛成されるが,秋田層との砂こ砂まじり粘土をはさんでいるところ
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がある｡研きの大きさは 7cpl程度のものが多く.故大のもので2DCnJくらいのものを含んでいる｡｢玉
石｣という記職は円棟で.河原などでみられる角のとれた丸い裸のことである｡川の上流からころが
りながら運ばれて来てここに碓射 したことを物語っているQ
現河流の規模に対して砂傑層の分布略取がかなり広いことから.この谷底平野を形成 してきた河川
は紐皮もこの平野の確執内で流路を変えたことがうかがえるQ流路の変適に関しては歴史時代にはい
ってからの記録にも残っている｡それによると中田集落の東方を流れていた時期がある｡それは現在
の地形を見ても推察できる｡中宙奨落は東方の水田地帯よりもわずかに高く,現在は西方を小阪部川
が流れることにより中州的なEa-まりとなっている｡小阪部川は滑勤しながら触多の流職変更と氾濫を
経ていることは確実である｡小阪冊付近の平野はまさに小阪部川がつくったといえるO
(赤木啓子 )
2 気 候
地図をひろげてみると.大佐町は南北に長い形をしていることがわかる｡最北端の君山集落と最南
端の畑尖落とでは20kH.周 っている.また,狭隆な谷間であるとか,なだらか72山頂付近であるとか,
あるいは高い山とかの位田や地形的な条件により.気候は 7+こも一様というわけにはいかない｡ しか
しマクT,に見ると山地的特色をもつ気候といえるD すなわち,低配で比敏的多雨であるのが特色であ
る｡たとえば漸戸内海に臨む開山と比較してみると.年平均気温では5- 4℃,大国町の方が低いO
-方.年間降水虫では.逆に大国町の方がかなり希い観測値を示している｡天気予掛 ま.おおむね岡
山県よりも鳥取県のものの方がよくあたるといわれる｡このことは特に冬について顕著である.比較
J)たかこ岡山を例に出したが.気仮のタイプとしてはむ しろ山陰側により近い｡
降
水
韮
(p7W)
400
5t]0
200
10(〕
0
図 1-2- 1 大佐と岡山の月別平均気温 ･降水正
(昭和 50年 )
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表 1- 2- 1は昭和 50年までの過去 20年間の平均気温と降水塁である(大臣町教育委員会金子
氏提供 )0
表 1-2- 1 気温と降水Et:(2･□年平均 )
5 6 7 8 9 10 11 -i-2Jユ
15.8 19.9 24.占 25.2 20.7 14,5 8.5 5.Al12.6
22.6 25.4 29.5 50.5 25,8 28.2 14.8 &8 119
7.79,1 14.4 19.9 19.9 15.5 8.5 2.1 -1.6
1占5 252 275 171 210 1〔】5 74 占1 1.755
1 2 5 4
月 別
平均気拍
(℃)
月別虎猫
平均気温
(.C)
月別般低
平均気湿
(℃)
降 水 E!
(･71,I )
1.8 20 5.0 11.5
5.9 74 11.2 18.0
-5.8-54 -1.2 4.占
91 85 108 1占2
年平均気渦は12･6℃で拓くはない.月別平均気温を夏季についてみると, 718月でも25℃耐
乳 平均最高気温が50℃前後,平均穀低気温が20℃前後であるO真夏の一 日の気氾較蓑は平均 1
8■Cあり,即 jがかな り黒くても攻になると気温がぐっと下がってしのぎやすい｡このことは降雨に
も醒係するようである.同様のことは冬季についてもいえる. l･2月の気孤は平均で 1- 2℃と低
く.平均Lnu砧気相と平均以低気伯の差はやはり10oCくらいの差があるO北西の季節風(J＼阪部では
大臣山のために風向きを北演に変えられるのは燕昧掛 ､)がもたらす貰やしぐれのため,また.降ら
ずともな天のために日中でも気温が上がらない｡
糞1-2-2 気象ヰ貨 (唱和 50年 )
･ . 厚 ･
表 1r- 2-2をみると.一年間を泡じて畢均して降雨があり.冬は雪としてもたらされる0両ある
いは雪の降った日を合計すると246日となり.一年の5分の2は何らかの降水があることになる｡
.ilの雨丑は,桁雨や台取などによる降水もさることながら,TE,三･をともなって降る笛雨にも特色があるo
rD雨は必ず西方 (J＼阪郡では大臣山JE桁)から取ってくるといわれている｡来夏でもこの惜雨のため
年後になってもそれほど気か講が上がらず.比椴的しのぎやすい｡ 日没とともに気温が下がり夜はかな
り涼しい｡冬の陣水をみると,初雪は例年 1 1月中旬～下旬にかけてで,小阪部での戯宮野ま多くて
50cN/くらいであるが,北部の大井軌 君山ではもっと多い｡記録に残っている椴大衝撃血は ｢岡山
県の気象｣ (日本気象臨会 )によれば.昭和 45年 2月24日の59LIHIであるが,H円くところによれ
ば昭和 58年には小阪部で70C"[･大井野 .君山では2,〝あったというO終雪は5月下旬～ 4月上旬
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であるが,大井野 ･君山では少し遅れる｡また冬には.野とはならないまでも,しぐれが多くみられ
る｡
昭和 50年の記録によると,諺が発生した日数は 41日である｡ 8月下旬から秋にかけて転の日が
多い｡山間地に特有の現象である初･m ま10月中旬で.それから約 1ケ月後の 日 月中旬頃には初雪
が見られる｡春がおとずれ.ソメイヨシノが絢花する職場は小阪部で 4月 10日前後である｡
大佐町全体が山に囲まれており,特に西側と北側とは 1,000m前後の掛 ､山に蝕まれていること
は,気候に掛 ､彫抄を与えている｡台風必釆時の強風はこれらの山々.さらには中国山地にあたって
弱められるため.風による被書はほとんど受けていない｡それに,冬の季節風は主として北東帆が多
いが.これも北匹部に位匠する山々のために風向きを変えられると同時に勢いを弱められるようであ
る｡
気族に起関する自然災苗は比較的少なく,近年大災等を受けていないo掛こよるtE気通信-の被害
が過去にあったが.集中豪雨による災害なども含めて,自然災害はきわめて少ないO
(赤木啓子 )
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第 2章 人 口
1 総人 口と人 口構 成
(1) 総人口の推移
大佐町の総人口の推移を大正9年 (1920年 )から侶和 50年 (1975年 )までの国勢調査に
よって見ると,大正 9年に5,255人であったのが,昭和 50年では4,857人であり59ム人の減
少となり稀少率7･5%を示し,岡山県の総人口が大正9年の1.217.A98人から昭和 50年 1,81
4.500人と59占,ム02人の増加となり増加率 49.0男を示すのと著しい違いがみられる｡
さらに詳しく総人口の推移をみると大正9年から昭和 5年 (1950年 )までの 10年間に552
人増加し,上翫口率 ム･5%,昭和 5年から昭和 15年 (1940年 )の 10年間に512人の増加,tL.1)
加率ム15%となり,大正 9年から槻前までは 10年HF罰にだいたい500人,年間にして約 50人前後
の増加を示したといえる｡この傾向を岡山県全体と比較してみると,岡山県の人口が大正 9年の 1,2
17,ム98人から10年後の昭和 5年に 1,285,962人となり,増加率 5･4%,さらに 10年後の
昭和 15年には1,529.558人,増加率5.5楚となる｡だから職前の段階では大佐町は岡山県全体
より高い脚加率を維持していたことになる｡続いて戦後についてみると,職後最初の国勢調査の年で
ある僻和 22年に,大佐町の人口は6,979人と急増し,昭和 15年からの7年間に 1,082人もの
増加を示し,増加率にして 18.2ヲZとなる.この急1掛ま,靴争による都市の売廃により人口が位相部
-逆流してきたことや,引き扱者人口のためであろう｡その後昭和 25年には7,125人となり,昭
和 15年とくらべると1.228人の増加となり増加率 20,5%を示し,さらに5年後の昭和 50年に
は7,188人と5年｢抑こム5人蝿加した.その後昭和55年には6,57ム人となり昭和 50年より4
12人の減少となった｡ここで大正9年より増加を鰍 ナた大佐町の人口が初めて減少を示したのであ
り,その減少率もかなり高率で8･55gであった｡このようにいきなりかなり急激な減少となったのは.
日本経済の復卿こより払村部から都市部-の人口流出が急激に起ったためであろう｡それが昭 仰 40
年になると.さらに824人減少して5.752人になり,5年後の昭和 45年にはさらに減少して5,
054人,減少率 12･5プgとなった｡しかしこのころから大幅な人口減少が落ち宕きをと[,'もどし,
昭和50年までの沌少は78人となり,減少率も1.5男とかなり低くなったoこの傾向は日本経済の
両度成長が終り,安定成長の時代になったことが主因と考えられる｡
また戦後の人口推移を岡山県全体と比較してみると,大佐町は戦後急激な増加を示したのに対し,
剛 L蘭は昭和 15年から昭和 22年の間にわずか2･2芳しか増加せず,また大佐町が50年代より急
激な減少を示したにもかかわらず岡山県はわずか 1%台の搬少を示しただけで昭和 40年代に入って
大佐町とは逆にナ他日を示し始めた｡
以上から大佐町の人口推移をまとめると,城前はコンスタントに増加傾向で戦後急激な人口増加が
あり,昭和5 0年代に入り人口減少が始まり,その憤向は昭和 40年代後半まで続き僻和 40年代後
半になって減少がゆるやかになったということになり.これは日本における股山村の一般的な姿のよ
-15-
うに思われるQ
表 2- 1- 1 大佐町人口,虻幣数推移
年 度 総 人 口 世 帯 数 1相帯当り人 数 人口嶋加数 人口増加率
大正 9年 5,255人 1,052 5.1 人 罪
昭和 5 5,585 1,078 5.2 552 8.5
15 5.897 1,092 5.4 512 5.A
22 占,979 1,284 5.4 1.082 18.5
25 7,125 1,284 5.5 14ム 2.0
50 7,188 1,284 5.占 85 0.9
55 A.57ム 1,275 5.2 △ 占12 △ 8.5
40 5,752 1,244 4.占 △ 824 △ 12.5
45 5,054 1.220 4.1 △ 718 △ 12,5
(国勢調査より作成 )
-14-
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大正9 昭和5 15 22 25 50
図 2-1- 1 大佐町人口推移
55 40 45 50(午)
大正9 昭和5 15 22 25 50 55 40 45 50(午)
図2-1-2 大佐町粒符敬推移
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いままで総人口の推移を見てきたが.これと世帯数の変化を考え合わせて 1世帯当りの人数を見る
と,大正9年には戸数 1.052人で 1世帯当りの人数は 5･1人となり,10年後の昭和 5年には,牡
稽数が46世帯増加したが人口も552人増加し1世帯当りの人数は5,2人と微増を示し,昭和 15
年もこの傾向が続き 1世帯当り5.4人となった｡
戦後最初の昭和 22年の国勢調査の時も1世帯当りの人数は 5J 人と変 りはなかった｡その後昭和
25年.昭和50年と世帯数の変化はなかったが人口の増加によりl世帯当りの人数は ,わずかなが
ら増加した｡しかし昭和 50年からは人口が急激な減少を示 したのに対し,世相数はわずかな減少し
か示さなかったので,1世符当りの人数は減少し,昭和 55年には5･2人 ,昭和 40年には5人台を
割り4･占人 ,さらに昭和 45年は4･1人.唱和 50年 4･□人となったoしかもそのペースは大正9年
から昭和 50年までの 1世相当りの人数増加より急速であり,人口が増加するときは ,そのペースは
人口よりも遅くても世相数は他加し,人口が城少するときは,世招致はほとんど減少 しないようであ
る｡
(2)年航別人口構成
昭和 50年の大佐町の年齢別人口を5才階級で図にするとほぼピラミッド型を示し,まだ人口の流
出が激しくなる以前の形であるが昭和 55年の同陳の図を見ると,15才～ 50才の屑が著しく栢少
しており,数字で見ると昭和50年の 10才～ 14才屈の807人が岨和 55年の 15才～ 19才眉
では4占9人に減少し,誠少数558人,減少率 41･9ヲgとなり非常な高率となっている｡また昭和
58年の 15才～ 19才屑の650人が昭和55年の20才～ 24才屈では597人となり,255
人の減少で鮎少率57･0%,朋和50年の20才～24才同のSd8人がr耶口55年の25才～29
才肘では446人となり21･5男の氾少となるOこの5科 .I'･Jの同町全体の人口の誠少が占12人 ,減
少率a5%と比較すると,若年厨の人口減少 ,いいかえれば若年IRの人口流出が非絹にはげしいこと
がわかり,人口滅少の中心が若年r7)であることに気がつくOさらに 10年後の昭和 45年において同
様の図を昭和 55年の図とくらペて見ると.昭和 55年の去年Jdの急激な減少の辞世で昭和 45年で
は幼年屑も紙少し人口減少型の凶になっている｡昭和 55年の 5才～9才J酬 ;815人であったのが
昭和45年の 15才- 19才厨で578人となりなんと457人の減少を見せ減少率も55.占%とな
り昭和 55年に5才～9才だった者のうち10年後の昭f1045年には半減したことになり,昭和 55
年の10才～ 14才屑の884人も10年後の昭和 45年の20才～24才屑では271人になり6
15人の械少で率にして占915%で .昭和55年に 10才～ 14才だった人の実に 10人中 7人近く
が1獅 ロ45年までに減 ったことになり,この判論では死亡はあまり考えられないので減少のほとんど
が人口流出によるものであろう｡
-1ムー
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l
40.-44才
巨5-59才 576人 l
ー 50- 54才 414人 l
i 25- 29才 545人 l
∫ 20- 24才 5占8人 コ
l 15- 19才 H o人 吉
｢ ~~~~~~-J 10- 14才 8ロ7人
500 400 500 20 100 0 10200 500 400 500 (A)
図2-1-5 昭和 50年 (大佐町 )の年齢階級 ピラミッド
500 400 500 280 100 01 100 280 500 400 500 (人)
図2- 1- 4 唱和35年 (大佐町 )の年齢階級 ピラミッド
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500 400 500 200 100 0 100 200 500 400 500 (人)
図2- 1-5 40年(大佐町)の年齢階級 ピラミッド
図2-1-6 昭和 45年 (大佐町 )の年齢階級 ピラミッド
ー18-
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図 2- 117 昭和 50年 (大佐町 )の年齢階級 ピラミッド
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(5) 産業別人口偶成
大佐町の産更別人口を敬後についてみると,昭和 25年は戯業 ,林業などの第 1次産業が2,55占
人で構成比 78.2%,産投薬 ,製造業などの第 2次産糞が 18 1人で鳩成比 5,dYD,卸売小売薬,逆
相迅侶糞などの第5次産菜が527人で構成比 1612声であり8割近い人が出発を中心とした第 1次
産菜に従事していたことになる｡5年後の昭和50年には,第 l次産業就業者数2.占55人で描成比
7ム･870,第2次産業205人で構成比 占.0%,第3次産業595人で梢成比 17･2%となり昭和 2
5年とくらべると実数ではほとんどの菜超が増加しているが構成比でみると出業の21占70減少が目に
つく.さらに5年後のり田仲55年には第 1次産業2,241人,梢成比 71･070,第 2次産業219人,
梢成比丘9%,第5次寝業698人.柵就比 22･1男で.この5年間でも脱糞従事者の減少が目立ち
実数にして40占人,椛耽比にして6･2男の減少を示している｡これにひきかえ卸売小売業 ,サービ
ス業を中心とする第5次座薬が 100人以上蛸加し柵成比も2070台を超えたo
fTB和40年になってもJE!業人口の退潮は続き,昭和 55年より実数にして200人以上,描成比に
して5%弱の減少とな,),林業人口の半減と相まって軒 1次産菜はついに占070台になった｡それに
ひきかえ製造菜は実数,構成比共に倍雌して 105人,榊成比にして5.7%増加した｡昭和 45年に
なると偲菜はさらに250人近く液少し1,58占人になり耶成比も60%を割り55･5%に減少した｡
その結果韓 1次産業は 1.占69人になり描成比も58･4男になった｡一方第 2次産業は班殻業,製造
薬弗に増加し実数は400人を抱えた｡これを全国と比較してみると昭和25年に全国が構成比にし
て第 1次産業48･5%,第2次産業 21･970.第5次座薬 29r870であり大佐町は全国にくらべて第
1次産菜の比率が高く,第2次産業の比率が低いOその後もこの傾向は続き,また推移のしかたは全
国も大佐町もだいたい同じで,第 1次産業の減少,辞2次.第5次産業の租加搬向を示している.ま
た大佐町の就業者がしだいに減少しているにもかかわらず第2次産業,第3次産業の数が増えたとい
うことは ,大佐町の就発着数の減少は出発を中心とした第 1次産米が中心であるということであるO
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2 人 口移 動
(1) 自然動態
昭和 4 1年からの大佐町の出生老数を見ると5 5人で出生率にして& 7‰であり,全国の出生率が
｢ヒノエウマ｣により他年度 より著 しく低下して 1五･7銘になっても全.国より低いレベルである｡翌
年は 65人とわずかに増加し出生率も 10%;を超えて 10.2%乙とな った｡しかしuB和 45年には再び
40人古になり,その後も昭和 47年まで増減をくり返し,uB和 48年から60人台になった｡出生
率を見ると全国が ｢ヒノ-ウマ｣の翌年の昭和 42年から 18%～ 19%台を保っているのに くらべ
大佐町は7‰～ 12‰台で全国 レベルより低いことがあきらかである｡
死亡者は昭和 4 1年にム2人で死亡率にして98‰で全国の 6･8,010よりも高率を示 している｡その
後昭和 45年に死亡者 59人,死亡率6.6‰と一時的に減少するが再び10%o前後の高い死亡率を示
しているO尚全国平均は 占‰をず っと維持 しつづけているのに対し,大佐町が 10,0to前後というのは
全国 レベルに比しても高率といえるが .ただ昭和 45年だけは全問L,ベルより低い死亡率である｡以
上のことから出生 ,死亡には-出 した他向は見られないようだが ,出生率が全国 レベルより低いこと,
死亡率が全国 レベルより商いのは ,年齢梢成と深いかかわ りがあると恩ぬれる｡
表 2-2-1 大佐町自然勅使
出 生 死 亡 自然榊加
人 人 人
55 占2 7
65 53 10
45 59 占
47 56 9
dd 54 12
40 52 12
55 55 0
占0 45 17
61 54 7
r昭和 4 1
45 -
44
48
47
.48
49
50
(症 ) 表の数字は本文中では年として表現 した｡以下袈 2- 2-5までの蓑と図 2- 2- 6
までの園はこれに準ずる.
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(2) 社会動態
大佐町の転出転入者数を昭和 4 1年から見ると.昭和 4 1年は転出者数 544人,転出者率 5,5罪,
転入者数 159人 ,転入者寧 2･5%で 185人の社会減少を示 しているo翌年の昭和 42年も転出者
数5日 人 .転入者 185人で社会減 18 1人となり,前年と同様 180人台の社会減少を示してい
る｡それが昭和 45年になると転出者数の激減,転入者数の微増により社会減が 111人となった｡
しかし昭和 44年には再び祉全滅が激化し157人となり,転出者串は総人口の減少も手伝って6%
台を超え占･5ヲ岩になった｡その後場′紬45年 ,旧秤 一6年 と転出者 ,転入者共に多少の変動があり.
昭和 45年 129人の社会減,昭和 46年 154人の社会棟が見られたOそ して昭和 47年になって
社会減が著 しい鈍化を見せはじめ ,昭和 47年の転出者敢 25 1人,転出者率 5.0%と転出者数にし
て的年より約 50人減り,転出者串にして約 1ヲ岩の放下となり,一方では転入者数は前年より51人
増えて208人となり社会減は前年よりも 188人近くも-って 45人となった｡その後昭和 48年
には,転出者数 286人 ,転入者数 222人となり.社会減 64人で前年より多少増えたがかなり少
ない社会減といえよう｡そして昭和 49年には .転出者数 289人,転出者串 5,8%,転入者数 50
5人 ,転入者率 6･1ヲgとなり昭和 41年以来はじめて社会増加を示 した｡しかし翌年の昭和 50年に
は再び74人の社会減を示し,転出者数 2占9人 .転入者数 195人となり,今後再び社会減少が激
化するか ,鈍化するか ,或いは社会増加に転 じるかはもう少しようすを見守る必要があろうし,昭和
49年頃の転出 ,転入異変は中国縦Bf自動串道剛体の労務者の膨額が考えられ ,一時的な変化のよう
に患われる｡
衰 2- 2- 2 大佐町社会動態
年 度 転 出 転 入 社会増加数
昭和 41 544人 .5{ △ 186^
42 56占 185 △ 18 1
45 509 198 △ 111
44 541 184 △ 157
45 515 186 △ 129
4占 5D9 177 △ 154
47 251 208 △ 45
48 286 222 △ 占4
49 289 505 △ 14
50 249 195 △ 74
(注 ) △は減少を示す｡
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つぎに転出 ,転入者のようすをもう少し詳 しく分析すると,昭和 41年は県内-の転出が転出者全
体のd乱近くを占め,県外-の転出者よりも多かったが翌年の昭和 42年ではわずかではあるが県外
への転出者が県内-の転出者 を上回った｡その後昭和 45年になると再び転出者のd割近くが県内-
転出するようになり.この傾向は昭和 44年 ,昭和 45年 と就き昭和 4占年ではdi8プgの転出者が
県外を志向している｡続く昭和 47年では,県内-の転出者 ,県外-の転出者共に減少しているが,
県内-の転出者の減少が県外より激しく妹内-の転出者の占める割合がtiぴ 6割を割 ったのである｡
その後昭和48年で県外の転出者が激増 したため相方の差が非筒に縮まり,だいたい半々の割合にな
ったが ,昭ri]49年で再び粍円-の転出者が県外-の転出者より占5人多くなり.転出者の約 6割を
県内への転出者が占めるようになり,翌年の昭 岬 50年もI-]様の傾向である｡だから昭和 4 2年と昭
和 48年をのぞいては ,転出者全体の占割前後が県Pj-1iLZ;出しているということになるOまた転入者
の転入B'd住所を県内県外別に分けてみると1唱和 4 1年では眼内からの転入者 114人,舶外からの転
入者 45人で転入者全体のうち約 7割が県内からの転入である｡これが昭和 42年になると県外から
の転入者が地加し,9,J<内からの転入者の削合はd割 ぐらいになった｡昭和 45年になってもこの僚向
は就き県内からの転入者は 5il1ヲgを占めるようになった.しかし昭和 44年は県外からの転入者が
減少 し県内からの転入者の割合が再び6割を超えd4･170になった｡翌昭和 45年では県外からの転
入者が増加し,44･droを県外からの転入者が占めた｡ところがUB和 46年に再び県外からの転入者
が減少し,6割近くが県内からの転入者になった｡昭和 47年では県内からの転入者 ,県外からの転
入者共に増加 し割合は前年 とたいした適いはなかったが昭和 48年に入って県外からの転入者が急激
に増加し,県内からの転入者と県外からの転入者がだいたい同数になり,翌昭和49年では ,県外か
らの転入者が飛躍的に増加し,県円からの転入者 129人比率 42･d男,県外からの転入者 174人
比率 57･4ヲgとなり昭和 41年以来はじめて県外からの転入者を上回ったのである .それが昭和 50
年ではわずかではあるが再び県内からの転入が県外からの転入をと回った｡昭和 49年の舵外からの
転入者の急畔tは ,前述の転入者数全体の梢加と一致 し,昭和 49年の転入者梱加の主役は県外からの
転入者であったことがわかり.言いかえれば中国縦貨道馳係の労務者は県外からの転入が多いと言え
よう｡また転入者のうちLf.1A.伽 らゝの転入者は変軌の幅が小さいが娘外からの転入者の変動幅は比較的
大きいようである｡
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41 42 45 44 45 46 47 48 49 50 (昭和,年度 )
図212-5 大佐町転出者転出先県内県外別分類
41 42 45 44 45 46 47 48 49 50 (昭和.年度 )
図212-4 大佐町転入者転入前任所県内県外別分類
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次に転出者の転出先を詳しくみると,昭和 41年は広敷市が58人で トップ,つづいて大阪肘の 5
6人 ,岡山市の 42人とつづき,あと兵距県,Lt佐郡となり.転出者 544人のうちだいたい 100
人が県南の岡山,倉敷-hLd市-一まただいたい 100人が大阪,兵砧を中心とする近洩地方､転出した
ことになるOそして昭和 49年になると新見市や沖山市-の転出が蛸え,逆に愈政市-の転出はla和
41年の半数以下となり近く-の転山が増加した｡しかし昭和 50年になると津山市-の転出が再び
少なくなり,児列-の転出も前年より増加した｡割合で見る限りにおいては ,岡山市の伸び,新見市
の伸びが目につき剛山県の中心としての閉山市 .阿新広域圏の中心としての新見市の正敏が玉堂にな
ったことを示す｡
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表 2-2-5 大佐町転出者転出先分類
完壷二塁空岡山市I昭和 41 昭和 47 昭和 48 昭和 49 昭和 502人 59人 5人 2人 46人
新 見 市 19 28 27 29 28
台 数 市 58 24 25 22 29
その他 の 市 部 54 17 25 42 1占
市 部 合 計 155 108 122 155 119
弟 庭 郡 24 20 12 18 1占
阿 哲 耶 1 4 4 ll 7
その 他の 郡 部 25 14 9 15 14
.郡部 合 計 49 58 25 44 57
県 内 合 計 202 146 147 179 156
大 阪 桁 56 57 LI4 52 55
兵 庫 県 25 24 26 25 16
京 都 府 4 6 8 7 5
その他 の 近 鏡 8 8 8 9 8
近 親 合 計 95 75 8占 71 62
広 島 県 l5 5 17 6 10
馬 取 県 占 5 8 1 8
島 根 県 0 4 1 5 2
山 口 県 5 0 8 0 2
中国 合 計 22 12 28 12 22
東 京 都 14 4 7 4 6
神 奈 川 県 5 5 1 4 6
埼 玉 県 5 0 1 2 0
その他 の 関東 0 I 0 さ 0
約束 合 計 2〔) 8 9 15 12
愛 知 県 5 4 ー0 10 4
その他 の東 海 0 0 5 5 1
東 海 合 計 5 4 15 15 5
九 州 合 計 0 2 1 2 a
他 国 合 計 4 2 2 1 占
そ の 他 O 2 0 0 0
県外 合 計 142 105 159 112 115
(大佐町役場資料 より作成 )
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また転入者の転入前の住所をみると,昭和 47年では大阪府が 58人で トップ,つづいて倉敷市5
5人 ,岡山市 24人となりだいたい4分の 1が県南の都市部から.4分の 1が阪神圏からの転入者と
いうことになる｡昭和 49年には広島県からの転入者が急増したが,これは中国縦貨道工事の関係で
ある｡昭和 50年も昭和 47年と大きな違いはみられない｡
次に昭和 47年から昭和 58年の転出者を年齢別に分類してみると男女ともだいたい似ているが,
女子の場合 19才- 28才の間は男子より多くの転出者を出しているが,50才代以上になると男子
の方が多くなってくる｡これは若いうちは女子も動きやすいが 50才を超えると女子は家財こ落ちつ
くのにひきかえ男子は,中年矧こ至っても労視力としての移動があるためであろう｡また2□才代で
女子が男子より多いのは結掛こよる転出が多いようである｡転出者数がいちばん多いのは,男女共 1
9才であり男子58人 .女子5 1人を示し .ついで男子 18才 55人,女子は25才 ,24才の54
人であり,男子は転出者の約4分の 1が砧卒後の就職 ,進学に伴なう転出であり,女子の敏合約 5分
の1が応校卒箕に伴なう転出である｡
また同様に昭和 47年～50年の転入者を年齢別に分けて見ると.20才代において女子の転入者
が男子の転入者を上回り,それ以外では男子が女子を上回るという傾向は転出と同じであるが .これ
も女子の結婚による転入が20才代に多く見られること,また結婚準備のための転入もあると患われ
る｡転入の場合は転出の 19才のようなとぴぬけた年齢が見られないのは ,高卒後の転出のようなは
っきりとした区切りがないためであろう｡また転入者の多いのが20才代中ごろであるのは,20才
前後で多数転出した者が.5,4年の都会生活を経験し同町へ帰ってきたということも考えられるが.
その実数は残念ながら同町においては把握しきれていない｡
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(5) 過疎と人口Uクー1/
大佐町は昭和45年に過疎地域対策緊急招駁法の成立と同時に過疎町としての指定を受けたo過疎
町村としての指定を受けたのは岡山県 78市町村の約半数にあたる57町村である｡そして,人口減
少率を岡山県の他の過疎町村とくらべると,昭和 55年から昭和 40年の5年間では大但町は減少率
12.5%で 57町村のうち稀少率の高い方から2 7番Elにあたり,昭和 40年から昭和 45年までの
間は減少率 1215%で25番目,さらに昭和 45年から昭和 50年までの5年間はぐっと低下して減
少率 ま5%となり順位も29番目になり,岡山県の過疎町村の中では比較的ゆるやかな過疎町である
といえるし,昭和 45年から昭和 50年までの人口減少率が515%と急激な低下を示したことは,過
疎の進行速度が鈍化したことを表すoLかしこれはあくまでの人口流出速度が鈍っただけであり過疎
問題の解消とはいえない｡ただ昭和 47年から昭和 50年の間の転入者の中で阪神圏,硬京雌,中京
憩の大都市朗からの人口Uターンがかなり見られ,昭和 47年では転入者総数 208人の51･5射こ
あたる占5人が人口Uターンに該当し,昭和 48年では 10人以上脚え78人となり,転入者の 54･
8%を占めた｡続く昭和 49年は前年と同数であり.昭和 50年は 5 1人 ,2dt2%であり,これら
人口Uターンは阪神大都市鮎が8割以上を占めているOということは.同町の過疎解消の 1つのてが
かりとなり,今後も魅力ある町づくりを推進し,若年層を中心とした人口流出を抑制し,さらには都
市部-流化した人口を引きもどし,過疎の解約を進めていくことを期待する｡
(原職幸 ,汝辺克弘 )
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第 5葦 古 代 ｡中 世 の 大 佐 町
1 古代の大佐町
大佐町は伯智国と美作国へ通じる二つの主要街道に臨んでいながら,この地方の古代の歴史につい
てはほとんど知られていないOそこで ,ここでは,この地方の古代の開発を中心として.その歴史を
さぐってみたいと患う｡
(1) 弥生時代の脱発
礼文時代において人掛ま海の漁粉 ･陸の狩猟 ･木の実などの保雄を主とする移住生活をしていたこ
とはすでに知られているが,ここ中国山地とその近折の盆地においても,人類の採柴生借の足跡をた
どることができる｡しかし,中国山地と盆地群の冬は長く.自然粂件はきびしいものであるため,そ
れ以後の人跡はまばらである｡けれども,盆地に入ると弥生時代中軌以降の迫跡はいたるところで見
ることができる｡(註 1)大佐町においては,恥文時代のまとまった過跡はいまだ発見されていない
が,終末俄の地物(例えば舶文式土恕片 ･石鯨片 ･サヌカイト片など)は,特に小高い丘匪上に散布
しており.それは弥生時代や古墳時代のiB物とともに,いわゆる複合遺跡として発見され'る場合が多
い｡(図 5- 1- 1参照 )これらのiB物をみると,おそくとも削文時代後脚こは,人類がこの地方で
狩猟生柘を営んでいたことが考えられる｡しかし,その分布は,微々たるものであったと思われる｡
この地方にも人口分布が拡大され集落を形成していったことが,小坂部川流域の弥生式竪穴住居地な
どからうかがうことができる｡大佐町においては ,弥生時代の池跡のほとんどが住居地であり,天神
山恐弥 ･碕原油跡などがその代襲的iB跡であるO(凶5- 1I 1)天神山地跡は弥生時代前後の二つ
の住居地からなり,弥生式の中机の土触片を多く出土しているが,これが立地するのが刑部と美作を
結ぶ古代からの交ni鮫上の台地上であること,そして後に天神山古墳が築造されていることなどを考
え合わせると,これを残した弥生人たちが ,天神山から偵示比に行く永富 ･勘児のゆるい山比の傾斜
地を剛拓したのではないだろうかoそして,天神山周辺の台地上に始終を原始から古代にかけて形成
していたのであろう｡(註 2)小坂部川流域にはこの他にも弥生時代の過梢が発見されているが ,そ
の分布状況から考えると,大佐町の弥生人たちは,/J､坂部川流域の台地上を主な生活範囲とし,水の
数百な小坂瓢川流域の湿田地彬が彼らの生椿を支えていたと考えられるO
(2) 小坂部川流域の古敬と豪族たち
弥生時代から小坂部川流域の台地上に柴蕗を幣む如馴ま,首長を中心とする家族集団であったと思
われるが,鉄照の普及 .生産技術の向上により社会全体が発展してくると,しだいに首長の権限が強
大になり,一般の災EB且よりも首長が座位になってくる｡(註 5)それは.具休的には首長の基が古
墳という一般の人々の墓とは違った形であらわれてくる｡大佐町において殻も古い古墳と思われるの
は味原古墳 1号である｡というのは,この地方においては,この古墳のみが竪穴式石室という古墳時
代前期の代表的な石室を有しており,その他の古軌まほとんどが古墳時代後期の代表的な石室である
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横穴式石基を有 しているのである｡このことは,この地方を支配していた豪族がいち早く漆原の地に
別われ (註 4).それはおそらく弥生時代に任官虹を残した柴田の首長の成長した生かと推定するこ
とができる｡占世紀になると,全国的に横穴式石室をもつ小規模な折興研が発生するが,大佐町にも
田治部地区の漆原古岬 .焼皿山古墳群 ･大山古幼群などの古墳群を見つけることができる｡このよ
うな群小古墳の発生は,政治的地域範団の首長下にあった民衆の多くが,新しい船具や技術に支えら
れて.家族ごとに生産と生活を向上させたことを示 している｡(証 5)すなわち,ここ大佐町におい
ても水田耕作を中心に戯排を推進してきた曲民やその他の生産労胞(例えば鉄生産など)にたずさわ
った人々の成長を見ることができる｡
ところで,大佐町の小坂部と田尚部はともに御名代の地と伝えられているが.御名代とは古都妃云
｢御名代は其の御名を後比に広く過し伝-賜はむために,其の部の民を定め虹かるるものなりo｣の
ごとく,御子代同様,天皇 ,皇后 ,または皇子などの御名を後世に伝えるために鑑かれた部民である｡
通説では五出紀中熊から六世紀にかけて設位されたとしている｡
小坂部は允恭天皇の畠后忍坂大仰艇の御名代部といわれるが ,これを伝える文献は以下のとおりで
ある｡
古TS記允恭段 ｢為大后御名代定刑部｣
締紀允恭天皇二年粂 ｢春二月内申和己由IL忍坂大中姫命為虫后定日為皇后定刑部皇后生
木蛸 皇子･名形大- 女 ,- 彦皇子 ･穴取天碩 駄 娘皇女 ,八釣白彦皇子 ,大-
椎武天皇諾,但馬鰍 娘皇女 滴 組 女o｣
碓解 ｢換類紫伊勢国三取舵,参河国碧海耶
遠江幽引佐郡,駿河同志太郎,信淑国佐久郡 ,下野国河内郡 ,EB幡国八上郡高草雌 ,備
中国賀夜郡典出郡 ,術後国奴可郡恕鮮郡三鉛郡 ,有刑部Q垂仁紀為五十理数皇子｡定神刑
部,至此為皇后定刑部則諸国,所存刑部之名,不知執皇子刑S勘定皇后肝臓B｣
刑部は忍坂洗または祖堕 ,押壁などと記されており,岡山県においては .備中に個所.備前に二所 ,
美作に一所 ,刑部の池称が残されている｡(註6)
また田暗部は反正天皇の御名代と伝えられるoこれは蜘部,丹治比部 ,多拾比部とも班き,この名
は河内の丹比の地名から起ったといわれるQ(註 7)これを伝える文献を紹介すると.
反正紀 ｢天皇初生干淡路宮生痛憤如一倍容貌莫晩 ,於楚有井,目端井.則汲而洗太子,
時多避花潜在干井中 ,凶為太子名也 .多遅花者 ,今虎杖花也｡故称悶多遅比瑞楯別天皇J
姓氏鍵丹比稿用粂 ｢瑞歯別噂,誕生干淡路官之噂 ,淡路瑞井水準誠御沿千時虎杖花飛入
御酪毛中色嶋宿鱒 ,称天神帝嗣奉号日多拾比瑞歯別尊｣
古訴記仁徳段 ｢為水垢別命之御名代走軽部O｣などがあるQ岡山県における丹治掛まこの他には ,
備前沖荷郡蛭壬部という書僻氏族 ,実作国苫BiGB司蝦臣全継という吉備氏族がいたという史料がある0
(註8 ,図 5 - 1- 2 )
このような御名代の旺かれた刑臥 多拾部は朝廷の領地として ,この地方の首長が管理 し,ここに
残る都銀軌ま,首長が都民をして開発にあたらせていたであろうことを推定させるoまた小坂部に古
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図 5- 1- 1 大脚Tの古代の退跡分布地図
図5-1-2 御 名 代 の 地
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fBが田治部と比べて少ないのは,このあたり一帯が水賓をうけることが多く,当時の技術ではそれを
克服できなかった自然の地勢のためであろうO(証 9)
¢)律令制下の大佐町
現在の大佐町は文献によると大化の改新により僻中国となり,それは,哲多 ,英数,賀臥,下道 ,
小出郡の五郎に分けられ,英n'郡に属し刑部郷と多拾離郷からなっていた.r阿帝都誌｣は ｢元明天
良和鋼元年三月従五位上多治比英人吉備為備中守｣をとり･あげ,掛 F,国が吉備国より分かれた時を和
銅元年以前としている.また,桓武天皇が延膚十三年に郡を平安京に遷都した折 ,宮城の四方の 12
円のうち避智門を丹比治氏にi'iiらせたと伝える史料があるO拾芥砂の ｢姶造山背新宮同年六月庚午｡
令雅国,造新宮諸.門 ,(中略 ),備中 ,備後二国遮選智門丹比治氏也O｣･がそれであるO(註 10)
このことは奈良時代から平安時代にかけて,この地方に丹比治氏という有力な氏族がいたことがわか
るoさて,律令制下の阿斑 ･哲多二郡の来状を知る史料としては藤原保別伝があるO
英AI哲多二郡 ,在山谷間 ,去肘頼通 ,郡民,或劫穣相殺,或戎租逃散 ,境内丘城 ,無有
単丁,前守朝野貞書祖治背離,郡司有小罪者.皆智相鉄,人民犯繊著者,揃枕之,囚徒充
獄 .個p-塞路,保則到任之初,施以寛政,'Jf小過,存大休,放散従隷 .瞳撫脹伽 .勤袋垂.
禁滋賀 ,於是百姓慣色釆附如帰,田圃尽帽 ,戸口励早 ,門不夜腐 ,賦役借入 ,遂受租返三
十四年,受調店返抄十一年 ,自古以来,兼併存比類也 ,十三年以労叔従五旺上,任備中守三着桁行所著保別伝(註11)
これによると月観の初めごろ,このJUl方が早天の笹を受け .飢勉となり,死人が続き,群益が横行し
ていたこと,前司初野貞吉の苛酷な政治のため,出民の生活が疲弊 しきっていたことがうかがわれる｡
なお .今回の調査で ,私達は条項制の悲f剛;ここ大歯町の千谷原から小坂部にかけて残っているこ
とを航空写‡‡から見つけることができた｡しかしながら,この地の小字などからは条理の坪付に関す
る近称を見つけることができず,条理に関する史料もなかった.写兵からだけ確定することはむずか
しいが,この山間の盆地にまでも,古代において条理制という大幽苑が施行されたことは十分に考え
られるのである｡
(洲本いづみ )
註 1 西日L宏r吉棚の国 ｣ 証7 註dと同じ
註 2 F新見市史｣ 註8 証 7と同じ
註 5 F新しい日本の歴史｣ 証 9 証 2と同じ
註 4 註 2と同じ 註10 r阿哲郡誌J
註5 註5と同じ 註 11 r大日本史巻 1｣
註d F剛山県通史｣
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2 中世の大佐町
古代において .条理がしかれ ,御名代が存在したように.大佐町は早くから開発が進んだ地であっ
た｡
それでは ,大佐町はその後はどういう歴史をたどったのだろうか.残念ながら,敵国期以前の文献
史料がほとんどないため ,多くを汚れない｡とはいっても,文献によるのではなく,別の方法で当時
を知ることができるOそれは ,字 ･小字を誹卓べることである｡大佐町の場合 ,五万分の 1の地図をみ
ても,藤定 ･実情 ･久m ･徳定 ･是森 .金藤 .安藤 ･光吉 .末永 ･宗負等の人名とわかる地字がみつ
かる｡これ等の地名は,｢名｣(みょう)の存在を今日に伝えているのである｡｢名｣についてここ
で詳述することは,小論の及ぶところではないので ,簡単な鋭明にとどめておくQ
律令体制下での徴税方法は個人から徴税することになっていたo(註 1 ) ところが ,班田農民は ,
徴税の肺級分化により,在地では,富豪屈が出現し,この宙衷 ･百姓が,権門勢家と結合 して,初船主
荘園を作り,符令支配に対抗するようになるQこうした腿民の抵抗により,律令体制の基本であ った
個別人身的支配では,班日出民を把捉することが不可能になってきた｡そこで ,在地の状況と対応 し
た括旧をとらねばならなかったQこれが,人から土地-の同家支配の転換であった｡その際 .岡林領
や荘園の支配のための ,土地の基本単位になったのが,｢名｣である｡ ｢名｣には,人名がつけられ
ており,それが地名や家名 ,家号になって今日まで残っているのである｡ ｢名｣は土地に対する徴税
のための支配単位であるから,当時の腿民の存在形牒- 当時の村落- を物語るものといえるQ字
等に r名｣の残存が認められる所のほとんどには,中tt村落があったと考えられるQ
大佐町役場で切絵図を見せていただき,小手を調べた結果 ,図 5-2- 1の亡コで囲んだ箇所に ,
｢名｣が存在したことがわか ｢た｡この中で .藤定 .実約 ･久約 ･独走 ･珪蘇 ･金藤 ･安藤 .宗貞 ･
兼水は,今も名として使用されている｡また,玉村 .彫平 ･安広 ･助近 ･安元 ･政末は役場の切絵図
から貌べたo
同じく切絵図から調べた小字で ,立肋谷 ･西ケ市 .北ケ市 ･戸谷ケ市 ･垣内 ･竹田 ･竹ノ角は ,そ
れぞれ中旺村落の存私を今日に伝えられるものである｡
｢-ケ市｣はカイト-垣内に通じるものであるQ(註2) 在地の百姓は ,8世紀末ごろより,小
過合家族ごとに ,新しい宅地を慨乾し,宅地は,紳令同家の収噂外の土地であることから,個別所有
を確立したo宅地は ,個別所有の土地であるため ,多大な労働力が投入され,生産性の構い土地であ
ったため ,符合国家 ･権門勢家は ,その領有にのり出そうとしてくる｡百姓はこれに対して,宅地を
守るため ,宅地を垣でかこみ ,他の土地と明らかに区別されることを示そうとしたQこの頃の内部が
｢垣内｣と呼ばれるようになった｡ ｢垣内｣は ,百姓の家地であり,｢それに接続 した共闘 .畠地 .
小立田ときには林野｣ (託 5)をあわせた生産帯軌の場でもあったわけである｡
｢立脇谷｣は ,タチ脇谷-｢飽｣の脇谷という忘味と考えられ ,鎌倉時代の地頭をは じめとする在
地領主階級の館が付近にあったことを示している｡｢竹ノ角｣｢竹田｣も同様に,｢館｣が近くに存
在 したことを示 している｡この他にも ｢馬場ノ下｣｢馬巌｣｢土井｣といった地名があり,いかにも
鈍色時代の地頭屑がその名の近くに館を揃えていたと思える地名であるo鎌倉時代の地頭をはじめと
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する在地領主階級は,｢館｣などと開発の拠点を中心に佃 ･門田の経営を行ったO(註 5) 館は堀
に四.まれて,城郭の役割をはたしており,その前面には,私有地の門田があった｡門田が在地領主の
経済的拠点になったのである｡
以上のように,地名から,在地の平民百姓 .領主階級の居住地や田地等のおよその位殻がわかるの
である｡ところで,こうした肘地の所在する場所はよくみると,広い河川の沖税平野にはみられず,
鋼 の碗水が利用できるところに,田地 ･居住地が存在していたことがわかる｡これが中世の村落形
憶の特徴である｡永原俊二氏によると(毘主4 ),少なくとも.平安期から棚倉 ･室町期にかけては,
生産力的には低劣な湧水利用によるサコのタナ田が鮒 史の基盤であった｡そしてこの粂件の下では,
中世の田地は必然的に分散的形態をとらざるを得なかったoそして段民の居宅も,散居制をとるか,
地EJl.的条件に恵まれた場合は 1カ所に集任して,,Jすす的形願を示すかである｡大佐町では ,現在でも
中世に摘発されたと思われるサコのタナB]が桝作されているoこうしたタナ田のL7観は私達に中世村
落の姿を伝えているのであるQ
地名から中世の在地の状況をいくらか知ることができたか,地名から離れて,文献から大佐町の歴
史を追うことにしよう｡
先程 .｢名｣は荘用の支配の単位でもあると述べたが,大佐町にも,荘園が存在した｡松尾惣太郎
氏rFP世左裾こおける備中国の荘園と国人Jによると,永雷荘の名が宝冶元(1247)年の記文にみ
えるというo今の小南 ･小坂部 ･永宙のあたりに存在 したらしいoまた,r備中国新見荘史料 .月の寛
正5(14占4)年 11月24日一切経勧進之Ilfに ,小坂部荘の名がみえ,領家は不明であるが ,小
坂部にも荘廟が存在したとされている.
また,FHJ.平盛衰記Jに,備中国多拾部太郎が,一谷城合敬で平家方に加わったことがむいてあるo
多拾部氏は ,おそらく田治部付近の土菜であったのだろうGこれより時代がずっと遡った延暦年湖,
平安遷都に際して法官がなされ,宮城に作られる 72円を 15カ国の造部に命じて建造させたのだが ,
この門のうちの 1つ,達智門を術中 .備後融国に造らせることになった｡この時,監造したのが,丹
治比氏であった.(註5) 丹治比氏は ,碗在の田拾部何近出身だったのではなかろうか｡平安初期
から田滝部に有力穀族がいたのではないかと考えられるO
丹治部氏が参加した蔽平合戦の後は衆知の辿り,樺愈碍冊が創鵡され,各国に守礎地象がおかれた｡
肺中国における守謎は最初 ,土肥栗平が(I.l.前の守襟と弟務していた｡その後の守常は十分明確でない
がr岡山県の蝕史Jによると,｢弘安2(1279)年前後の頃に備中守灘mが北条氏得宗の所管で
あったことは確か｣らしい｡
また,ln=中国の]1b頭も,何人か史料に出てくるが,大佐町と競分的係のあるものだけを掲げると,
荘氏が舶来から備中国革壁郷の地頭として入部し,欠損町の括掛城を本拠にしたといわれるoまた,
松山城が承久の乱後備中国有漢郷の地頭願を得て相位より入部した秋鮭氏によって豹かれた.(註占)
この他に,雑念時代の大佐町 ,またその近辺の動向を知ることはできないが,地名のところで述べ
たように大佐町に,馬場を作り,土井を~築いた在雌綴主がいたと怯定されるO藤平合職で宿曜した丹
治部氏はこうした在地領主が有力豪族に発展したものだろう｡
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後醗郁天皇中心にした討林の計画からおこった元弘の乱では,節中の国人の多くが宮方に与した｡
新見圧の新見氏 ,成合氏 ,舶狛氏 ,共壁氏 ,小坂氏 ,河村氏,そして三村氏 ,荘氏である｡逆に陶山 ,
小宮両氏は,#府方として地役まで戦ったが,結局は鎌倉耕府の滅亡 一 建武の新政となったOしか
し,これも長くは拭かず ,南北朝の内乱に突入する｡山酸四国地方では,播磨の赤松氏,讃岐の細川
氏等が,いち早く武家方についたが,やがて,備中の国人も小坂,河村 ,荏,共壁,陶山,成合,那
節.市川ついで新見氏らが武家方についた｡僻 P近辺は,室町推府殻立当初は,足利の勢力下にあっ
たが,文和元年足利尊氏とかねてから不和であった虐冬と,軸府から郁反した山名時氏が結んで .や
がて共に南党に入り,備作地方も,この南党たる山名氏の勢力の下に席捲されることとなったo(註
7) 備中-の山名翠の具体的行動は,山名時代の子師轟を将とする野郎 ;文和 4(1555)年に,
備中守教になっていた別 府秀をせめた｡この時.先約をとったのが,早くから山名覚となっていた多
治部備中守であった｡多拾部氏といえば,r源平盛7:R記 ｣に輿われた多治部太郎を思い出す｡備中守
紘.この多拾部氏の系譜をひいたものではないだろうか｡街師秀は,守改代秋鮭氏のねがえりもあっ
て,鮎中値愈城に敗走したoこうして,舶中の大半は,両党山名氏の勢力下に制EEされた｡
しかし,貞治2(1565)年には,山名氏が両党を離脱し,山陰山脇に於ける南党の優勢はおさ
まった｡
備中の守護は,先に述べた荷師直から延文元 (155d)年細川紙と,貞治 5(1544)年宮下
野入道,貞治5(1566)年渋川英行,明徳行元(1590)年熊川左近大夫将監棚板 .明徳2(
13 9 1)年細川満之と変超する｡(註 8 ) 細川椀之の時に,新見EEが多粉部師掛こ押領されると
いう事件がおこっている｡このため,守輩細川氏が新見圧に下向するが ,多冶部氏の押筋は明徳 5･
4年まで続いた｡(註9 )
新見圧(註lo)では'iTVu正2(1461)午.守態方代官の苛酷な支配に対抗して,簡家方の在地の
下級荘官であった,公文宮B]家席,惣追捕使福本盛書,EEl所金子衡氏の5人と名主 ･百姓が一致Bi括
して守弛代官安宿氏の又代官大府氏を新見EEから追い出し,代官には今後支配を受けないこと,寺家
の厄掛 こしてほしいことを,細家東寺に夢鞘するという一茂がおこったoこの後寺家の厄務安堵を袷
て.ほぼ在地の自治によって庄内は迎営されることとなったoしかし,応仁文明の内乱其郎こ入ると,
守蕗細川騎久が,新見EL三を錯府の御料所として召し上げた｡I-E民はまたもこれに抵抗し,守灘方代官
の入部を拒み続けたOこうした状況にあった新見正に,文明5(1471)年多冶部氏が鞘桁の政所
執恥伊勢氏の代官を称して,再び入部したのである.新見EE飽家方が,文明 10(1478)年に,
東寺に返付されるが,多治部氏は依然として,実力でもって実質支配権を極り続けたOこの間,新見
圧の古くからの地頭であった,新見氏も在地の支配権を多冶都民と共に握るようになった｡やがて.
文包元(158 1)年以後は,新見国経が新見正敏家代官職を掛ナおうことになる｡
こうした土着の有力勢力が,備中の国でも顕著になった｡たとえば.守護代荘 ,石川両氏 ,成羽の
三村氏,備北における新見,多治部氏などである｡反面守畿細川氏の支配は 16世紀には名目上のも
のとなったoそれに加えて.天文の末から永禄の頃にかけて.搬北から尼子氏,西方から毛利氏の進
出がはじまるo三村氏は毛利氏と手を組んで,毛利氏の有力な部将となった｡このころ,備前におい
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て駁大の勢力になっていた宇宙多氏は,備中侵略のため.三村氏攻略を何度か企るo永禄 11年字音
多氏は,佐井田 (現在上房郡北房町 )の城主槻木下総守秀長を攻め落として味方につけておいて,永
禄 12年に三村家親と戦った｡この時,布施にあった大山城主の福井孫六左街門尉が植木氏に従って
合掛 こ臨んだと伝えられている｡(証 11)
元私元(1570)年には,尼子勝久が南下し備中に進入し,松山城主庄氏はこれに応じた｡また ,
植木下総守秀賢,津々加bif守と共に,大山城主筒井孫六左衝門は尼子氏に組したoしかし,三村家親
が毛利の壕兵を得て松山城を陥れたので,正,植木両氏と共に ,福井氏は出雲に逃げのびた｡
B=氏に代って松山城主となったのは三村氏であったが,元親の代,天正5(1575)年に,それ
まで手を結んできた毛利氏とこれに与した字を多氏とによって亡ぼされたo大佐町にある矢作城城主
法行六雄左衛門尉元勝は,この合敬の頃,三村元親の弟上田釆親の部将となっており.鬼見娘にいた
と伝えられている｡(註12) 毛利氏は,三村を攻め潜とした後,さらに備前常山城を落とし.麦飯
山に及ぼうとした｡この時.庄価賢が出雲から毛利氏の招きに応じて先鋒を務めたOこの時,福井氏
も庄氏と行動を共にしたらしく,毛利氏から20右が宛行われ,再び大山城に戻った｡
この後,毛利氏と手を結んだ宇宙多氏が,織田-熔屈したため,両氏の内に再び攻防の職いが始ま
ったo毛利氏は高松城攻めの後.羽柴秀吉と和親を成立した｡この後 ,天正 15(1585)午,宿
梁川を埠にして,備中の西半分は毛利氏の所領 ,僻中束半は革帯多秀家に支配された｡宇宙多氏は豊
臣の韮臣として権勢をもっことlこなったoL,かし.秀吉死後,関ケ原に敗れ,備仲は徳川の直怖地として中
期正次が代官として松山城に入ってくる｡
(赤松弘子)
(註1) ｢名｣については ,多くの剛兜論文があるが,坂本洋三 ｢王朝国家体制｣r訊座日
本史Jを参考にさせてもらった｡
(註2) ｢垣内｣については,義江彰夫氏 ｢初期中世村落 1初期中世村落の形成｣r講座日
本史 21を参考にした｡
(註5 ) 永原段二氏 ｢中世村落の純塩と領主制｣rE]本中世社会稲造の研兜Jl参照
(註4) 永原氏前掲坊
(註5) 永山卯三郎氏r岡山県通史｣によるo
(註占) F岡山県の歴史Jによる.
(註 7) 註占に同じ｡
(註8) 松尾惣太郎氏r中世期における備中園と国人J
(註 9 ) 註8に同じ｡
(註一o) 註=こ同じ｡
(註11) ｢阿哲郡誌｣によ~る｡
(註12) 註11に同じ｡
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第 4章 近 世 の 大 佐 町
1 領 主の系譜
(1) 幕府直轄領
慶長5年 (1占00 )の幽ケ原の観以前.備前 ･実作及び筒梁川以東の備中を領有していた字音多
秀家は.この軌により同年除封された｡また,高取‖以西の地を統有 していた毛利氏もこの戦で敗北
し,減封されて防府 ･長門rJ外の館地を没収された｡ こうして備中は近世初頭からいくつかの小藩が
設けられたが.原則的には鞍府直轄領となり.小堀正次が備中松山に代官仕正暇として国務をつかさ
どることになった｡
小堀正次はこの時的ケ原の功により新たに小田 .後月郡に1万石を与えられ,以前の封地と合わせ
1)
て 144dD石を領することになった｡正次が宕任早々行なったのは検地であるが.正次は慶長9年
(1占D4 )占5歳で卒してしまうため,備中代官としての国務はもっぱら子政一の手によったと思
われるO正次の迫鎖は慶長 9年嫡子政一が梨封するが.そのうち後月郡において 2千石を弟正行に分
知した｡小飼政一は作串奉行を長く務め,.また大坊の陣に加わったりしてお り.備中代官とはいえ在
国の時は少なかったようである｡
(2) 池田家松山滞支配
元和 5年 ( 1占 17 )2月因幡鳥取珊主池田長革は 5千石を加脚され.小堀政一 在番であった備中
松山に移封され.6万 5千石を領することになったO長串は寛永 9年 (1652 )4月 46歳で卒 し,
???
??
I-:-_"_: :
一 ,'LJu｣?
?
?
?
??
??
??
図4- 1- 1 松山帝池田家崎系
註 『岡山滞政史の研究』より
引網
同年 8月胞子長常が池領を掛 ､だ｡ ｢寛永右図｣により松
山清髄をみてみると,備中国のうち下適 ･都宇二郡を除く
残り九都にまたがっていた.そのうち阿安部は全て松山藩
協であったO乾永 18年 (1占 4 1)9月長常は 55歳で
卒するが.嗣子がなく臨終にのぞみ養子を額い出たが許さ
れず.お家断絶と72:る. しかしながら.翌究永 19年 (1
d42)になり,幕府は改易となった長常の弟長信に,級
月郡のうちに千石を与えた｡
(ら) 水谷氏松山藩支配
兜永 ld年 (1占59 )占月水谷肪降は5千石を加齢さ
れて.2)常陸下館か摘 中成羽5万石に移封されていたが.5)
詰'-k18年 ( 1占 41 )9月の池田長常の改易により.翌
19年 El占42 )7月さらに備中松山に拶封された.
｢正保備中国絵図｣によれば.防隆は哲多 ･阿貿 ･上帯 ･
川上 ･浅口 .賀陽 ･下道の七郡に合わせて 5万石を領して
いた.阿焚郡は全て松山滞領であった0
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蓑4-111 枚山満額郡拓
旺 1riE保 5年は『岡山県曲数土木史』の ｢江戸期の各郡
村別石高比較表｣ (原札 iF_保術中国絵図 )による｡
2周 文 4年は ｢渡文印知状｣に記された耶高によるO
元禄2年 (1689 )水谷勝宗が67歳で
卒すると.徴集が屯封するが.勝美もまた元
禄 6年 (1占95)10月病のために水谷弥
之助勝曙を養子とする旨をiB冒し51歳で卒
した｡これにより勝曙が封を継ぐことに72っ
たが.同年 11月齢曙は病癖を粗い勝美に続
いて 15歳で卒してLまった｡もとより早世
した勝昭に子があるはずはない｡そこで勝策
の弟であり,家臣三上家の峯子となっていた
勝時を屯ねて養子にWlうが.末期年子早世の
ために詐されず.元禄 6年 12月水谷家は改
易されたO
そして.松山城は元禄 7年 (1694 )2
月浦川赤秘漸主浅野長鰻の預りとなり.元禄
8年 (1695)#脚 まいわゆる元禄検地と
称される検地を行なった｡新 しく打出された
石茄によって,備中松山には安藤家が上野高
崎より5千石を加増の上移封され, 5万百を
領することになった｡
(4) 水谷氏旗本領支配
水谷勝能は寛文4年 (1日 4 )勝宗に2
勝隆は寛文 4年 (1AA4)閏 5月松
山に占8歳で卒し.勝宗がその退領を継
ぐことになったLO勝宗は.この匁封に際
して,弟新右衝門勝能に対し阿野郡のう
ちに2千石を分知した04)%の後,勝宗は
廷宝年中枯府の命により検地を行うが,
延宝5年 で1占77 )新田2千石を荷直
しし.再び糞苗 5万百を領することにな
った｡
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千石を分知されて後,延宝8年 (1占80 )55歳で卒･した｡迎領は同年 9月勝卓が継いだ｡このと
き,勝卓は弟勝睦に5百百を分知し,防早の虫封 したのは実際は 1700石であった｡その後.元禄
8年 (1895 )12月水谷勝美の改易により水谷京は絶家と72るが.旧家であったために.新ため
勝皐が阿封部小坂部 ･永富村 1700石,勝睦が同郡小南村 508石をそれぞれ領することになった.
ヽ これ以降.阿封郡における勝阜 ･肪陵の領地は,それぞれ小坂部 ･小南知行所として代々領されるこ
とに72る.
まず.水谷弥之助知行所についてみてみよう.元禄 12年 (1699 )水谷勝早は.京都町奉行と
なり,丹波国氷上郡に 588石を加脚され.知行宙はrJ齢と合わせて2200石となった｡そ0後,
氷上郡の知行所は武蔵国多僻掛 こ移された.5短保5年 (1720)防早は致任し.勝比が9歳で輿封
する｡勝比は明和 8年 (177 1)に致任し,勝缶が垂封する｡寛蚊 5年 (179 1)勝静ま77歳
で卒し.追跡ま勝里が継ぐ｡この勝里の紗ま水谷防中の養女であったが.勝宙に男子がなかったため
勝里は勝･1の養子となったものである.これ以降の系譜は不明であるが,天保期以降野末に到る迄.
水谷勝だが弥之助知行所を領していたo
次に半裁知行所をみてみよう｡水谷勝陸は正徳元年 (1711)49歳で卒し,勝早の六男で膨隆
の養子となっていた勝中が丑領を牡ぐ.勝中は宝暦4年 (1754 )致仕 し.寿子勝弥が製封するo
勝弥は実は博多村日向守正矩の二男であり.勝弥の安は勝中の養女であり.また後要も水谷防比の孝
女であった.天明7年 (1787 順 中は卒し.防象が58歳で池債を継ぐ｡6妄語はこれ以降不明で
ある｡
『阿智郡誌』によれば,明治初年における水谷弥之助知行所として.小坂部 .千谷 ･上永富･下永
富 ･小南の五村をあげている07)=のうち.千谷村は小坂帯村の枝村である.
(5) #府面輪頃支配
元禄6年 (1占95 )の水谷家の改易rJ降.阿班邦はそのほとんどが蒔府直船飾となったO元禄 1
0年 (1697 )関家が新見に新封され,阿至瑠Bを依有するように71るが,なお面轄筋が郡内に残さ
れた｡ 『備中C_成志』は.宝暦頃の阿野郎の直轄領として.契 ･花見 ･山奥 ･宮地 ･井展 ･下昏部 ･
布栖 ･赤馬 ･匪伏 ･宇山･土橋 ･定見村をあげているOこれらの村々は明治に到る迄直轄領として支
配された｡
Jlri府直輔領のうちで大佐町に関係する村は布勅 ･大井野 ･Lu奥村の け 村であるo このうち,山奥
･大井野村は元来一村であったものが,正徳年中 (1711- 6 )に分村し,二村に分かれたもので
ある.また.布栃村は鞘 になって以降.宗貞 .上 ･下の5組に細分れし#末に到ったo
(d) 閃氏新見漕支配
元禄 18年 (1697 )8月坪山蒲主頼長戊の改易にあたり.閑長治は阿封 .哲多 ･後月 一小田 ･
浅口郡のうちに領地 1･87万石を与えられ,美作宮川より新見に移封されることになったoこのと
き.大臣町域のうち田治郎村が新見鰍 こ組み入れられた.
閑長治の曽祖父開成政は.森島可に従い天正 12年 (.584 )の長久手の敬で職死し･その子成
一･57-
次が信灘より移封され津山滞主となる蘇忠政に仕えて以後.開氏は蘇氏の家臣となっていた｡その後,
幽成次は蘇忠政の娘を要にむかえた.成次には二子があったが.忠政に男子がなかったため,長子長
継が忠政の蕃子となり津山柿を継ぎ,次子長政が鮒家を継いだ｡そこで.森長継は忠政とはか り.長
政に領地のうち美作宮川に新円 1･87万 石を分知した.8)ところが.姻長政には男子がなかったので.
兄長継の六Pj長治を蒐文 9年 (1dd9 )束子にむかえ.元禄2年 (1占89 )占月齢家を継がせて
いた｡
閑長治は,元禄 10
年 lD月坪山宮川から
何軒郡上熊谷に移 り.
新見町の建設を始めた
那.完成までには相当
の年月を要したものと
恩われるCその後.宝
永5年 (17 0 占 )占
月良治は.後月郡池谷
･花柘 ･山ノ上村と哲
多祁四万 ･中村とを村
替し,9敏郎 旅附 何日
･持多 ･小EEl･践口の
四mのうちになった｡
これより先宝永5年 4
月,恥長治は子がなか
ったので.播磨三日月
離重森長俊の二男撞広
を笹子に Ll=loD)串保
10年 (1725)5
月.長治の致仕により
艮広が堪封するO
長広は勅封して間も
72:い苧環 17年 (17
55 )5月に59歳で
卒し,長子政か ;迫領
を掛 ､だ.政'L:Iは宝暦
5年 (1755 )商学
校風誠館を開き,諸士
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図4- 1- 5 新見滞朗家鴨系
註 『備中誌』『阿哲郡誌』および
｢天保武蝕｣を参照して作成
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子弟の育成につとめ,すぐれた人材を仰出した｡政首は宝暦 10年 ｢1760)江戸で卒し.政辰が
政居の五男ながら正嫡であったために.逝領を継ぐことになる｡長子長誠(宮森 )は庶子であったた
めに.政辰の恥こ定められた.ところが政Fmは 18歳で安永5年 (1774 )8月早世してしまい,
長誠が同年 11月攻めて吸封することになった｡環矧ま,学制をあらためるなど新風の刷新を行なっ
たO しかし,明和以降の相続く凶作は,年貢収納を減少させ藩財政を窮乏に追いこんでいった｡
寛政 7年 (1795 )11月.
長書跡ま致仕し,長子長輝が封を継
いだ｡次いで長坪は文政2年 (1
8 19 )致任し,長野の二男成快
が袈封する｡成鰍ま二子が早世し
たために.天保9年 (1858 )
8月,長誠の二男で三日月滞在家
の養子となっていた森長森の四男
である従父蘇長道を養子としたo
そして,天保 12年 (1841)
闇正月成族の致仕とともに封を鰍
がせた｡閃長逝もまた男子二人が
早世し,安政 4年 r1857 )祖
父長押の三男長吉の長子である関
最先を寒子とし.翌安政5年 (1
858 )10月長克が部封し.明
治維新に到る｡
蓑 4- 1- 2 大佐町域各村の村高
tー＼村文一--空代 兜 永 頃 明治元年
小 坂 部 ) 58ロー00 48ん98
千 谷 591.75
小 南 510.50 580,756
上 永 富 )1002.00 525.1B l
下 永 宙 495.454
B]治部(東組 ) ) ム27.10 529,9892
,y (西範 ) 591,4776
布轍で宗貞姐 ) 1 110,5158
,/ (上組 )仁 8'.50 420.7872〟 TA 5D5,8491
山 奥 ) 5 65.70 229.7095
註 寛永頃の相宿は ｢諜永右図｣による.
明治元年の村掛ま『阿哲郡誌』によるo
註
1) ｢座長五年における正次の加封高は術中のうちにて一万百0台計石静ま一万五千石となるoただ
し.詑政5-位軒家譜は,これらの都実を胎まえたうえで一万四千四百六十石としているo｣ (『徳
川加除封録』(日本史料連打 )の和貢も P,208 )
2) ｢展架鍬ま嫡子勝隆による｢CL･)'直｣を淀永 トー 牢とし,打出高を一万七千石.合計石高を四万二
千石としているが.詑改正修諸家欝は究永七年とし. ｢詩て四万七千石の公役を軌む｣としている｡
これにしたがえば.同十六年における勝隆の加封話は三千百となる｡｣ (凱拍町.P.212 )
5)水谷氏の額地は,術中に四万石,播磨に一万石の合わせて五万石であった｡この備中額は哲多 ･
川上 ･後月 ･下道 ･･J咽 ･浅口の六郡にまたがっていた｡播暦に領した-万石は松山渚に移封され
た際に備中韻に移された｡
4)水谷氏の領地を ｢正保備中国絵図｣と ｢蒐文印知玖jとによって郡別に較ペてみてみると.後者
において阿賀郡が二千石少ないのを除いて両者はほぼ一致 している0｢正保備中国絵図｣にあげら
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れた阿A･郡の本村は,正田 .唐松 ･東串間 .定見 ･土橋 .宇山･中津井 ･熊谷 ･多治部 ･小坂瓢 ･
永留 ･菅生 .大井野 ･干屋 ･花見 ･河口 ･昏部 ･野々上 ･津々 ･西方 ･水田 ･井駿 ･今市 .新見の
24ケ村であるOこれと｢印知択｣の目録にあげられた村とを較べると.足見 ･土橋 ･宇山.氷留
･今市の5ケ村が ｢印知状｣にみられない｡ 5ケ村の村有を ｢正保国絵図｣によr)合計すると･ 1
976144石となる｡
5)武蔵国多摩郡の州 L.二宮 ･新横山村の5ケ村の ｢見｣ (年代不明 )として,薪B]共で84 7 I
188石を領していた｡ (｢小坂部知行所の見)大匠町史編茶寮民会輸 )
6) 『岡山県通史』によれば.防急の曳封高をB0O石であったとしている0
7) 『阿哲郡耽J)P,495- 494
8) ｢愚架線｣によれば,寛永 14年 (1697 )に閑長政は分知 2万石をうけたとしている. しか
し. ｢兜放電惨諸家譜｣によれば,分知をうけるのは.万治5年 (166D)以降斑文 4年 (16
64)までの問ICあり,しかもその筒を1 187万百としている0
9) 『新見市史』P.252
10)三日月洋は.元禄10年 (1697)蒔長継の四男長俊が.同年の蘇長庇の津山育改易によって
播磨井野に封ぜられたのに始まる｡
ll) 『新見市史jP.254
(横山文雄 )
2 横地と年貢収納
(1) 検地
『地方凡例良』によれば,｢検地は土地の経界を改め正すの総名にして,田才抑こ竿純を入れて反別
を改め,土地の位を乱し..石盛を附け石高を定る法=-I.････｣とあr),一般的には検地は.封建韻主
が支配下にある出民から年式'を取りたてるための基本的土地台帳であるといわれている｡検地の始ま
r)は取ら国大名が行った摘出検地であるが.一般には豊臣秀吉の行った文禄検地あるいは天正の石直し
といわれる太㈲換地が有名である｡勉.川時代になっても坂主が代わるたびにしばしば行われたo検地
によって検地帳が作られたわけであるが,それには.村高,村有一郭毎の耕地の所白ミ地とその耕地面
硯と生産虫及び耕地を所持する出民名などが記されているo
G) 慶長検地
江戸鞘府が成立し.段長五年九月に小梱氏が備中代官として宕BI･したo代官小胸新助の般初に行っ
た国講は検地で一段長換地といわれるo慶長検地は六尺三寸の竿を一間として定め.一間平方を一歩
となし,三十歩を-畝三首歩を一段,十段を一町とする柿-il圧によって行われたのであろう｡これまで
は.検地を執行する敏主によって,一間を六尺五寸竿で打った所もあり.江戸時代も元禄頃になって
検地条目が制定されてからは.一間竿で一丈二尺二分すなわち一間平方を一歩とすることになった｡
小堀氏の行った検地方法など伝えられたものも,検地現場の模様も不明である.ただ尭永の『備中国
領分図』(岡山大学所蔵 )によr)英資郡各村の検地された石高などが知りうる.それによると.大井
一80-
野5占5.7石.小坂部 581･0石,永富 1082･0石.古南 510･5石.大田治部 占27rl石,布瀬
181･5石である｡
⑦ 延宝検地
松山離水谷氏の時代の延宝7年の検地帳が掬鴨利用宅に残っているOこの検地は田を上々田 .上田
･中上田 ･中田 ･中下田 ･下上EE卜 下田 ･下々En･山荘は 9等級.由を上由 ･中上畠 .中島 ･中下員
･下由 ･下々島 ･切白と7等鰍 こも細かく分けている｡ さらに屋敷が加わっているo現在残念ながら
古根の史料がないため古検当時と比故することはできないが,検地をするごとに苗が多くなっていっ
たと推刺されるO
(∋ 元禄検地
元禄六年十月松山瀧主水谷氏が嗣がなくて絶家したため.箱桁は松山領五万石を公に収め,赤秘離
主浅野工匠頭を在番となして,松山の城地を守備させ,大岡を右循門 ･平岡吉左衛門を代官として領
内の政紡を管掌させた.翌元禄七年 ｢1占94 )春姫鞄津主本多中務大輔に旧松山儀の検地を課役し,
八年検地が終了して村々へ新検地帳が波されたoそのときの検地の史料が当地にも御検地帳等-.同
二として残っている｡
それは次のような形式である｡
御検地帳写
元禄八乙亥年 弐冊の内-
備中国英封郡市栃村御検地帳
本多中務大輔内
四月 藤江青石衛門
橋元
-.下田詣 間 三畝弐拾歩 助右南門
此分米五斗壱升三合三勺
但斗代青石四斗
[Tf]所
一･上増 設半 三畝拾五歩 馳
此分米六斗六升五合
但斗代電石 九斗
同所
-.上嶋 胃 壱畝拾歩 - 衛
此分米弐斗五升三合三勺
中略
同所
-,下田空 雷 壱畝弐拾歩 惣兵衛
一占1- -
比分米弐斗三升三合三勺
但斗代諮百四斗
河内寺尾
-,切鳩 冨 壱畝拾歩
比分米弐升六合七勺
但斗代弐斗
同此沙門前
-.拙 琵雷 壱綿 歩
此分米弐升六合七勺
岨斗代弐斗
甚太郎
次郎石神門
右之寄
上々田 七反五畝拾九歩
此分米 拾五石膏斗弐升六合七勺
伯斗代弐石
上凪 四町壱反八畝八歩
此分米 七拾九石四斗七升七勺
但斗代脅石九斗
中田 五町九反四歩
此分米 百石三斗弐升弐合六勺
伯斗代壱石七斗
下田 拾六町八反九畝拾八歩
此分米 弐百三拾六石五斗四列弐合九勺
但斗代菅石四斗
下々田 九町弐反八畝九歩
此分米 九拾弐石八斗≡升
但斗代壱石
山F] 七町三反三畝弐拾三歩
此分米 三拾六石六斗八升八合壱勺
但斗F'した斗
上畑 四町七反七畝弐拾弐歩
此分米 五拾七石七斗九升五合五勺
但斗Fe壱石弐斗
円
三斗八升五合 格三百八拾五株増
-ム2--
｢
但壱秩二付壱石
八升弐合五勺 茶五拾五株増
伯曹操二付壱合五勺
中畑 四町四反拾三歩
此分米 四拾四百四斗弐升七合六勺
但斗代壱石
内
三斗三升香合八勺 格五百五拾三珠増
但菅株二付六勺
五升弐合 茶五拾弐株増
但奄株二付香合
下軸 拾壱町五反壱畝拾三歩
比分米 九拾三石六斗七升九合三勺
但斗代八斗
内
壱石三斗三升六百八勺
楢弐千弐百弐拾八枚増
但壱株二付六勺
弐斗弐升八合 茶弐百弐拾八株増
偵奄株二付壱含
下々卿 八町五反五畝拾三歩
此分米 三拾五石膏斗九升九合六勺
但斗代四斗
内
八斗奄升弐合四勺 楢弐千三拾壱株増
但壱株二付四勺
壱斗六升壱合 格弐千三拾壱株増
但壱株二付五勺
八合 漆壱本増
伯壱本二付八合
切･An 五町弐反七畝壱歩
此分米 捨石八斗八升壱合壱勺
但斗代弐斗
内
三斗壱合弐勺 措七百五拾株増
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伯壱株二付四勺
≡升九合 茶七拾八珠卿
但智株二付五勺
屋敷 壱町八反四畝拾八歩
此分米 弐拾弐むせ斗五升弐合
伯斗代帝石弐斗
分米百 八百弐拾五百Tt'j斗壱升六百壱勺
再
三石膏斗六升七合弐勺
椿五千九百五拾株 筒二人
五斗六升弐合五勺
茶七百三拾五株 高二人
八合 津智本 高二人
反百 八拾町七反弐畝拾壱歩
右之外御小物成
一銀拾八匁壱分三相 緒千八官給三珠役
佃壱抹二付壱厘宛
-銀弐拾･召匁弐分弐厘 茶千六拾壱株役
但TIL-i扶二付弐厘宛
-銀七分弐細 粒六本役
低唱木二付壱分弐厘宛
-銀拾五匁 作州兵略J,%上村分 人山役
半兵衛
一別 栗嘉駅 間 六舶 反,i;
内
小松 林 六拾問 六反歩
雑木 三拾問
五助
助七
市貝t拓 筒門
与兵純
軒右衛門
平兵衛
谷
～- 地謡 表問 弐反弐畝弐拾四歩 地主
但堤下 又兵衛
-ム4-
右之外陰地
-崖碩 蒜間 四畝歩
明見
一弐稽 fRB葺
井 貫宗
惣壷等
他専有之
狙王社地
伯社有之
右寺社屋敷井境内之田NJ山林 往古
除米之由此度茂 得 御下知除之
一四町三反四畝歩 永発場
右老J+lL1-中国英封郡布新村検地
依被仰付侯六尺壱歩之間竿を以壱反
三言歩之償田加屡敷石盛位付
相槌者也
本多中務大棚円
元禄八乙亥年四月
惣奉行 藤江脊右衛門
元〆 芦屋措左衛門
同 小鴨弥次太夫
同 大原拷兵衛
同 横山十郎右衛門
検地奉行吉附帯助
同 玉井弥太夫
同 城山九郎
同 服部庄太夫
r･1l O父江八Bl妬 脚 弓
同 大誇甚左衛門
同 三原太右衛門
検地奉行小野田与市
同 木村加兵衛
岡 林六郎左衛門
竿取 日下三太夫
同 浅見昏太夫
同 西村庄兵衛
同 西野滞左裾門
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竿取 水BI]宙兵衛
同 大久保笹兵衛
同 金子忠太夫
同 阿部佐右衛門
間 辞原左衛門
同 関根小右衛門
布栃村庄屋 又兵衛
布街村組敢 次郎左衛門
間 与右衛門
間 次郎兵衛
同村案内者 又右南門
同 番右衛門
同 彦右衛門
間 助右術門
同 仁右衛門
塗付弐百弐拾七枚
但両上紙共
右者布栃村去子江延撃四年卯年 (読 )
村分り之節御検地帳本村江請取
当組二御帳面無御座慎二付此度
写取念入託合仕御本帳面之通
少茂相違無御座候以上
布栃村庄屋 惣助㊥
nf暦四年成五月 同村年寄(治 )作右衛門㊥
同村百姓代 伊介(節
右木嶋之敬老私組二取持仕儀成分大切二
仕預 り監申候立会相攻候処木岐之通
少茂相違無御座候以上 成五月
布漸村庄屋 太郎左衛門宙も
右者奥野相隣本帳二相迎佃之二付致
役所判渡役者也
成五月 石黒小石衛門
御役所 E]
この検地韻写は.医事四年に布肺村において村分 りがあり.布粕村EE屋惣助が.自分の組に検地帳
がなかったので,写し取 申念入りに読みて'-,･わせて少しも相迎が72いといっているものである｡そして
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同村の庄屋の一人太良防 衛門が本帳と少しも相違ないと証明している｡さらに役所も通されている｡
この検地帳をさらに細かく分析してみよう｡毅初の一審は次のようである｡
爾本
-下増 嘉 間 三畝弐拾歩 助右衛門
此分米五斗壱升三舎三勺
但斗代壱百四斗
場所,広さ,所有者,分米,斗代が記されている｡分米とはこのFJの米の生産筒を極めたもので,
この四は一反に直すと斗代(百盛 )は壱石四斗に72るということである｡助石衛門の持高は計節する
と.8石9斗4升壱石に72る｡検地帳にのせられているから本百姓という公的身分を確舘されている
わけである｡
(2) 牢頁収納
江戸時代の年貢は本途物成といわれる本年貢と.付加税として小物成.高掛り等があった｡
年貢収納の実情を知るための史料としては宇戸割付(年責免状 )と年貢皆済目録とが主要なもので
ある｡年責割付には.村高.引高田畑の免等が配されており.年々の水草損の有無もわかる｡一方年
貢皆済El鍬ま実際に納めた米や銀の正確な数字が把握できる｡
ここでは綱島利男利所蔵の年貢免状をみることにしよう｡その形式は次のようである.
免状
阿fi一都
一高五百弐拾九石五斗六升五合弐勺
東巨億 邦村
内三石菅斗壱升弐合三勺 年々出商
内
八斗六升四合六勺 埠蔵屋鋪神田 .珊下定引
これによると.村甜ま52 9石5斗 6升 5合2勺であるが.その中で年貢坑課の対象と73:った残高
は585百6斗d升5合である｡これは山触れや大水のために砂が田畑に入ったり.水のために稀が
憐ったりした分が除かれているためである. したがって免付は高免は2ツ9分さ厘 7毛と低くなって
いる｡ しかし実際の免率である毛付免は4ツ5厘 7宅となっており四公六民ということになるo天保
8年 (1875)～弘化4年 (1847)の免状を麦にすると,衷4-2-1のようになる｡
表を見ると.実際の免率である毛付免率はほとんどかわってないが,引高は天保9.12年と高く
弘化2年もまた高い｡ということは.その年には凶作であったことがわかるのである｡特に弘化2年
はかなりの凶作が予想される｡幕末の数年の史料しか成っていないためこれ以上のことはいえないの
がとても残念である｡
図4-2-1は村高,毛付古.高免.毛付免の変超を安わしたものである0
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表4- 2- 1 東田治部村両 .毛付高 ･高免 .毛付免の推移
天保Br1857)i 9 ･｡ミ上土J
克 則 治 珊 相 応 529.9ム9251125 52?.962529.692年 々 出 荷 5.1125 ま15125
郷蔵屋鋪 沖田溝下 定引 0.864占 0.8占46 0,8占46 0.8646
天保 5年 辰年 攻 荒地 引 2占.5291 2占.5291 2占.5291 2占.5291
永 川 成 4.5074 4.1D74 4.1074 4.1D74
畑 間 引 2.4550 2.6597 2_6597 2,6597
当 川 成 1.4515 1.4515 1.4515L8占7占94 1.5515194 占84■l.-毛 引 122,2940 1755844
引 高 〆 l57.占794 2口8.75占5 122.1415 l 229.8405
残 荷 的 別 宅 付 572.2898 521.2127 507.8277 500.1287
本 村 田 畑 12ロ.口5〔】1 81.1598 85.5441 72.5541
定 米 56.ldd 44.占2占9 47.0492 59.9048
今 井 田 畑 199,2521 1自2.9556 57L905｣｣171.占58oI
定 米 697512 64.ロ558 55.2日 1ー 60.0755
-J~~1-泰I軒 由~NJL- 57.5481 27.9791 52.1081 28.2dl占
定一- 巾-~ー 釆--J 1a1 5ー8 15,5699 15.5占85 15.7069
新 田 田 灯 16.5占76 15.565占 14.9占44 10.9828
定 米 占.7107 5.4791 A.1554 4.5029｣
山 ノ 上 Ef] Nr 17.5119 l5_7769 17.5日 0 ; 1日 922ト.ー
定 米 4.528□ 5_9442 4.5290J 4.1751
定 米 〆 155.0〔=】5 151.6559 12a5482 l22.5610
見 取 米 0.2017 0.15ロ8 0､1455 0.1580
口 米 4.65占1 5.9541 ま8547 5.6747!l
A口 1 59.8占81 155.7588 152.54占4 l26.1占57
庄屋給洋組 頭引 5.8805 ま8805 5.88D5 5.1805
残 高 納 155.9778 151.8785 128.4占占1 122.9854
rー_｣ ._負 -描 21 24.8 I二 二 - - - - 2.千-i -.｣
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15 l14115 弘化2r1845) 5 4
529.占92 529.占92529.9692529_962529.占921⊥529,占921515il15i15 5.125
0.8占48 0.8646 0.8占46 0.8占4占 0.8占4dl 0.864占2占_52912ふさ291J 265291 265291 265291 2占5291
4.1074 4.1074 4.1074 L1074 4.1074 4.1074
2.占う97 2.占597 2.占597 2.6597 2.占597 2.占597
1.5515 1.5515 1.5515 一.5さ1 5l 1.55 5ー 1.5515
95.554占 155.4597 155.2712 220.501 4 卜 1 . 0.8541147. 6 8 54
151.DOd7170.9518170.7455 2㌢竺 三 三｣ 14 A506218 5. 1 57 5598.9占25559,057459259 2719957 585.6占D4& .8 1 1 7
92.71(】0｣ 言ム読7-86.05718707 90,05D482 . 4 占 5450.985j47.35674704m189.49.51占745_554 9･-
258.5081｢一㍍云575~20&59514ム5占2-｣25.8占020_96 2 28,4772.52207.2851.9占878.7107.55ム 8
52.占占95,514252.096926ー59占2I5iO7952.占20 9181
_二 二Il二二二 ｣ L妄 ｣ .-7 l uS訂
8&.0占 718707 90,0 2 . 4 占 54
4 9 9 554 920占_6452 51 6 2 2
5,5142 69 I26ー59占25iO7952.占20 9
1占ー241占70 1.80818,0815.一三占4.56 1一978ー15.08112.46占
ム5占06,9184 4.5910 a.5575 5.1115
17.308占208lL7占90 20,0586 18.298占- -4.52725.147 4ー1925 5.0147 4.5747
14占_80914&lOd15.071215.8685 141.1988
0_150 0,1508 0.150 0.1800 0.1800
-芯.,-請-F.蕊:-i:LI_4019 15966 4.8755 4.2414｣竺三17810524215602.4985.4985498i4? i498147.685017.1851ま.1占80157.074142.1704
27,F一一l27.6I2,. 29,4 2&.A
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天保 8 9 10 12 15 14 15弘化2 5 4 0
図4-2- 1 東田輪郭村石 .毛付高 ･高免.毛付免の変遜
(欄嶋利男民税免状より作成 )
3 最業生産 と農民の生活
(1) 曲集生産
大臣町は全体的に火山灰土が多く地形的にも山がちであり決して生産性が請いとはいえない.衷 4
- 5- 1-(1)-(4)は検地帳による田畑の面乱 分米等を表わしたものである.この表によると.田治
乱 布甑あたりでは.中田.下田の割合が多い.全体としては.50序台が田地で, 4D序台の畑地
であるOしたがって加の割合がかなり多く,加勝ちの地といえるだろう｡山奥村では 60多とB]地の
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割合が商いが内訳をみると斗代 0.5石の山田が 1?.7多と高率を占めている｡また畑地で切畑が21･4
年もの帯革を占めているのはこの村の地域性によるものであるO表で分米として表わされているのは
すべて米に換辞した石数である.
幕末になるといわゆる農民的商品生産が進展してくるのがあるが.残念ながら大佐町内にその史料
は残っていないようであるO元禄のころの商品生産といわれるものは表に示したように,椿.茶.漆
であったOこれらは他の産物が作りにくい,下加やg7加で多く作られている｡そのa･は,封建的生産
関係に支障をきたさない程度のものと推定されるo
(2) 段民の階層構成
近世の股民はどれくらいの耕地を所有していたのだろうか｡裳 4- 5-2は絢嶋猪綿氏蔵御検地帳
写より作成した元禄8年の市新村の戯民の階層揃成である.表を見れば明らかなように.5D石以上
の大高特は85石余り持っている又兵術 1人である｡ 5石末桝の小段は全体のdD秀以上を占める｡
しかしまだ元禄期であるから.転職72両極分解は示していないO図4- 5- 1は持筒と戸数で示した
I-レt/ツ曲線である｡このdil線は,戸数が同じで72いため比較することはできないが.推定の域を
出ないが階周分解は示していないのではか ､か.ここで閲歴となるのは,持高85石余りを所持して
いる又兵術の存在である｡他の年代と比較して 1人の人間を追うことができないのであるが,元禄期
にこれだけの苗を持っているのは地主制研究の面からは興味ある数字である｡今後の研究にまたれる
であろう. 【前原敏彦 )
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衷 4- 5- 2 元禄 8年 (1895 ) 布栃村階層機先
l 戸 数 l 割 合 l 石 数 計 石数削合
50石以上 戸 % 石 S1 口.72 85.6448 l 10.7
SD- 50 1 ｢ ㌫ 2 59.2447 4.9
28～ 50 l 2 1.45 4占,4267i5.818～ 20 17 12.52251.501 28.9
5～ ー0 1 29 21.01202.041725.
｢LT =｢ T -1 ㌃ r45.48 185.91占25.0
-- トー- -
計l 158 ｢｢｢㌃I 8DO.28171108- -~T -
Ta訂言 ㌃ ~｢ 85.6T 46-fi-I- T -→ 1~q ~ー
(注 ) 出作 .入作は除く｡
細鴫措鵬氏磯御検地帳写より作成
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(延ji'七 'rf=.)
し 多冶-
???ー ? ?
図4- 3- 1 持高と戸数で示したローレンツ曲線
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第5葦 近 代 の 大 佐 町
第 1節 地租改正と大佐町
Ll本の近代化を強か こ推進した明治政府の菜親を語るとき,地租改正に触れないではいられない.
また,地租改正脅起点として形成された日本の土地幽係は,日本の社会のあらゆる帖迄と深く関
連し,それを性格づけているのであb,それ故近代日本の社会は,地租改正を経ずには生まれなか
ったであろうし,さらIこ現代の日本は存在しなかったであろう｡
地租改正とは,簡単に冨えば明治政府による土地制度および土地諌税の変革であb.旧来の農民
保有地に私的所有権を認め.地券を発行し.それに対し金納定額地租を課したものであった｡
そしてそうした地租改正研菜は,地租改正条例が公布され,改正の当申者である地方官に ｢地方
官心得t!S｣が布遷された明治占年7月に軸始きれたのであったO
それではこの地租改正が薬は.大佐町の聴史の上に如何なる影響を及ぼしたのであろうか｡
勿論,当時の大佐町はまだ誕fE前であD.その歩みを見る場合.布漸村 ･田治郡村 ･刑部村とい
ったような大佐町としての合併以前の各村々の歩みを振b返ってみなければならない｡しかし.残
念なことに史料数の不足によD,そうした全村の様相をくまなく網羅することは不可能であ9, こ
こではその中で,ある程度史料に感まれた布瀬村を例に,当時の地租改正野菜の繋態脅見てみよう｡
図 51111は布僻村の明治5年免割幌,明治 10年地券税台帳よD,その階層構成や表わした
ローレンツ曲線であるが.明治5年から10年にかけてその二曲線の立度は急iこなっておD,そこ
から借間臓碇の上層と下層への両柘分化の様子を知ることができるのであるO
さらに細かく見るならば.表 5- 1-1からも牙るように,明治5年においては0- 5反,5-
2 0反, 20反～といった土地所有者屑が慣Iこ下降曲線を描くのに対し,明治 10年の各階闇は明
らかに分化価向を示してお9,0- 5反屑は4a5帝,5- 20反岡は46多. 20反以上屑は
519多であって,5- 20反といった中RL]l厨の増加と, 5反未新府の分化そして50反以上の所有
者が明治5年には見られないのが, 10年にはま4留の層として分化している様相を知bうるので
ある｡
表5- 1- 1 布滅相土地所有状況
0-5(%) 5 ～ 5 5 ～ 1 U 1日～ 20 20～ 50 50～ 計 (人)
明治 5年 215(717) 57(125) 55(ll.1) 1u( 5.4) 4( 15) 0 297
明治10年 54(59.1) 8( 92) 2占(29.9) 14(1占.1) 2( 25) 5( 5.4) 87
(註 )1. 図5-1-1よb作成
2. 明治5年は上組 ･下組 ･宗貞組の史料,明治 10年はその点が不明なため,人数に差
があると思われる｡
--/(/ -
(ou
?
?
? ? ? ?
?
lU 2D 5] 4] 5D dU 7O 80 90 100(飾)
戸数 (戸 )
図5- 1- 1 布感村地租改正前後の階層仰舵
註 (り 明治5年免割帳･明治 18年地券観台帳よb作成
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この点lこ幽して表 5- 1- 2は.明治6年間畑地価小前名寄帳と明治10年地券税台帳から名前
の追跡のでさる者 占2人を抽出して.その土地所有の変化を捉えT:ものであるが,これか ら.5-
20反周への針 ヒ･集中の梯子を察することができ,同時に,5反未満層のよb下府への馴ヒ,ま
た20反以上層の馴 ヒの襲廟をも知bうるのである｡
表 5-1- 2 布頼村階層9L化
訣 ob0-5反 5 ～ 5 5～ 10 10～20 20～50 SP～ 計
0- 5反 ＼トこ 与 5 27(4王.り
5 .､_ 5 1 ＼ー÷ 12 1 lb(25.8)
5～ 1 0 7 4 ll(17.7)
10～ 20 1 4 1 占( 9.7)
20～ 50 1 1( 1.6)
50～ J 1 1( 1.6)_
計 28 占 24 9 2 1 占2
(註) 明治6年田畑地価小荊名寄帳,明治 10年地券税台帳よb作成
しかし.教のうえでは全体の約8割を占める1u反未満同 (蓑 5-1- 1･明治 10年 )紘.明
治政府によって従来の貢風率を変えないという悪回のもとIこ策定 されTこ地価によって徴収された地
租のために,その金納という野贋と相侠って,培い税負担の もとに際かれていたQ
それ故.彼ら自身の発展は見られず,そうした状況のしわ寄せは.50 I4D反以上といった土
地所有者,つまb地主的土地所有者の容認.しか もその土地所有の拡大となって現われるのである｡
襲 5- 1-5は.そうした地主的土地所有著と思われる上位 5名を,前述した明治6年 110年
の史料よb追跡できる人物の中か ら選び,その推移を辿ったものであるが.そこには明 らかに.田
畑の姫中のLll葵を見るのであb.またさらに注目すべきことは.彼等の所有面折が村の田畑総面前
に占める割合が. トップの細島尚野氏lこた化､てIま約 1割を占め. この上位 5名を合わせればはば2
割を占めるという郡安である｡
ここでもうー 点注意しておくことは,この表で も牙るように,彼等上位者の田畑所有の割合が多
いのは明確であるが.明治占年の割合とさほど変っていないという節実であるo
この節実か,73.味するところは.彼等が土地を典駅して行くのと同時に.表5- 1- 1に見える
1U- 2U反の土地所有者という準上位層ともいえる階層の上位層への発展 ･拡大といった情勢が
あったということではないだろうか｡
布頗村を飢Iこ地租改正の過程を見ると,そこには.5反未満の暗層.5- 2D反の階層,20反
一81-
以上の階層というように.所有面跡 こおける階層分化の一端を見ることがで きる｡
表51 1-5 布瀬村上層の個人追跡
明 治 ム 年 明 治 10年
細島 尚賢 4 1反O畝25,5歩(9,9多) dD反9畝 1歩(8.8)
木曽田逸平 21 1 1aS (5.1% ) 27 U25 (5.9)
山片国太郎 14 4 29 (5.5秀) 21 1 18 (エ 1)
木曽田方平 11 6 17 (2.8帝 ) 17 2 4 (2.5)
池El 書残 10 2 占 (2.5多 ) 14 4 6 (2.4)
(註 ) 史料は表 5- 1-1と同 じ
ここで使用 した史料は.明治 6年 ･10年とい うようiこ,さほど隔たりがない ものであるため地
租改 正の結果,影野を明確にするには少し燈があっ7二が,それで もその間鬼に的するある程度の示
唆は提示できたと考える｡
また.その階層分化の背後に大 きく作用した地租の高率という申実こそが.かの地粗改正野菜の
実態であり.それによって,大佐町の前身の一部である布瀬村も,田治都村,刑認村 も.また岡山
県の他の地域,あるいは他県と同様に.全国的な傾向としての零細虚民と地主への階層の分化を経
換することになったのであっ1=o
地租改正は,明治政府にとっては表向きの目的は完全に氾えたものの.その本来悪図 していた目
的,すなわち,急激なる維新那某の一環として.対欧米渚国という視点から萄調され1こ怖力袋中 ･
本源的多事6!Eの遂行といっT:.%怨に照応する財政的基睦の確立という目的7;C完遂したといえよう｡
しかしながら,盟村での実億は前述の布漸村の如くであD.その見せかけだけの近代化に対して
その後,地租改正反対運動という動きが岡山掛 こ限 らず全国的に発生し,その保似近代化の俄位立
の屋台骨を琵憾 させることIこなるのであった｡
第2節 大佐町行政の沿革
(ll 掩凍既県と県の合併
明治元年.新政府は地方を冊 ･柵 ･県の 5つにして治めた｡
明治2年,版腰奉還により.領地領民を知揺甲の管下とし.田治郎村西組 ･田治郎村乗組は新見
将の管憎,布顧村上狙 ･布頗村宗貞組 ･布瀬村下姐 ･山奥村 ･大井野村は倉敷県の管轄であっT二が
明治4年 7月の廃藩芯損により,新見静 ま新見掛 こな9,小坂郡村 ･干谷村 ･小南村 ･上永富村 .
下永富村も倉敷県の管掛 こなった｡
明治.年 11月,県の統廃合によb,新見県 ･倉敷県は共iこ廃されて,深辞県に合併 された｡深
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津児は備中国一円と備後国 占郡を管轄していTIO
(2)大区小区制の実施
明治5年 5月,深串原において,管内の脚中国 1 1GBと術後国のうち6郡を牙画して, 17大区
55占小尾とLT二が,同年7月,小田県(明治5年 占月7日,深幹児を小田県と改称 )は岡山県の
管轄であっTこ備中国のうち87ケ村を岡山県から引き継ぎ,再びその区画を改定して, 17大区
597小区としたO将架大佐町になる諸相は次のJ:うに位慣づけられていたD (1)
第 11大区
小20区
小21区
小22区
小25区
第25区
阿貿都
田治郡村1花組 -田治節付西組(同村来航と合併田冶部村と改 )
布液相上組 ･布強打下組 ･布潮村素点村 (5組合併布瀬村と改)
小坂邦村 ･干谷村(小坂郡村へ合併 )
上永富村 .下水古村(上永宮村と合併永富村と改 )
山奥村 ･大井野村
その後小田県では,太政官布告窮 117号に基づいて,｢正副戸長井保長篇蹄万職務制限｣を明
治岬 12卯こ制定公布して,各々の小区 こ`乱 る正部戸別 脚 こ保長の職務について規定したO
(3) 区額所戸偉役場の静府
明治8年 12月,小田瓜を廃し,岡山県lこ合併し.明治 10年 1 1月8日,岡山県は県内の各会
訪所および小区申帝所を廃止し,また同時JここれらのlP耕所lこ醍かれていた区長 .戸長 ･保長 ･甲
長などを廃し, 新たに区務所および戸長殺廟を於いて.管内の行政事務を担当しT=o将来大佐町
となる諸村は,第17区務所で,幣四戸長投射に管輯 きれていた｡
第 17区拘所(元第 11大区で阿賀郡を管轄する)
区政所の位F'EIL JH松村
戸長役場数 4
lrjIJ区長 村上顕八郎 明治 10年 11月 8日
明治11年 9月20日
戸 長 室 恭治 明治 10年 11月 8日
明治11年 9月20日
??
第4戸長役也(元第 11大区の小20区から小2i区までを管轄する)
戸長役場の位置 小粒部村
戸 長 安面 速平 明治 1 0年 1 1月 8日 中村
明治 11年 5月 15日 使節免職
-85-
金田末太郎 リ月治 10年 11月 8日 申付
明治 11年
木村唯一郎 明治 11年
明治 11年
副戸長 田治部村 戸田蓉太郎
布頗村 山下省太郎
小南何
小坂部村 小野田太郎
永有村 西井 三左
山奥村 梅田栄三郎
大井野村 佐篠平治郎
9月20日 廃職
5月 15日 申付
5月 20日 廃職
明治 10年 11月
明治 11年 12月
明治 10年 11月
明治 11年 12月
明治 1U年 11月
明治 11年 12月
明治 10年 1 1月
明治 1 1年 12月
明治 10年 11月
明治 11年 12月
明治1 0年 11月
明治 11年 12月
9日
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(4) 郡区町村編成法の実施
このように,魔新暦県後の行政改革は.従来の町村の行政単位としての性格を失nせてしまう改
革であったが,古くから社会的 .経済的Iこ強く倍びついていた町村脅無視しようとする変革には,
多くの問趨点が生じ,町村を地方自治から無視することはできなかった｡その是LE粁肝として都区
町村編制法が制定されたD この法は.在来の大区 .小区を廃止して,府原と町村の間に郡を貯くと
ともに,町村を再び行政単位として復活させるものrTあるo
明治11年9月20日,本年 7月lこ布告きれていた郡区町村摘制法 こ`韮づいて,岡山掛 ま従来の
区画を廃し.各郡の名称 ･郡区役所の位鮭を定め1こ｡阿習郡は55ケ村を擁し,邪区役所は新見村
(こあった｡部 .区には郡長 ･区長 ･町村には町村民の公選による戸長が慣かれたO各村の戸長を列
挙するO(4)
阿JLrL郡
･｣､坂都村 小野定一郎 明治 11年 12月 2日 申付
･｣､南村 明治 12年 4月 日 依将免職
船越治太郎 明治 12年 4月 50日 中付
明治 14年 d月 7日 依願免職
田中 八郎 明治 14年 7月 15日 中付
明治 14年 8月 1占日 依願免職
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｢ 小野富太郎
宮崎慎太郎
永各村 西井 三左
田治郡村 戸田音太郎
布頗村 山下省太郎
山奥村 梅田栄三郎
大井野村 佐藤平次LIB
明治 14年 1ロ月 10日
明治 15年 5月 10日
明治 15年 4月 4日
明治 l占年 2月 15日
明治 11年 12月 2日
明治 18年 2月 15日
明治 11年 12月 2日
明治 1占年 2月 15日
明治 11年 12月 2日
明治 16年 2月 15日
明治 11年 12月 2日
明治 18年 2月15日
明治 11年 12月 2日
明治 ld年 2月 15日
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
明治 1占年 12月15日,戸長の公選制鉦並びに戸長役秘の管理地域lこついての大改革が行な73
れT:O従来各町村 ごとに臥 ､てい1=戸長を敦町村の遵合で好くことにLT=｡また戸長は官選になっ
たo将来.大佐町になる渚村は次のようであっTこ｡ (5)
阿1rTLTB
窮7郡戸長役敏 (上編谷村 ･下鴨谷村 .田治郎村を管唱する)
戸長役助の位田 上熊谷何
戸長 各柏珍三 明治 l占年 2月 1占El 申付
明治 20年 9月 1日 依頗免官
山本止文雄 明治 20年 9月 1日 任官
窮8郡戸長役場 (布瀬村 ･永富村 ･小坂郡村 ･小南村を管轄する)
戸環役場の位燈 小坂郡何
戸長 田為 政 明治 1占年 2月16日 中付
帯 9都戸長役場(山奥村 ･大井野村を管楢する)
戸長役松の位置 山奥村
戸環 山下省太郎 明治 l占年 2月 1占日 中付
明治 18年 三月 2 1日 依願免官
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田中 廉三 明la l8年 5月2 1日 任官
明治 19年 1月 9日 転
西方村外ニケ村戸長
大西 貞正 明治 19年 1月2 1日 任官
明治 20年 5月 22日 依願免官
山本止曳堆 明治 20年 5月22日 任官
明治 20年 9月 1日 転
上佃谷村外ニケ何戸長
山下碑一郎 明治20年 9月 1日 任官
r5) 町村制の実施
明治22年 6月1日.町村桐がrR施されたO小坂締付 ･小南村 ･永宵村が合併 して刑部村とな9,
r日治耶村 ･花組村が合併して丹治部村となり,山典村と大井gif,村が合0日ノて上刑部村になったo
現在の大佐町の町村康だ分合の惟史は次のようである｡(6)
-8ムー
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月
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日
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｢岡山県郡治誌｣上巻(775.774頁)
(6) まとめ
明治22年 6月1日の町村合併lこよb成立した阿項部刑部村･丹治部村 ･上刑詐村は,明治55
年 4月1日の阿哲GBの成立Iこよb,阿哲郡 に属するようIこなっfこ｡刑許村は,昭和2年10月1日
刑部村に改称Lfこ｡昭和50年2月日 日,1FIJ邦町 ･丹治部村 ･上刑部村が合併して大臣町が発足
したO
明治維新後の大佐町行政の投草をみてきたo大区小区制の実施は.従来の町村の行政単位として
の性格を失わせようとするものであったが,旧来からの曲い結合によって結ばれている町村を無視
することはできず,その是正処暦として郡区町村編制法が制定されT=Oその後,明治22年に町村
制が契施されT:ので,bるCそして,現在の大佐町の基になる5町村が成立したのである｡
? ?
?
? ? ?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?ー
?
荘
(I) ｢岡山県邦治認｣上巻(岡山県.昭和15年占月1日発行) 155貢
(2) ｢岡山県政史｣明治･大正･昭和前期編
(岡山県･昭和42年 11月1日発行) 107頁
(3) ｢岡山県郡治誌｣上巻 262貢 ･2占4貢
(4) ｢岡山県郎治誌｣上巻 570貢
(5) ｢岡山県郡治誌｣上巻 465貢 4dd頁
(6) ｢岡山県郎治誌｣上巻 775貫 77占頁
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第8葦 地 方 自 治
1.地 方 自治の展開 (戦 前 )
(I) 町村制施行以前
明治維新後.明治政府が版藩拳遠く明治2年),そして,廃津田県(明治4年 )の過程を経て中
央集権体制を轟きあげたことは周知のgIL'実となっているC
統一的国家を目ぎした明治政脚 こ要許されたものは ｢封建制との断絶の上に立った新たな権力lこ
見合う画一的嶺構一区域の創出｣であb. この時に.中央集権体制に応じ7こ府県域が創られたので
あるO明治4年 4月260余の蒲域と40余の府県域.合計 5府50占県は明治 4年 11月の大改
革で5肘75県となD,次いで,漸次統合され9月末lこは5府55県となb,最終的には若干のオ
県をみて21年に5府 45県となった｡こうして創出された府県はまず支配対象たる人民を把握す
る必要から末端機構の新設lこ過られ. 旧来の町村とは別の大区小区制を採用した｡ しかしながら,
旧来の町村を無視した変革lこは種々の無理が生じ,その対象としてつくられTこのが明治 11年の普
通三新法とよばれる法律 (郡区町村編碇法,府県会規則,地方税規則)であD, これは明治維新後
の明治政府が雇ilJにつくった地方制度であっ′こ｡ これによって町村は行政の末端単位として認めら
れ,これまでの県庁-(大区 ).区 長-(小区 )戸環の関係に代73って県庁-(那 )脚 長 -(町
村)戸長という的係が成立し, ここに戸長は軒 lに百家行政遂行者として位暦づけられ.住民への
影増力を背景としてその執行を担当したが,住民との近寄性(こよb阻筈されるという間周が出てく
るにおよび,明治17年Iこ官選戸長管区制が採用された.そして, 1戸長の下に平均 5町村 :500
戸の方針で行政区域がしかれることとなb. この区域が後lこ町村制施行にあたb行なわれた合併の
規模の大体の基準となった｡
維新以来,町村制成立までの20年間,制度上では一富にして言えば,大区小区制一三新法一官
選戸島管区制一町村制と≡転四変 を 遂げてきているが,以上みてきたようにその中を貫いて言え
ることは. これらは統治の要静 こよb作bT='されてき1=ものであb,これらの制迂過程から ｢日本
の自治は一般EE民の日常空所から遜離した性格を強 く刻みこまれた ｣ ということになろうO (大
島太郎著 i'日本地方行財政史序説J参照 )
この時掛 こおける大陸町の状況をみてみると,明治 4年の廃滞暦掛 こおいてはEl治郡村西組 ･乗
組が新見県に属する外は皆食欲掛 こ属し.同年 11月の県の廃合によb備中 11郡と備後占郡を持
つ撫津県lこ属した｡ (のち,明治5年lこ小田県と改む)そして.大区小区制にあたっては第 1 1大
良 (28′｣､区 )阿賀郡のうら2D～25.25小区lこ属し.明治7年lこは大小区制lこ伴う合併が行
なT)れ,新T=に小坂部村,永富村,田治郡札 布滅相が生まれた｡ この合併は ｢弱少町村や新田等
を合併 して町村費を節約し住民負担の軽減をはかるよう一般的な合併への方向を示唆｣した大蔵者
達第 186号lこよって全国的Iこ合併が急速FE･行な73れ1=時期に一致 す るものであゆた.明治8年
に小田県は廃され岡山県に合併 し岡山県lこ属するようになった｡その後.明治 10年lこは県内の各
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会誹所及び小区務所が廃され新たに区務所及び戸長役場が開設されることとなD, 7ケ村は第 17
区務所第 4戸長役場の管下となD,郡区町村編制法の施行に至ったOそして,明治 16年に全国に
先がけて本県で行なTjれT=連合戸環役税制度によD,のら明治 17年に一都変更は勿っT二が.阿賀
郡第 7- 9部戸長役場の管轄となったo
以上をわかbやすく表にまとめると次の通Dであるo
衷 6-1-1 大佐町沿革
】村 名 明治4年 明治5年 明治 7年 明治 明治 明治22年 昭和 2年 昭和5U年
7月 12月 1D年 17年 6月 1U月 2月
小坂節付干 谷 村 身 大11大区小22区 小坂 孤村 *十七区拷所第四戸阜役二酸 欝 刺 刺 大佐町
小 南 村上永富下 宮田治郎 西組郡 東布藤村上組漸 宗貞新 下山 奥 村大井野 敬輿 八那 那村 那町
第1l大区小25区 ･永 富 村
所見児 窮11大区28区 田治 部 村 罪七部 丹治節村上刑部I
倉敷県 窮 1ー大区21区 布 滅 相 節八E.%
荊11大区′｣､25区 罪九節
(注 ) r岡山鬼郡治誌 ｣によb作成｡
(2) 町村制鮎行後における自治
抑 こ述べTこような経過脊柱て,明治 21年に市町村乱 25年に解脱臥 都制が公布されたOそ
して･ここに初めて,我国に近代的な地方自治相即 穂 けられTことされているO
この明治地方自治制を作らしめ1=目的は.腰出武夫鯛 r紙座 ･地方自治体 かこよると,第 1に官
i-Ctの地方支配体制の確立.第 2に地方議会の民主的旗動の抑圧.群 5に吋児や市町村への行政 分佳
節4に集約改正のための国内行政戯F'Vの近代化とい うようにとらえられている｡ このような目的に
よって作られT=町村制において,町村は一応自治体としての法人格を認め られ自治能力を法認され
たoその実･町村制は町村会読点の選挙資格 (例外を除き被選挙資格 )を満 25歳以1,2年以来
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の町村民であ9,地租あるいは直接国税2円以上の納入書lこ制限し.二級選挙制を採用することに
よって地主 ･ブルジ'アジーの政治進出をまねき.また.議定串項を列挙制限し,数多くの行政耶
務を委任して,自治活動をさまたげた｡また,そのための農史を強制したばかDでなく自治野掛 こ
ついてまで頚制予算制をとD,財政面からも制約するようなものであった｡ この制度の特質を鹿田
氏は ｢強大IL中央集権的官治的性格と.大地主 .プルジ■アジーの地方政治翠塩という非民主的性
格｣と指摘しているかJ.戚蛭期 としてはそ才LなlJに近代地方租税を模解した時代であったO
このような町村制の もとに地方自治がどのようIこ展開されていったか.大佐町において具体的Iこ
みていくことにする｡
① 町村制施行と町村合併
以上のような町村制に先がけて町村制実施に堪える規擬の町村を作aT='す必要があり,町村制施
行に先立つ 1年の間に,従来からの町村-慣習を呼吸するといいながらも当時7万 1,500余の町
村を戸長役場管轄区域内の町村統合という方針で約551の 11こ大合併を強行したO
この大合併iこ際して大佐町lこおいても小坂部村,小南村,永吉村が刑部村Iこ,田治部村,布類村
が丹治部村に,山奥村,大井野が上刑部村となっT=｡この時の合併 (編成 )卦由はr岡山県市町付
合桝誌Jに次のように記滅.されているo
刑部村 ;何レモ戸数僅少や力薄弱ニシテ各独立自治ノ目的ナク又之等ハ民情併行等二於テモ故障
ナキヲ以テ合併一村 トス
丹治部村 ;何レモ戸数僅少地域狭少ニシテ独立内治ノ資力ナシ故二此ノニケ村ヲ合併ス乗}リ地
形民情共支障ナキモノナリ
上刑郡村 ;共iこ戸数箇少ナレト地盤広iA+リ其ノ剰 ヒハ伯脅美作ノ両国二接シ西方一体ハ本部井
原村実村菅生村 トLLl脈ヲ以テ其区域ヲ削 り南方ハ櫨 二峡間ノ河岸二沿プチIJ､坂 都村二到ルヲ得ルノ
ミナリ故二之等ハ到底他二合併スルヲ得へキ二アラス然レトモ此ノ村々ハ特有物産有ルアリテ意外
二資カナルモノアリ共二人惜慣行等相等シク合併シテ将来独立自治ノ目的ヲ蓮シ得へシト信ス
これらはいずれも岡山県が,調査 ･検討 ･絶間の上,町村合併計画田を作った際のものであるの
で.民情 ･併行にはたして不都合がなかったかどうかは明らかでない｡また,r岡山県市町打合折詰J
iこよると,｢努めて地形民情に沿うという配慮がなされT;反面,住民が分合を希望しないが■飛地,
鎗維地が甚しい状態lこある勘合とか,戸数が庸めて少なく,財政力も滞弱な観合には.民意にかか
わらず郡長の意見,文は,府県の判断により合併文は牙牡を断行する方針 もとられた｣とあるが.
これら5ケ村がこれ(･t者合しT:かは明らかでない.が,どの理由lこも民意 も促成されているけれど
も財政的に独立自治の運営に堪えることができるかどうかに境点がおかれていることは明らかであ
ろう｡すなT)ち.上刑部村の理由をみても明らかなように.新町村は町村制施行のために作られた
行政村であると言えよう｡
③ 町村別施行後の村会(丹治部村 )
前述のような合併によって新しく生まれた5ケ村が町村制施行後どのような自治を展開していっ
Tこかを,丹治部村をとりあげて具体的にみていくことにする0
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川 村会の構成
村会を実際Fこ運営するのは村会東員であるが.まず,その議員選挙 (被選挙 )階層.すなわち,
間接的 (直接的 )Iこ行政に参加することので きる階層をみていこう｡表 6- 1-2は,明治 24年
と54年の村会讃負選挙人 ･被選挙人数を表示 しTこものであるO
袈 6l l-2 村会滋il遭)ii人 ･被退挙人数
合 計
明 治 2 4 年 58 205 255
明 治 5 4 年 5 0 208 258
(注 ) 明治 2 4年, 5 4年の ｢丹治部村東員避挙人名蒋｣によb作成｡
明治54年をとDか アてみると.選挙権 (被選挙権 )を有する者は稔戸数の約78多(明治 55
年調,寵戸数 504Iこ対して )にあたる｡この数字は,町村fEIfこよって選挙資格を満 25歳以上の
独立男子中地組あるいは直接国税 2円以上納める者に制限 しT:T:め,階層的 か化がはかられ.一般
村民がすべて村政に参加することができず村会が掛 こ一般村民全体の ものとなbえなかったことを
示 しているo さらiこ.等級選挙制(｢選挙人中直度村税ノ納額多キ者 ヲ合セテ選挙人全員ノ納ムル
総衝 ノ半二当ル可キ老 ヲ一級 トシ爾余ノ選挙人ヲ二級 トス｣ として各級 ごと(こ講貝定数の二分の一
を選挙するとい うもの )の採用lこよって表 ムー1-2の数字が示すように一級選挙人 (大地主 ･商
工 プルジ,アiI-)の方が選挙権の もっ価値が大 きくな9,彼 らに有利と/Jb.村会は一般と非民
主的 とliっT=といえよう｡
次に誹貝の階層をみてみようo蓑 占- 1-5は明治55年lこおける議員がどのような階層にあっ
たかをみようとしたものである｡
表 611-5 明治 55年丹治部村議貝
議 員 .名 明治 5 5年度 直接村税納額 戸別 選挙l等級 鵬 考地 価 湖 戸 別 割 営 業 割 薪 栂劃 合 計 等級
山 田 浅治郎 2.25.9 1:5,.一52.-5 占5,06 * 74.'5 :15.58.4 14.2& i助役
戸 田 米 蔵 1t.95.D 8.95.2 171.55.2 16 2級
杉 本 頬 冶 1■81.A a -:4..50.3 .24.88.2 5 1級
山 川 睡 鹿 4'55.5 15_.52.5 1.占5.07I,8? 5 ll.9.48,8 ll 1級
川 上 仙次郎 4.45.9 10_.5 4,5 1.4.86.4 15 2級
宮 地 常 吉 4.′17.1 1占,.55.占 2.r1.47'7 8 1級
植 木 宗 海 1.90.6 5.88さ.9 7.77.5 22 2級
森 岡 末 蔵 1● 0.5 2.1 9'5 5.19.8 50 2級
矢 庭 姦四郎 8<76.i ど.7.4 4i9 5-8.55.5 5 1扱
木曽 善 一 56 0 3 0 .8 1.26.7 155 26l 級
= 下 準一郎 6.ll.8 2_4..50'1 52､51'4 7 村長
(庄 ) 明治55年度 ｢村会盛中線｣.明治 54年 5月 ｢戯BL選挙原簿｣によb作恥
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これによると11名中 5名が 1級で 6名が2級となっているが, 2級選挙人中で も彼 らは上位を
占めている｡す/Lわも,かなbの納税をしているということであb,遜鞘 周の中で もかなDの富
裕層であるといえよう｡また, この表の地価割をみてみると.当時の選挙人の地価割額平均が約 1
円21銭であったことからしてかなDの土地を所有していTこことは明らかであるo (戸別等級から
しても明らかであるC )その他の営菜割や所得割等をみて も,土地を所有しているだけでなく商工
プルジ.ア的性格をそなえた者もあD,親良はいわゆる有産者周に属するといってよいであろう｡
以上,議員階層は選挙人牌倍以上に有患者層であり.このことは一層村会と村民をきb離すこと
となb,村会は其lこ自治を行なう場とはならず.中央の末端健棒としての性格を強 く持っていT=と
いえよう｡
(p) 村会の役割
恥 こみてき1こように有産者層で組織された村会がどのような役割をもっていたかを村会BI堺録の
講喝をもとにみてみようo
次Iこ示したものは明治 55年度の功耶項目である｡
〔節一回)- 明治三十三年度経常費及臨時歳入出予耳之件
〔第二回〕- 明治三十三年度県税及村税戸数割ヲ賦汲スベキ牙宵等級ノ件
- 今年度県税営菜税中南桑税及行商菜税配当塀ノ件
(釘三回〕- 明治三+=年度歳入出荷耳及助役選挙ノ件
また,吹(こ示したものは,明治58年度に伽かれた 12回の村会の御領 を柿別したものである｡
表占- 1- 4 明治58年度村会lこおける.iP燭の内容gL煩
諦鞄内容 rl) (2)租税の (3) (4)(財産FtBg 5ー) (6) (7) (8)
歳 入 出 状課f-こ帆 選 挙 する) 図倍券 財産の 土木安貞 その他
予鞍決寄 する 条例■.規約 隅入ノ件 処 分 ノ件
江 ) 明治58年度 ｢村会訴申録｣よb作成｡
但し.数字は講顔にのはった回数を示すO
これ らによると,議趨cL)内容は町村制lこよって制限 された或題内容(条例 .規則 ･予5_1租税の
眠甜 ･財産の処分等 )の唯踊内のものであD.55年度では主な演題はすべて歳入出予算 .決算と
租税の賦課に朗するもので,58年度lこおいで もこれらが大部分を占めている｡すなわち,これら
は国が町村に委任した主たる委任串鞘であb,村会はこれらの委任野動 こ`多大な労力を費していた
といえよう｡また,村会に許された村吏員の選挙や,条例 ･規定の設定や敢LElこ関する讃決 も行な
われているが,重要なものIこ幽しては知野等の認可を必要とし.限 られたワクの中で行なわれたも
のであった｡
このように村会は町村制による制限の中で.中央からの監督を受けながら行政を行なうという官
治的性格が強く,王に委任郡務lこおT)れて,本来の旺民のためのEl拾所動を前掛 こ行なうことは閃
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難であったといえよう｡そして.日両脚争後三十年代にかけて,本来なら住民のために行なうよう
な教育 .土木 .衛生 ･及び各行政分野にわたる委任申務が赦増したことは, これをさらに困艶なも
のとしていっ†こといえよう｡
(,う 村会の財政
では.次に,財政面から村会をみていこうD
次に示した表は丹治部村における歳入出予節afこよるものであるa
表占-115 歳 入 出予 算
歳 入 出第 額 財 源 役 場 か 教 育 封依 自 主 内 町 村 税
明治57年 円 円 円 門 弟 円 飾 i2,115. 7ー占 40 880 2972.856 1,785,505(85.5) 952.850(44.1) 575占00(282)
58 2.160.521 45.080 2′115.441 1,912.100(885) 91占,850(424) 6022Do(27.9)
江 ) ｢村会訴耶銀子耳任｣阜こより作成C
ただし,依存財源は補助金,交付金,寄附金等を示す｡また,(
予許額卓こ対する百分率 を蓑73すC
)内は全て故入出
これによると,財源は依存Lこよっているものがわずか20fp弱であb.ほとんどが自重で,中で も
村税による税収入が全予算領の 9割近 くを占めているD これは.財政の大罪牙が村税によってul-T)
れていたことを示し,また,新制度Iこよってなんら財源 を補砿されることがなかったことをも示し
ているといえよう｡また.歳出においては,明治 57年～ 40年を平均すると役切紙が40.9啓,
続いて,教育畑が 501占帝と高率になってお_b,国政中神の負担の大 きさが表す)れている｡
次に示した表はもう少し具体的に歳入と歳出をみていこうとした ものであるD
表 6- 1-6 明治58年歳入Ld予鞍
歳 入 歳 出
科 目 金 額 車 科 目 金 額 車
第 1款 財産ヨリ笠スル収 入 円50.521 1.4 第 1款 役 場 非 円91占85D424
2 使 用料 及 手 数 料 41.800 2.0 2 会 議 劫 10.800 05
5 雑 収 入 71.占20 55 5 土 木 戟 一口.000 05
4 前 年 度 繰 越 金 80.000 57 4 教 育 費 602.200 27.9
5 県 税 補 助 金 5.000 D2 5 衛 生 凸 71,占50 55
6 交 件 金 20.080 0夕 6 救 助 柑 21.600 1,0
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歳 入 歳 出
科 目 金` 画 飾 科 目 金 額 i
第 7款 1 円村 税 1.912,108i 88.5酔 7敢 甘 備 費 円21_UDO T.0
8 勧 業 費 75ー000 54
9 諸 税 及 負 担 519,200 1LI8
1(] 公 味 滑 ?,OOO 0,4
ll 補 助 費 66.DOC 58
12 本 年 賛 支 出 5.00ロ 0.1
5ー 予 備 費 5.700 05
14 臨 時 狸 50.521 1.4
江 ) 明治58年鑑 ｢村会訪射帝 ･哉入出予買掛｣Iこよb作成｡
歳入では,財産収入 ･使用料及手数料 ･雑収入 .繰越金 .補助金 ･~交付金 ･村税とあるが村税が
財源のほとんどを占めておb,他のものは約 1割を占めるのみである｡そして,中でも受付金 .捕
助金といった依存によるものは約 1頚にす ぎなく.新制度(こよってなんら財源を補強されることが
なかったことを明砕lこ表73している｡次Iこ財源の大 部分を占める村税をさらに詳しくみてみること
にしよう｡
衰 8 -1-7 村 税 の内 訳
弛 価 劃 所 得 割 営 業 割 戸 削 割 牛 頭 割
明 治 57 年 29.0飾 1.5% 5.0% 65.4多 1.1%
58 26.8 0.5 2.6 69.0 1.1
40 21.8 0.9 2.1 75.2
平 均 25,9 0.9 2.6 69.9 0,7
住) ｢村会議中食 ･歳入出予芥町Jによb作成O
上の裏によると.戸別割が約 70帝を占め,続いて地価割が約26啓を占めていて,戸別割lこ大き
な比伍がかけられてお9,毎年その傾向が裁 くなっていることもうかがえるDこの賦課方法は大土
地所有者はど有利(こてさておD,土地O)少ない昔はど負担の大きい不公平な ものであったといえる｡
また. このことは次のことからもうかがえる｡
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請 求 昏
- 本年ハ諾外非常ノrメl年二有之□処別ヲ私所有之排他ハ山田八歩有除ニシテ平年ノ≡歩五厘以下
ノ収健二テ契二経済3=添上二苦心困球ノ折柄加之モ近来ハ村税ノ負担額漸々相常シ到底納付ノ盛
務尽シ錐ク矧柑本年度第一机戸数割ノ等椴ヨリー岡柿位相成度様本村会へ卸党薬方御取計 ヒ被下
旺此段耶求幌也O
明治三恰五年十二月給一日
阿哲郡丹治部村大字田治部
弐干-首九拾膚番地
山 田 浅 治 郎
丹治部村長 山 下 嘩一郎 般
歳出においては,表 6- 1-dが示すようlこ,役脇救 ･教育出が大部牙を占め,あわせると7割
近くとなるO投機掛ま委任節務を行なうためにきけられないものであ9.教育費 も国から義歯づけ
られたものであD.教育熱 ま国の政熊とあいまって年々増加の憤向lこある｡公既出をみてもTjかる
よう(こ,苦しい財政の中からほとんどが国政研務の負担として支出され.自主的な自治癖動を行な
う余力はほとんどもっことができなかったといえよう｡
以上,町村制施行後の村会をみてきたT3けlfが.国の告図のもとlこ展開された地方自治における
村会は,結局,国の殿 しい統制の もとlこ頚痛づけられた賓任那務と感制された自治耶務を講定し遂
行する機関であったといえようoすな73ち.有産者層で帖成された村会は末端機隅としての性格を
敷くもら.渦藍な委任中称 こよって財政的にも自主的自治所動をする余力をもたなかったとい貞上う C
(3) 大正,I:E潮 初1恥こおける∩拾
r出梅 44咋新しい町村制が公布され,旧mT村側は触 上されたわけた'が,この改正はnJ･政の抽率化
をはかb中央の統制を末EJの地方81体-敵艦せしめようとしたものであった｡そして,その後の改
正によIJ国民の政治参加の糾 ま拡大されてはいったが,地方自治を全休としてみれは滋 6- 1- 8
をみてもわかるように時代に応じた小出しの捗正にも拘らず明治FflWlr:設定された仕組が基本仰 こ
LJ'･現されuぬかされていった｡そして,榔 口Hl三の桃川L_m変を機に日本は敬争経済へと突入し,地
方Ⅷ体は同の槻争遂行のための･山菜を行なうものとな-,てしまった｡
蓑 占-1-8 歳 入 出 決 TI
l 財 源 -`.出決井'^m 役 場 生き 教 育 封
t依 存 自 主 内 町 村 税
大正15年 4.587 1占.124 i 20.298 % %15,289(占5.5) 5.U4 (ー24.8) 1D,2 8 5( 50.7)
昭和 2年 4,252 18J52 14.154(占1.8) 22,905 5.602(24.5) 10.占85( 4日 )
5 4,459 21,542 17.281(54.6) 51.占54 9,989(51.り 10,72 2( 55,9 )
4 4,749 22.209 17,512(69.4) 25,251 4.9.80(19.7) ll.0 8 l( 45.9)
5 4.785 17.507 14.269(占5.8) 21.695 4,978(22.9) 9.017( 4 1.り
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そして,唱和 6年の満州耶変を機に日本は磯争経済へと突入し,地方EZl体は国の倣争遂行のための
中葉を行なうものとなってしまっT:a
(尾崎早苗)
2. 大佐町の成立 (三 箇町村合併 )
雌後,昭和 22年の地方自治法の制定はC,め.学校教育法,哲察法,地方財政法,公職選挙法.地
方公務員法等地方行政の各牙野にわたっての立法が相次いで行なわれ,地方自治の内容は画期的に
充実し,市町村の地位機能に飛地的な尭展がもT=らされた｡しかしこのような地方自治制度及びそ
れに幽連する酬 皮についての一連の改革は,行政耶野の裸雅化と増思化を伴ない.小規模町村で
は財政が窮乏に追い込まれ. このために市町村の合併によbそれら市町村規模を拡大して合理化す
る必要が生じたO
地方自治法施行当時のLFrt下の市町村教は5占9耶町村 (4市占2町505村)あり, 1町村当D
の平均規模は,人口4,48 5人.面駐 19kjであ 19た｡全国の 1町村平均人口7,A 15人lこ遷 し/I
いものが全町村数の85かこあたる5 10町村であった｡これらの弱小町村では,搬後の急速な行
財政渦度の改革lこよって例外なく行政班の増加lこあえぎ.町村の自治行政は危駿に漸するlこ至った
ため,市町村では合併によってこのような現状を切b抜けていかなければならなかったと考えるこ
とができるD
昭和28年9月 1E].町村合併促進法が制定され,岡山鵜では,昭和28年 11月24即こrh1山
県町村合併促進辞議会を設任し,合併の促進がはかられた｡町村合併促進法施行当時,9市占7町
20 1村あったのが,合併によって丑 5 1年 9月Fこは 12市 占9町24村になったO
こうLTこ状況にあって.昭和5O年2月 11日刑部町,丹治部村,上刑部村の5町村が,uL併し,
人口7.188人をもら,両際122.59kaの大鮭町が転生LTこのであるO
(I) 合併を必要とした理由
刑部町,丹治部村,上刑部村は.阿哲GBの北臥 姫新線の沿線に位し,刑珊町を中心として地理
的に隣接し,歴史的にも楕勧町として惑え,文人冊.風俗,習田及び職菜空清状億等殆んど共通し
ており,また当時の大佐高等学校は.三箇町村組合立であり,大佐中学校も刑郡町,丹治部村の組
合52:で経営されていた｡酔こ三億町村は,法務局出張所等の各慈官公署の管倍区域となっておb,
これら魯通じても密接,不可分の関係lこあったので.合併の必要性については臣民のひとしく舗感
しているところであったo
(2) 合併のプロセス
① 昭和 29年 2月15日
刑部町,丹治部村う上刑部村5ケ町村長助役,岳会見貝全員の感教会を開き,各町村よb町村長
助役,戚環を含めて8名相の夢見を選出することを協定した0
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② 昭和 29年 5月29日
第 1回委員会を朋催し,刑部地区合併委員会と称し,規約の審戒,役員の選出を行 ったo
③ 昭和29年 7月5日
第 2回委員会を開催し,合併に朗する脇議をした｡
④ 昭和29年 7月20日
第 5回委員会を開催.一般民よ9 2名相の姿月を選出し, 1ケ町村の委員を1U名lこ増すと共Iこ
撃務局の設常並に耶務局員を決定したo
① 昭和 29年8月 日 日
第 4回委員会を開催し,断 つ委員並に同番員長の逃出をなし,専門委月会に対する附託事項を決
定したD
⑥ 昭和 29年 9月29日
箭 5回委員会を開催し,委員会の経勢子革と給与規定を審諦決定した｡
⑦ 昭和 29年 10月1 1日
第 6回委員会を開催し,各専門部会に於て附託tJI項を帯沸した｡
⑤ 昭和 29年 12月18日
第 7回委員会を開催し.各部会に於て附託･EJi項を審辞したO
⑨ 昭和29年 12月28日
第 8回萎良会を粥催し,各部会並 に全体会親を行 ったO
⑩ 昭和5 D年 1月5日
窮9回憂貝会を開催し.各部会に於て附託部項を鮮訳 したo
⑪ 昭和5u年 1月7E]
窮 10回委員会を開催し,各許会癌lこ附託弔項につき審議決定をなし,全体会卦 こ甚 D.各部会
に於て決定した協定串項を全員に諮b満椴一致承認した｡
⑯ 昭和 50年 1月9日
各町村毎(こ説明会李鵬催し,合併賛渉妥結lこ至った経過並lこ協定節項を説明し了解を求めた｡
⑭ 昭和 50年 1月 11日
第 11回委員会を開催し,協定射項調印式を午後 1時よb大佐中学佼で挙行,全員出席の下に厳
戒理に調印を完了Lf=D
昭和50年 1月 12n
合肝脳係町村は何れも各自町村で関係過程を舶勘一致可決したO
合併協定事項は次のごとくである.
- 町村の紘開
削珊町,丹治郡村,上刑部村の5節町村とするO
二 合併の形式
対等合併 として町制を施行するO
三 新町の名称
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大佐町とする｡
四 役場の位匿
現在の刑部町役錫をもってこれに充てる｡
五 支所の設庶
丹治部村,上刑部村両村役助を支所としておおむね下記のきJi項を取扱う｡
- 戸籍に舶する弔務
二 諸証明fこ関する耶務
三 町税その他収納金の収納Iこ関する研耕
四 配給に関する炉掃
五 国民睡鹿保険に朋する堺務
なお将来支所の統廃合を要する場合は.それぞれの的係地域住民の意向を尊重してこれを決
定する｡
六 合併の期日
昭和50年2月11日を実施期日とするo
七 財産及び負債の帰舶処牙
1 財産はすべて引き継ぐものとし新町(こ帰属する｡公有林野については,旧町村の慣行を厳
に尊重するものとする.
1こTごし,上刑部村有の山林原野については,財産区を設際する｡
2 財産の帰属地針ま,liEL和29年 12月51日現在の状廟で行う｡
5 負脚 ま,全部新町を引き継ぐ｡
T=T='し,負仏のうち長期倍については,すべて新町fこ引き継ぎ,その他の負位については
新町発足まで極力推理するものとする｡
八 営造物等について
原則として無条件で新町に引き継ぐ.
九 税収入等fこついて
1 税率及び使用料,手数料等は,昭和29年度Iこ馳b各町村井そのまま現行通bとし.以後
は新町において統-する｡
2 .i'kr納については,旧町村Iこおいて萩意をもって可及的速かにこれを鮮理するものとするo
十 自治功労者に対する指圧について
1 明治22年以来の町村長及び議員の望存者Iこついては, 2期以下,S期以上に区分して記
念品を贈呈すること｡
2 現職町村長lこ退職金及び現成且に記念品科を脚室すること0
5 現職教育葬具に記念品を個室すること0
4 その他は,各町村において適当iこ措慣するものとするo
十一 職員の取扱lこついて
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1 助役,収入役及び-母機の職員 (町村封支弁に係る一切の倣負を含む)は.原則として新
町lこ引き継ぐ0
2 職員の給与は,現在のまゝとし新町において可及的速かほ是正する｡
5 合併による希望退職者の退職手当lこついては.捷週するものとし新町において措厨するo
十二 ,#員の定数及び選挙区
,部員の定数は.自治法の定めるところにより22名とし,合併後始初に行才つれる選挙lこ限9.過
学区及び6-m員の配当数を次のとおD定める｡
選 挙 区 名 I 区 域 議 員 曜 当 数
第 一 選 串 区 lFl刑 部 町 の 区 域 1 U 人
第 二 〟 旧丹 治 部村の区域 7 人
(症 )｢大佐町合併協定即掬｣によb作成｡
十三 BlrL選委員会について
適法に措65Lする｡
十四 推練娃t'実並びに懸垂rJl菜の倍際について
1 的係町村における耶男で,現年FE以降fこ継続するIP器は. これを新町の歩菜計由として継続
実施するものとする｡
2 その他的係町村の懸案野菜の実施計画は,新町埋設計画策定の際,新町埋設計画樹立委員会
を設思して審盛決定するものとする｡
十五 その他lこ的するfJt'項
1 教育関係-こついて
新町埋設計画にもとづいて.新町教育委員会において研究する｡
2 国民髄節保換tJ;i潔の取扱いについて
現在実施している上刑部村は,そのまま新町lこ引き継ぎ,契施していない丹治部村は可及的
速か(こ突施すべく努力するものとするC
刑部町の国民陸駄保険組合は.当分の間現状のままとし,内容の充実をまって新町の公営lこ
移管するものとする｡
5 消防組の組織について
現状のまま新町lこ引き継ぐが,旧町村毎に牙田を没圧し,消防団本部を新町役掛 こ歴く｡
4 各唖団体について
各種団体の意志を噂重し,新町は,可及的透かに統合するようこれに努力するものとする｡
合併申合事項は次のごとくである0
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- 旧町村の決算lこついて
昭和29年度の旧町村の決算はrlL'柵 50年 2月28日までに新町に引き継ぐものとするO
二 処理済財産の手続について
過去lこおいて処理済の財産にして手続 き未了のものは新町において早急に処理する.
(3) 舶係町村住民の意向
① 刑部町
町村合併については,5ケ町村の中心地 として立地条件の具術している点から早くよb雫現の速
からんことを熱望し,反対はほとんどなかった｡
① 丹治部村
本村は5ケ町村の合併については比樫的反対振向で.特に布漸地区では役脇の支所設際問題等で
反対意見があったoまた一帯では新見市との合併を希望するものもあったが.牙村合併よDも全村
一致しての合併が利点なることを認織して全村挙ってこれに賛成し三ケ町村の合併に参加した｡
③ 上刑部村
本村は新町の中心地である刑部町とは賛通 ･掻清 -教育 ･賀化等密接な鵬連性があD,将来地域
住民の福祉増進を図るため強力なる自治体制を確立することこそ村民のひとしく熱望するところで
あっTこOまた合併前に部落有林は住民lこほとんど触狂で支払われたので村内Iこ反対の悪鬼もなく挙
村一致して合併に協力したものである.
このように三ケ町村においては,合併Iこ幽して財政的な問樋で多少反対 もあったが.基本的な反
対意見は全 くなく比較的職 剛`こ合併が行なわれ,強力な地方自治体の確立が得 られたといえる｡
(4) 新町名選定の理由
合併関係町村である刑郡町,丹治部村,上刑部村の三億町村にまたがる大佐山は,古くよb名山
として,またスキ 場ーとして有名である｡ことに三助町村組合立大佐高等学校及び刑部町,丹治部
村の二箇町村組合立大佐中学校は.ともに雌棒大佐山にちなみ命名されたものであb.姻係町村民
lこも,印象軌 ､ものがあるので.新町名にもこの ｢大陸｣を選定した｡
(5) 町となるべ き要件lこ関する娯灸例への適正lこついて
窮一条 ｢町となるべき普通地方公共団体は左に抱ける要件を具えていなければな らない｣Iこ関し
ては次の表の通bであるo
項 目 県 条 例 大 佐 町 の 嚇 合
人 口 5.000人以上 7,125^
遵 担 戸 数 全戸数の占割以上 占割 19.占厘
し注目 I. L習盟 霊㌢曾基質雷猛 毒諾I誉 誓 合紬 定軸 ｣Eこよ 川 風
-101-
窮二条 ｢前条に定めるものCL)外左lこ掲げる要件を具え又は近く具えるIこ至ることが明 らかである
と認めるものでなければならない｣Iこ関しては次に示す通Dである.
I県 条 例 大 佐 町 の 場 合
弓LF通機関が完簡していることO 姫新線 (新見-姫路 ) 1日9往復
a.7=Jヒバス 1日2往復
県 道 新見 一勝山線
刑部 一高架線
刑部.根雨線
官公署の施設があることo 岡山 県地 方法務 局 刑 部 出張 所
岡 山県 新 見軒 察 署 巡登駐 在所
間 LU県 食職 印務所 新 見支 所 刑 部 出張 所
新 見営林貿刑部出張所
新 見土 木 出張所 刑 部土 木 駐在 所
Fiq山 頻家 簡保 陸荷 空所
州 都郵便 局 ,丹 治 部郵鯉 局
上 刑 部郵便 局
刑 部駅 ,丹 治 評釈
中学校又はこれと同等以上の設 大 佐 商等学 校 (組 合 立 )
柄のあることo 大 佐中学 校 (組 合 立 )
上 刑 部中 学校
公私立の回路館の設齢的,-あることo 刑 部図13館
映画館劇場等の文化施設があることq 刺 .%劇場
病院.診療所等の衛生施設が設 公営 診旅 所 1 医 院 5
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県 条 例 大 佐 町 の 場 合
会社 ･銀行等の経済団体が相当存
在し箭尭な活動をしていること｡
臣民の租税及びその区域の地方公
共畑体の財政状況が将来町として
発展するに足ると認め られること｡
その他町となるに足ると認め られ
るものであること｡○
宮 部 酒 造 株 式 会 社
刑 部大 胡 王 城 株 式 会 社
細 島 木 材感 料 株 式 会 社
良 薬 協 同 組 合 5
住民の租税刀は強 く.園係田体中lこは既‡こ町として所P.･し
て きた魚歴を有する刑部町があ9,その財政力経済横鰍 こ
おいて将来健全な町として発展する可能性は充汁であるO
この地区は阿哲郡の東北部Iこあたる地域であって,東は共
感郡 に闇は新見市に鞍し.鉄道9EIl道等交通の要衝にあって
商工英男展の基距的条件Iこ想まれ,投薬は米麦の外特産多
く,加えて森林野原Iこ怨まれ古 くよb木材の触敵地 として
名を馳せている｡叉放牧地を多 く畜産盛んIこして将来町と
して呼 しい発展をとけることは期･して待つべ きものがあるO
(荏 )｢大佐町合併協定宙扱｣(こよる｡
上述の県条例に.｢臣民の租税及びそa)区域内他方公共Efl体の財政状況及び将来町として発展す
るほ足ると認め られること｣とあるが.合併前と合併後の財産状況は次の茸に示すとおbであるD
合 併 前 合 併 後
鹿 入 1乙821千円9, 98 .(/1 75 〟 58,8占5千円
市 町 村 税 4,874千円2.517 〟1 45 // 16,624千円
歳 出 . 12.820千円? //1 7,74 5 0 58.579千円
教 育 畑 5,724千円も44 〟l 4.D 5 ー2.2Ad千円
(庄 )1. 合併前は各町村の昭和 28年庶政耳よ9合併後は大佐町昭和 55年度決掛 こよって
作成した｡
2. 合併前は上か ら刑珊町,丹治L,qS村,上刑部村の柳 とする｡
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仙 合併後の状況
上記の表からも73かるようlこ,合併によって大規模予耳を組むことが可能になb.合併後5ヶ年
の間fこ大臣中学段をはじめほとんどの草校が新築 ･改築きれ,公共施設が軽鮪きれた｡更に広域道
路網 も計画 ･建設されている｡また促進法による合併のため国からの措位として国有林の払い下げ
をうけ,立木を処分して財政に加えそのあとに植林を行ったbしている｡
しかし一方では,公共施設が中央lこ躯まる傾向があD.昭和51年には丹治部 ･上刑節の支所が
廃止される等丹治臥 上刑部地区住民lこ対するサービスが低下するという問題 も起こっγこ｡しかし
EE民栗.戸籍謄本は屯話で も何で も受けつける.昭和 5 4年iこは町営の有線放送の設備をし.喝話
との二本立てにするなどの対応策を考え,サービスの低下を防 ごうと努力している｡
以上のように刑部町 ･丹治部村 ･上刑部村の三ケ町村の合併によって成立した大佐町は住民サー
ヒスの低下等多少の問題点はあるが,全体としては財政問題を解決し.公共施設の粒節等多くの点
で町民Iこ利益をもたらす総菜となD,今後 も町としてますます発展していくことが期待 きれるので
ある｡ (奥島的子 )
5. 大佐町の財政
(日 町合併後の財政の変遷
表 6-5- 1 大 陸町 の財 政
(単位 :万 円 )
l臥総研1対前年比増加額同伸び率 成- 璃 管 蒜 同伸び率 (歳入)- (歳出)
l脚 0年度 5814 ｢郡~t 4455 (%) △62ー
5ー 4482 668 17.5 ー 4457 2 0.4 45
52 42占9 △215 △4.8 407占 △5占1 △89 195
55 5887 △582 △9.0 5858 △218 △5_6 29
54 557占 1489 58.5 5570 1512 59.2 占
55 5584 208 5.9 5505 155 2.4 79
56 占815 I 1029 18.4 7588 1805 24.7 △895
57 6929 516 4.8 7925 占15 7_8 △994
58 8587 1占58 25.i 8947 1024 ll.4 △580
59 8141 △426 △ 5.Ol 7804 △ 1145 △14.6 557
40 11895 5752 4占.1 11147 5545 50.0 744
41 140d1 21dB 18.2 15404 2257 16,8 657
42 15049 △1012 △7.2I12179 △ 1225 △10.1 870
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歳入穏鯛 対前年比増 加 循 同伸び率 歳出総額 対前年比増 加 額 同伸び率 (歳入) - (歳出)
昭和 44年度 19288 5724 i (飾) I24.1 18200 5占96 (卑)20.5 1008
45 24600 5592 28.1 2258ー 4581 19.4 2019
46 50244 5占44 22.9 28711 占150 21.4 1555
47 41715 11471 579 59542 1D851 274 2175
48 5 4ー15 9700 25.5 49595 9855 20.0 2020
49 74540 22925 44.8 71854 22459 51.5 2488
(江)｢町会誠申鮮｣ によb作成O
刑部町.丹治部村.上刑部村が合体合併し大陸町が望まれT二年の財政は.歳入 58 14万,歳出
4455万で赤字決済になっているo合併に伴い臨時地方財政特別交付金が支給されており, 50
年度 145万.51年度 1U0万,52年度 80万が計上されている｡翌 51年度の歳入は前年比
17･5肇(増加額 870万 )増の4482万であb.歳出の 4457万を45万上回b黒字決済lこ
転じている｡ この増加飢ま地方交付税の759万の増加Iこよっており,地方焚付税の歳入に占める
割合は,前年蚊の2.1如 らゝ18J 帝へ急増し早くも中央依存の陵向が表われている｡ 50年代前
期の財政拡大は継軒的なものではなく, 52年度, 55年度の財政規模は前年度に比-縮小し,
54年度には歳入は 5U年度並みとなD,歳出は58年度よ9600万沌小しているが. 51年度
以降黒字決済は続いているQ
昭和54年度それまでの ｢なべ銭貨曳｣から国内炭帝が回復し物価の上昇がめだつよう-こなると
大佐町の財政規模 も膨脹憤向をしめすようになる｡ 54-42年度の間の増加は偏年おきに大幅な
伸びをみせてお D,攻入は54年IR対前年比 58･5多. 56年度同 18.4飾, 58年度同 2564
40年度間 4占.14, 41年度同 18･2多の判れ 碇出は54年度対前年比 2&2飾, 54年度同
2417‰ 58年度同 11.4‰ 40年度同 50･0番.4 1年度同 lB･8多の咽加をみせている｡
またこれらの年比以外でも59, 42年鑑を除 く年波は財政規投は伸びを示しておD,歳入は57
{EF一皮には50年度の2倍, 48年度に 5倍,歳出は.58年度に2倍, 4 1年度lこ5倍と膨脹速度
を徐Juこ速めている｡ この間 56年皮の歳出の伸び率は歳入の伸び率を大きく上回 D,財政は再び
赤字となD, 57.58年IEは赤字幅が減少しながらもこの憤向は続 き, 59年度に.歳出が前年
比 14,6帝の大幅減で. この年度歳入も減小LT=が,規字IこもとっているOではこの時期 - 54
年肢から42年碇まで - の財政の伸びがなIこlこよってもたらされ1こかをみてみT=い0
歳入の伸びを可能にする上で法要な財源となっているのは地方奄付税.国雄頻支什J.金,町債など
の依存財源ではあるが,しかし財産収入,寄附金の増加もみのがせない｡
特lこ財産収入の伸びは激しく,比較的r'.ih通がきい1こといえるD
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図る15-1 財政規模指数 (昭和 50年度 - 1)
衣6-5-2 対前年度比増加額 と増加率 (上段-増加額 ･下段-増加率 (率) )
歳 入
地 方奄 付 税 国 侍支 出 金 県支出金 財産収入 寄 附 金 町 偶 総 計
昭和 54年度 249 478 597 228 250 1489
25♀4 247.7 2481.2 155.7 250 5旦j
昭和 5H FJjf 5512.a 58797_5 25415 .9 102918_4
昭和 58年lTJf 6T 220.4 4亡lO40000 1649〔一､も 1d582 ,6
昭和 40年度 129 1451 占50 5752
88.4 122.9 500 4占.1
昭和54-年鑑 1占88.4 818274.5 27占2.5
昭和 5d年此 2口4 448 405 1101
6ー.8 841.5 282 122.2
順和 58年度
昭lT740年鑑 SーT 5 17U7 1 5ー 258
52.1 150.5 25.6 17.9
(症 ) ｢町会議印謡｣fこよb作舵｡
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(li1位 :方円 )
歳出面で増大が目立つのは総務軌 放林水産薬野.教育紫である｡ このうち,総務費の増大は義務
的経浄っまb総務管理費の増大LこよるものであD.農林水産業費.教育坪の増大かま投紫的経費lこ
ふbむけられているoなお58年皮の歳出の増大は艶専矧 日銀の増加によるものである｡
今まで見てきTこようlこ.42年度までは大佐町の財政はほほ隔年おきFこ拡大してきた｡ しか もそ
の増加軌 ま1千万もしくは多 くでも2千万までであっ1=｡それが45年度からは財政の拡大憤向は
恒常的な ものとな9,増加節は5千万から1敵 将ほは2臆にも遷し.伸び率は常に 20飾前後か
ら40飾程度にもなる｡このため町財政は, 50年度を基韓として. 2倍になるのに, 7. 8年,
5倍になるのに 1D. 11年を要したのIこ, 45年度以降の大幅拡大によD,混入は 47年度Iこ10
臥 49年度には 20倍に.歳出は48年度に 10倍, 50年度Iこは18倍lこまで膨脹 しているd
そこで45年度以降の財政の酔眼が何故可憶になったのか.また何によってもTこらされTこのかをみ
てい くことにするO
表 6-5-5 対前年度比qI加額と伸び率 (上段-増加額 (単位 :万円 )
(下段-伸び率 (単位:多)
I 地 方饗 付 税 分 担 金負 国 府支 出 金 県支出金 財産収入 町 依 総 計
昭和 45年度 990155.6 2545187
昭和 44年度 46759.6 55占9 88.2 17512 1.9 572424.1
昭和 45年度 522254.0 dD71 6 4.ー 155D0 .9 559228.1
昭和 4ム年度 56占228,9 22ム299,5 740284 Sd4422.9
昭和 47年度8 5254 579 5959 1720 ー1471l19.9 141.占 87.5 51.5 57.99700471 559 9dO 17 6 21 8
124.491｢｢1-5&2 占5,2 198.4 969.8 41.6 2515229244,占昭和 49年度 764525?9 4790dd7
昭和 50年度 5〔ー4 1990 5d1 178 1 6D 858占
総 顔 公 民 生児 旗 林水産某IL2 i * &.'教 育 費 公 娼 費 総 計
昭和 45年度 I 1909d1.8 25251占,0
昭和 44年度 5557.4 22431~0?.D 1007l 1.i 5占9420.5
昭和 45年度 97522.7 18859,0 151744.5 458119.4
16.1 54.A 51占 27.5 55.7 21_4
昭和 47年度 2555 1490 2014 904 575 1【】85158.5 128.1 24ー9 19.1 46.1 27.4
昭和 48年度 39706?.1 7295242.4 86415.5 985520.0
皮 2724 541ム 17120 995 22459昭和 49年- 26.5 d4.5 26エ5 47_7 51.5
(症 ) ｢町会誠串録｣ によb作耽,
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54- 42年度と同様.職人の増大を可能iこしたのは地方焚付税.国臥 県支出金,町位であっ
た｡特lこ地方管付税は毎年増加額で 5800万ないし5000万,時Iこは90DO万 も増加し.義
出総増加額の過半を常にまかなっている｡地方交付税(こつぐ増大をみせているのは町債であ9 ,
10DO万から2000万, 49年度には50UO万近 く増加しているOまT:国庫支出金,頻支出
金は互いに補足するようiこ増加されている｡一方自主財源では使用料.手数料が49年度に.分担
金.負担金が50年度にそれぞれ大幅値上げされ,財産収入が48,50年度lこかなb増加されて
いるが.それらの歳入に占める割合は低く,歳入の膨脹は町財政の依存財源への傾倒を促がしてい
る｡次に歳出面をみると, 54-42年度の周と同じように趨務費の持続的上昇と憩林水産業軌
教育費の増加がめT:'っ｡教育野の増加は教育h-設の拡充によるものであ9, 49年度は草佼埋設牡
として1億 2500万が計上 され,教育費の伸びは1佑 7UUO万lこものはっているD度林水産英
才1の増大は 45年度以降開発,投軌 改良耶薬が新1二に数多くおこなすつれるようにな9.しかも出.
柿.畜産のすべての分野で新騨業が着手されたT=めである｡しかし54-42年度にはみられなか
った土木軌 民望紫の大幅増 も盈められる｡
(2) 財政の腿成
① 歳 入
大臣町の財政膨脹のよう寸を概観LT=ので次Iこ故人.歳出の偶成を具体的lこみていきたい｡そし
てそうすることによって大佐町がどの方面iこ力をいれているのか.そのための財源はどこから得て
いるのかを考えてみようと思う｡そこでまず歳入Iこついてであるが,新町誕生後現在まで町財政の
収入源の変執 こしたがって5つの段階に糾すて考えてみT=い｡
(1) 昭和50年鑑～昭和 5㍍F度
表81 5- 4 大佐町町舛歳入決耳
(単位 :万円 )
町 句地 方一交付 更用科l手数料幹也金7担輩 出確支望逓 附 ･-入車綻越金諸収入 帥 計
昭和50牢- 1298 8ー 5958 7ー5 448 2 174 10 9 186 400 5815
51 1425 820 58 U180 550 ll 91 142 1500 4482
52 1647 987 占8 8 240 574t 197 124 45 170 5Su100 426955 1662 1191 75 096 195 16I 169 100 165 122 5887
54 1658 1505 97 0 545 671 415 595 29 152 550 5578
55 1726 1650 79 0 dld 597 599 152 107 A 225 250 5584
(江 ) ｢町会講小原｣ によb作成｡
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この時期iこ於ける最も重要な財源は町税であった｡中でも大きな割合を占めているのは固定資産
税で町税の5割前後をまかなっている｡ これIこ次ぐのが町民税で2割から5割近くを占め.両者で
町税の8ないし7割になる｡町税と同様に濫費な財源が地方焚付税であるが,その額は毎年平均 し
てluO万づつ増加し町税が平均 8O万たらすの増加のため,55, 5占年には両者の占める位常
は同等となっているO国軌 県支出金は年鑑によb差はあるが,国揮支出金はさほど高い割を占め
てはいない｡
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図 6-5- 2 大佐町の歳入状況
また町nl'も合併後5年
間は 10-50率と高
率となっているが,そ
の後はおさえられてい
るQこの時湖の歳入の
特徴的憤向は,町税の
占める割合が高く(50
-40率 ),その分地
方交付税は20-50
帝に抑えられているこ
とがあげられようbま
た財産収入.寄附金,
諸収入などの自主財源
も高い比率をしめして
おり, 5者あTjせた割
合は 1O飾筋後から多
い時で 17656にもなるO
(I,) 昭和57年度～昭和 45年度
55,5占年度に於て相均衡していT:町税 ･地方焚付税はこの時期lこいたって地方奄付税は急激
な増加をみせ(年鑑平均 1170万),町税をいっきにひき撞し歳入源 として最7E要になった｡蔵
人に占める割合も57-41年度で40車礎臥 42-45年度には50飾前後にのぼっている｡
町税は毎年度 117万の伸びをしているが歳入全体の伸びがはげしくその割合は肺小炉向にあるO
国侍,県支出金は,娯支出金が漸増しているが国節支出金が抑えられたT=めその割合はかT3ってい
ないo これiこ対してこの掛 こ入って,町帖が多く頚行きれるようになり57年度lこ750万,収入
の108多を占めている｡そして40年妊以降 100D万ないし2占00万が町境でまかなわれ,
収入源として変革な位配を占めている.一万,自主財源では諸収入か前掛 こ比べて増加しているだ
けで.財産収入.寄附金は減少傾向にあ9,歳人 中こ占める割合は低下している｡
ー1[9-
表 6-5-5 大佐dJ町野歳入決貰
(単位 :万円 )
町 也交付 使用料一手数 分担負 家出金 県支出金眼思 乍 附 払越金~収 q- 慣桓 計
昭和 57年 179占 2750 61 0175 769I 1 181 445 758 6929
58 1911 5512 55 714 1占9 850 LtDl 545 498 540 85占7
59 1924 402占 57 0146 1181 5 212 585 210 8141
40 2080 4占99 69 155 275 2占52 74 260 557 514 84011895
41 2164 5249 144 85 568 1702 787 104 746 290 2558 14061
42 2475 6485 159 285 占75 9U2 115 114 占58 428 750 15049
LIL 2621 4791 1849ー2 54r570 775 占44 98 155 889 686 1720 1548492844 2占95 9469 614 2595 295 14 980 510 1280
(荏 ) ｢町会讃牡噸｣によb作成O
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図6- 5-5 大佐町歳入状況
-ilD--
(Jl 昭和46年度～昭和 5 U年度
表 6- 5- 6 大佐町町費歳入決耳
(単位 :万円 )
町 税 付 使用 ､事故料 gP_負担 国支出 県支出金 寄附 入 繰越 斉収 町 稔 岩
昭和舶年波1516416555 181 745 489 4555 117 59 519 549 555CI50 弓 4 4
47 554919607 1517 520 988 8494 7ー9 50 95 5 571 507041715
48 588524598 1490 859 2949 5758 1915 129 1175 849 718051415
49 467755709 1258 69910占14 4869 645 175 2569 1220 6591197074540
(荏) ｢町会讃印祭｣ lこより作成Q
依存財源の上昇が激しく自主財源の相対的位皆が低下するという前期か らの傾向は 4占年度以降
lこなってさらに願書lこなっている｡町税は年鑑平均 500万以上の伸びをしめしているにもかかT3
らず.47年度Iこは 10啓を割 9.49年度lこは 615か こまでおちこんでいる｡そして自主財源す
べてが歳入中に占める割合は 20飾前後Iこしかならないとい う状廟である｡ これIこ対して地方交付
税は毎年度48ロ0万平均増加し続け,また国肌 爪支出金,町債 も平均 228Dづつ増加されて
いる｡ しかし割合からみT:勘合.地方交付熱 さ44年度の54.1帝をピークlこ減少傾向Iこあ9逆Eこ
繊 缶垂＼
町班が持続的な上昇を
みせている｡
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図6-5-4 大佐町歳入状況
① 歳出
歳入の秘合 と同様に
歳出も年とともIこ変化
しておD,やはり5つ
の段階に分けて見てい
くことにする｡
(1) 昭和 50年鑑
～昭和55年度
歳出の中で大きな位
位をしめているのは総功払 出林水産業や,故習&,語支出金であるD中で も教育掛 ま毎年度1UD0
万ないし1500が計上 され.歳出に占める割合も毎年腔 5U帝前後を占めている｡ これはこの時
事跡こ毎年度校舎の新,敏捷がおこなわれ殻併称 こ多 くかけられているためである｡(表 6-5-8)0
捻務班は必要潅tmであり,その増大は町lことって負担であっ1=ろう.歳入 こ`占め る割合は現在よb
も高く20郎 苛後を占めている｡まT=諸支出金 も現在ではみられない高率をしめ しておb･新町合
一111-
併後の混乱が うかがT3れる.
蓑 6-517 大臣町町按歳出枕許
(租位 万 円 )
盛会舛lp胸中 肌鮎 中 林#li木空 防車 醐 災 音俊旧甥公債拙匝雷 譲 計
昭和50年度 95 809 4427 60- 675 254I 72 1194 22 1(J51U99455
51 lob 965812 90 1587 7ー1 74 l1407 155 125Il690.4457
52 124 45l 55I 641. 21.i 86 1445 68 522 259 407占
55 144 912 111 120 298l; 218, 85 12 27 1 851 584 269 5858
54 ll25 1080 85 115 1116 172 109l l505I 501 527 557U
(庄 ) ｢町会爵軒録｣により作成o
表 占-5-8 大佐町の教育施設の魁術
(単位万円 )
卜÷‥三 十 一 財 源 教育紫に占める割Alコ
国 席 起 依 一般財源
老朽校舎改革 4856u8 16.!500 24 4 8.6 虜′′ 15 I 45 l 44 5.2
給食室唾築 45 l il
佼老朽校舎改築 5M T 150 l 250 195 41.1
屋内運動敏捷簸 241 74 一oo 68 I .ム7
佼佼舎改築 I ll5 - 115 9.4
特別教室埋築 259 - 1UO 159 21.1
5u l凧m'J､学佼
" 韓和小学校
52 円治郡小学
淳和小学校
55 大井野小学
刑部小学佼
54 布慨小学佼
(荏) 同町 ｢li)年の,7)ゆみ｣による0
50年f虻は請支出金 1099万のうら,賠ar及び僻見金595.刀,過年度清野 562万,負担金補
助及び交付金 255万となっているoまfこ51年度は前年度組曲充用金が620万が計上されてい
る｡ 52,55年度減少していたのが54年齢 こなって再び拓くなっているのは.有線放送建設(こ
着手LT=ためで.54年鑑 45占万,55年波 459万があて られている｡侵後Iこ農林水産業鍬 こ
ついてみると.54年鑑以降の増加がめだつが56年度以降と比べると低いはうといえる｡
(｡) 昭和5占年度～昭和 41年度
5U-55年度と同様,稔為費,良林水産業努,教育か 唱 い割合をしめしているが,総務軌
-112-
趨林水産業狩の増加の程度lこ比べて教育軌 まそれほどの伸びはみせていない1こめ･ 5着はほぼ同じ
ぐらいになっている｡ これは50-55年度に盛んft行われT=教育施設の改軌 新築がこの時期に
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図 615-5 大佐町歳出状況
みせているものとしては詣半では渚支出金がある｡
表6-5-9 大佐町町費歳出決算
沿郡小学佼給食室新築.
大佐中学校校舎新築.
57年度に大佐中学佼
給食室建築が行われた
だけで. 58年度以降
もたれなかっ1=ためで
ある｡虚林水産業'Zかこ
ついてみると.新しい
農業改善.振興野菜が
次々Iこおこされている
のがめだつ｡
56- 41年度に於て
上記以外で高い割合を
(単位万円 )
･**総務頚民生歯 生 ._l 埠 墓 木頭湘叫 教育頭災 害矧日費･仙南 請出 i1
昭和 さる年度 2U1 1417 499巨 92 1845 8ー9 164 2002 55 221 525 7508
57 2U9 1824 542 91 1858 170 98 1761 527 1245 7925
58 254 1875 515 95 1658 189 255 1445 722 592 1705 8947
59 512 1695 509 165 1154 450 145 1529 940 260 580 78041114740 424 2256 574 220 2841 565 192 15占7 2245 405
(症 ) ｢町会副 職｣により作成｡
これは前年度繰越充用金が 7U0- 100D万計上 されている1=めである｡そして後半では災苦役
旧按が IUないし20多も占めている｡ま1潤 は鑑いが, 国民年金兜の増大がこの崎からめだつよ
うになb民生班の占める割合が高くなっている.
(Jう昭和42年度～昭和50年度
42年度以降の歳出傾向として支出の平均化があげられるo即ち総額軌 膿林水産業軌 教育録
が高い割 合 を しめているのはかT)らないが･土木飢 民空費が年度平均 9日 万以上の伸びをみ
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せ.歳出lこ占める割合 も10飾程度ある｡それまであまり増加のみられなかった教育費が42150
昭和 54年度
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図6-5-占 大陸町歳出状況
年度の間Iこ年度平均
1700万.45帝
の伸 びを しめ してい
る｡そして42年度
に は幼稚園舎建築坪
として664万,45
年度Iこ公民館建設野
菜韓として2527
万, 49年度に学校
鎚鼓班として2507
Jj-が計上されている.
農林水産業攻 も年度
平均 1800万の伸
びをみせ,新しい農
業開発,改善野乾が
若手されている｡ こ
の時糊の特徴として土木野の増大がみられるOすなT)らそれは42年鑑の l U0O万から49年度
の9UDO万まで急激な上昇をしめし,歳出中Iこ占める割合は 10ないし1801jOとな っており.町
が退路交通網の整備をはかろうとしていることがれかるO
黄 6-5- 10 大佐町町北歳出決算
(単位万円 )
読会焚転務魂l民生蛍衛生∫.l慧墓駐未,i.柵蟹転賭日背I公節費巨悪譲 計
昭和 42年E 487 l ー2565i 5591 542187l1972645087167 825i 706 12179
45 582 2,95I 584 551 2057 1050l 287 499占 518 821 601 14584
44 665 5065 919 912 4500 2117i 477 5425 1184 981 116 18200
45 718 5477 855t 657 5275 4002 595i 4940 751 920 95 22581
4占 951 405占 1519 load 8101 5U96 58占 4729 1599 12481 49 2871ー
47 1278 占591 5009 1245 10115 5257 818 5占55 5745 1825 47 59542
48 154710561105021 1125 76占5 5627 857 6497 2640 2〔185 452 49595
49 205715085!7564I 1580 7901 9245 125725617 1826 5080 408 71854
柑 )I｢町会恋耶町 こよb作胤
もう一つの特徴は老人福祉,老人医療,同和対策,児塵福祉の充実をめざす立壕から民生牡が大幅
lこ増額されたことである｡それまで歳出の5帝前後であっ1このが.47年度にいっきIこ1700万
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前年lR計以上の伸びをみせ,さらlこ48年度には7000万以上増額 され,歳出の21率を占める
までlこなっている(図 6-5-8参照 )Oなお42,45年度に諸支出金が708ないしdDO万計
上されているが, これは和牛センター埋設のためのものである｡
銀･d 鼻紙
昭如4lj与え
yl､
/-LV
iく夕`
#∠
架看･Li･Sだ
＼ヽ､
-~ 二二L:A二 二 :-_/-~~:I- 一 二二~~
ダ々
o? /a ) ,CS,加 ′JP I" 之 C3
/,･',
図 占-5-7 大佐町歳出状況
推知 〆17斗史
? ? ? ?
㍗
?
?
? ?
? ?
? ?
図占-5-8 大佐町の民望発
(症 ) ｢町会議jB鯨｣によb作成b
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(凄也万円)
以上大佐町の歳入.
歳出lこついて年度ご
とlこみてきたが,節
町発足から現在まIT
の全体的流れとして
どのようなことがい
えるであろうか｡ま
ず収入源は町税をは
じめ.財産収入,育
附金.渚収入などの
町独自の財源の占め
る割合は明らかに低
下しておD.地方賛
付税.国家.叔支出
金,町於への依存が
8割前後というのが
現状である｡ しかし
その使途は比較的自
由で町独自の方向で
いろいろなIqt薬がお
こなわれている｡中
でも錘林業,教育関
係は大佐町成立当初
から刀を入れておb
出林糞の振興,改良,
虹術や農林迫の拡充
の他,特色あるもの
として良案就艶物の
誘致 があげられる｡
また教育面では佼舎
の改 ･薪喪,公民館
設倍, プール埋設な
t'教育施設の充実がはから1LているDさらlこすすんで心近では道路必胤 福祉.医舟などの空清の
LR:化面の向上iこ力をいれるようlこなっているO
昭和50-5占年度
57-45
4ムー 50
(駈L'飾)
l
l
ヽ ヽヽ ヽ ＼ヽヽ ヽ
l /// l
/ /)
〆7g 占,/ ノJ. / a ♂9
図ムー5-9 大佐町の歳入状況
昭和 50-55年度
5占-41
42_50
l ′Jヽ~､
/≠:
図占15- 10 大佐町歳出状況
(3) 財政面からみT=過疎対策
大佐町がかかえる大きな問題の一つfこ｢過疎｣があるO大鮭町ではその対策として45年以臥
｢大臣町過疎地域振興計画｣を進めているo この慮興計画の基本方針は大きく2つにかすることが
できるoそれは産菜振卵と空所髄 の充契である｡大佐町の品幹産票は曲某,林乳 腐塵薬である
が･ これらを握興して住民の空所基盤の充実をはかることがまず必要であろうCそこで町では 44
年度以降也林水産選出を拡充し･ 44年蛙はそれまでの2倍の45uo万が計上きれ,それ以後年
鑑ごとに 1UUO万ないし5000万づつ増筋し47年度には 1億 115万を計上 しておD. 4 4
-47年度の出林水産其狩の歳出中に占める割合は 25- 28帝で戯高であっ1=Oそしてこの間 こ`
多くの頗林菜的係の即発がおこなT,れT=｡特に地溝朋尉 こ占0ないし80如 )･むけられ開発,取乱
改良野菜 - 例えは振興山村凸村政粟特別開削 了乳 仙北Lr2菜総合粕発射菜,流体営土地改良野
菜など - が着手されT=Oまた林業関係では林選慮興や･ 4a- 48年齢 こかけての林業僻造敬
啓野菜が進められた｡ この結果林菜に的しては･人工林郎 9帝,総裁 200- 5oold,林道姫
術 100如 達成しているOが･鑓兼振射 ま｢今後 に雌趨｣が残るとして,50年度以俺の ｢後期
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表 ムー5- 11 大佐町の出林水産業把
(単位万円 )
昭和 44年由相和45羽空姫和46年度 昭和47年度桓 和48年度 昭和5∪年度
蛙林水産薬,'α 45UD luO蕗 5275 1UO% 81U1100% 0ー145lODG 7占占5 100車 l7占98 10095
虚 業 Vr 5590788 5656lda9 511145.1 6占05 65.1 4485 585 10247579
林 業 .W 91U212 ld5951_1 299ロ 5占9 5512541i 5180415 745142.1
林菜 握頻 ■ 422 1152 897 466 548
頗gQ計画｣での継続が予定されている｡ この計画では新しく,中国縦Er道を利用して野栄園芸作物
の生産地としてすすもうとしている｡また一万,良薬だけに頼 ることなく,新見市を中心とする工
業排他の育成を進め関連企菜の大佐町への妨敦をおこない,町の発展をはかろうともしている｡
次に生活職 の元卸 こ朗してみると,この方面で町が力をいれているのに道路賛通網の軽騰があ
打られ , 44年度以降道路鳩染ilLが歳出中8- 15多と高い割合を占める｡しかし道路網の鰐肺
は目標の4牙の 1以下で ｢後胡麻興計画｣へ持ち越されている.道路交通網の紫鮎とともlこ笠新環
境の充実をはかるためlこ厚生施設の腰肺がすすめられている｡すなわら一5年産の公民館埋設(節
菜焚 2527万), 44年度の塵邦托却炉埋設(同505万), 48年度の保育所唾恐く同5770
万 )であるが.公民館,保育所に的しては. ｢後脳振邦計画｣に於てさらに周辺地域での設暦が必
婆とされてお9,塵芥粗野 に的しては45年度以峰菜箸委託となbその補助として年度250ない
し558万が計上されている0
歳 占- 5- 12 大佐町の土木潜
昭和44年度 昭柵45年度 昭和48年度 昭和47年度 昭和48年度一昭和49年度
I土 木 班 lE 2117 4002 509占 5257 5627 9245
土 木 管 -BJ!巧 645 1105 1550 1955 1850 2559
道 路 橋 梁兜 1472 2899 55dd 5281 5797 6684
道路新設改良㌍ 562 1818 2554 1858 2855
横磯新設改良怨 1429 899 188 1499 15ロ0
退 路 捕 集 此 700 400 780 700i 目 口1 2152
(荏 ) ｢町会講師僚｣ lこよb作成｡
管通通信の確立も空清環境の充実をはかるためlこ必要な郎菜の 1つであ9.大佐町は公社昭話の拡
大.有線放送府議施設の盤胎をはかれ ｢万全の逓倍体制｣というまでになった0
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4 4- 4 9年度に於て進められた ｢過疎地域振興計画｣では満足のいく結果が得られず.5 0-
54年度lこ｢後期振興計画｣がもたれておb, この計画では ｢前期｣にはなかった新 しい方向もう
ちだされ,50年度の予符をみても総務努の抑制,民王資の増大や怨林水産茅野の大幅増加一前年
度7981万が50年度は 1倍 7占98万となっている-など特散的な面もみられ, これからの大
佐町の発展を期待したいO (谷口雅掩,岸本半五郎 )
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第7葦 交 通 と 通 信
1 交 通
(1)道 路
① 概 観
大佐町はF湖山娘の西北掛 こ位放し.中国山地の越山に周囲をとりまかれ.取はお庭郡.西と掛 よ新
見市,北は鳥取県と境を接している｡凍西ム占キロメートル.南北 22キロメートJL,という南北に細
長い町で. この町の中を高矧 ILの支流である小坂部Jllが縦断している｡現在市街地になっているJrM節
駅付近の平野を除けば1000メートル鰍の山々がそびえ.山地の冊のわずかな利 他に娼帯が点在して
い:L7J｡
このような仙郷 ま交通の売淫をこぼみ.古くから｢交通四盛の地｣といわれてきた｡従って追跡 こ
別しても趨殻の余地に貧しく.多くの駿軌 迂路をとらざるを得なかった｡交通鎖恥も昭和の初i明ま
では牛馬にたよっていたが.Ul治以後ITB路の改苦.交通駒Fmの轟適に伴い次第にその様相を変えてき
た｡近年では利ヨ縦rf道建設や.大規模林道のプロジェクトJなど新しい受皿ネ'トワークの縫肺がす
すめられて. この町の交通は大きく変わろうとしている｡
② 交iAの発達
Iul勢的袋田から道路のUtl丑が非常に閑雅であt).古来の道路が畔をこえ等砧掛 こ沿った唆坂.迂路
であったことはすでに述べたが.Uj治以前の主要交血相は.美作と鮒中を右等ぶ作州街道の一鮪をなす
勝山一新見#,'iと.砧於.留艶から根雨へ皿ずるいわゆる大LuiEであった｡新見,脂谷方面からIfl梅部
の^矧峠を越レ｣､坂部へ.そして妨示畔を経て作州に入ろル-トは.現在 も県道新見一勝山線として
重要な交血路であるが.LD輪郭から小坂部のあた()は現在のルートよりも北仙の1.け照をinっていたと
いわれているし.小坂部から餅示峠へのルートも現在に至るまで何旺か変史されてきたらしい｡木谷
峠を越え祁掛 こ入り.河円をすぎて川沿いに小坂矧こ出.山奥.訂山を経て中国山地を越え根雨に遵
するルートは小坂珊一君山ralでは碇へルートを変えて.現在の県h北Lfq大佐繰.爪道大佐口如掛 こな
っている｡その他明治以前の道路の偲典は.図7-1-1に示したとうりである0時に小坂部から傍
示峠へのルートは.中世.近tは.そして近現代.現在地殻中のバイパスへと道路が現在にその変苛の
姿をとどめているO
明治以後.上記の姫西.南北の王幹線を初め逐次改Lfされ県iEiに前人されていった｡
一一119-
図 7- 1-1 明治以前の道蹄の概要
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?????
???
中壮の道路
近位のLm (書芸;二二 丁 2)
現在の道路 ('q共7-1-4)
現在槌設中のバイパス(写炎7- 1
図7-1-2 現在み られる道政の歴史的交遊
'L7揖 -/- 1- 1
永箇地区lこ戦ろ近牡の道断
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- 5 )
写f17- 1-2
永宙地区 に残 る近ufの逝路
'lJl:(7- 11 5
永r:A;地【よに茂ろ立枇G_-)jilLfl'i
巧ti7-1- 5
iLt.設rllのバイパス(永信 )
第11明県道(大正2年 )
○ 新見一勝山繰
'LI｣●与7-1-4 8J-DIの今こ矧も吉
このルー トは大佐町の中心部を東西Iこ横断する正賓な交通鞄であり.新見方面より田拾部に入 り.
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図7-1-5 fJi在の道路網の概要
県 道
町 道
･ 農 道
一一一一 林 道
･;:== 建設中,(大規模林道
は構想中 )
? ?ー ?
'･Lj'群 7-1-4 建設すすむrl凪縦は日動か道 (布葡付近 )
写共7ll-7 建設すすむ中国縦rr日勤卑近(布轍付近 )
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図 7- 1-5 中国縦皿自動中道に対する住民の肋持鑑 -rbII町村別削合
(｢阿新広域市町村圏屯備梢恐研究報告-u｣より転職 )
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(2)舟 運
甫瀬朴 ま,長さ12mm2〝感 の霜さは 1･1mもあり,劫が細長 く掛 澗 造は,幅 5- 6mの水
-w J" ′′qHJW叩 ~ 江戸時代初期から昭和初年までin船LTこ屯路
江戸時代に1時油虫したが中絶した勧捲
~~~--- 江戸時代に幽鬼を計画した船路
弥沢哲rW']山の交通 Jより引用
図7-1-6 江戸時代の高瀬船船路網
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^怖峠を越え小坂部川の流域に沿ってすすみ小南に於て刑部一路架線に合流し小坂部の市街を北進
し矢矧府を渡り.傍示峠を越えて勝山方面に通じるQ明治の末に巾負の拡大.勾配の煩和などの大
敵鯵が行われ.大正2年9月県道に編入された｡
0 刑部一高梁線 (現在北房大佐線 )
このルートは.小坂部の市街から南下しtfl冶部平松で新見線と分れ,小坂乱川の西岸を下り河内
に於て常岸に破り.布鞄をすぎ木谷峠を越えて砧梁方面に向う.木谷峠の急勾配を頒和し西方に迂
回するルートに破良きれ.県道に編入きれた｡
第 2期県道 (大正 11年 )
0 刑部一成羽緑 (現在劫永赤馬永島緑 )
布臓を凪点に刑部一高輿線と分れ豊永に至るルートで.主に交通四垂の豊永の生産物拍送の侯を
図るなどの目的で建設された｡
〇 千騒一刑部線 (現在千尾大隆線 )
小坂部と干尾を結ぶ点燈線として建設されたルートで.金藤において新見一陣山線と分れ醍旅に
沿って奥谷に入り.大匠山の西位をめぐり摺日原.天解を鍵て千屋村茶屋に至る｡このルートは.
それまで新見,上市を迂回レこいた距離をずいぶん輔 した.
o 升u部一根雨線 (現在大臣日野線 )
このルートは小坂部をaJ点とし.小坂矧 仙こ沿って]Lヒし山奥に入t).大井野の媒凱 赤松,
伏谷.君山を縫て四十曲峠の北方で国迫に接続する｡棚 や衝を(こ甘む沿線の貨物iE!輪上の正賓な
ルートであった｡
第5糊県道 (昭和 4年 )
○ 宵rj停串場一布戦線 (現在岩代方谷停棚 )
現在の道路は.これらの県道を柵として蒐適してきたものである.町道をはじめ多くの林道.盟
道が鮭備されている｡現道路の概要は図7-1-5に示すとおりである.
⑤ iEi路交通の現状と問題
現在の-直路網は図7-1-5で示したが,新見一勝山緑が町の中央部を横断し.国鉄姫新線と平
行して通っている｡そして北房一大鮭秘 .大佐一日野線が縦断するOこの2線にて線の県道が隣接
する市町村に迎絡して.いわば軸派の役割を果している｡これらの中で大佐一日野線は国道 181
号掛 こ迎絡し.根雨.米子へ凪じる鑑垂線であt).北房一大隆線は中国縦按iEi北房インターチlニ-
ジに迎縮する正賓線である.しかしながらこれらの遍路は巾鼻が狭 く.しかも簡易部袋のものが多
い｡又､地形との隣保からカーブや瞭坂が多い｡一方近年マイカー など串両の増加.経済尭臥 輸
送の変革などによって交通出が増加し.加えて革両が大型化している｡ こうした退路羊剛古と交通故
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の増加が.市街地の交通娯相や交通部故を引き起 こし蘇刻な問題 となっている｡ (表 7-1-1-
表 7-1-5参照 )
道路改良の遅れ.交inW敵の増加 ともうー っ交in確保の側屈があげ られる｡大佐町内の唯一の追
払交凪機隣は.備北乗合 自動串株式会社によるバス遊行であるC現在は.刑部か ら大井野.布轍.
新見方面への俊がそれぞれ 1日に4回遡行されている｡しかし侵近の人口減少 とマイカーの普及に
ょって.乗申率が年々減少 し赤字経営 となっている｡ このため昭和 40年代か ら遊転ダイヤを減回
し7こり.休止 したりしている｡とはいえ5路線あわせて 1日平均200人近い利用客があり.住民
の足を催保するためにバス遊行の維持が必要である｡
表 7- 1- 1 県道巾且則男延長 (単位 yl)
路 線 名 改 良 防 末 改 良 計
5,5ln以上 4.5m以上 5.5m以上 5.5m以上 2.5m以上 2.5疎 桃
新 比 - 肪 山 4,9占8.5 1.4415 555.0 789.4 644.1 64.0 8,244.5
大 佐 - 日 野 555.4 1.881.0 2180 4.04aO 6,485.7 5,955.5 17,1D4.2
北 房 一 大 旺 589.8 417.7 占エロ 2.558.1 2,800,1 2.095.5 8.124.2
千掩実 - 大 佐 149.8 115.7 270.6 2,815.5 5.087.l 1,684.2 a,120.9
千 鮎 - 大 佐 iO lad.5 55.5 55.5 8ヽ3a1 - 2.占59.8
岩 代 - 大 佐 5.i - 7占.0 76.0 88?.5 1.024.0 2.29aO
大井野-千掲花見 - - I 491.0 1,dCl7,0 2.105.0
汁 a,072.1 4,044.2 99占.1 99占.1 18.215.610,410,0 48,占54.占
(胸和 50年 11月 ｢交勉白ut 大佐町 ｣より転職 )
塞-/1112 町道鮭僻状況
I区 分 . 実延長m.A) 面 悶 改良済 釦盗済 白交 im 防設肋 巾鼻 改-良 舗装 自動嬰至 備 考
延 長 延 長 不能道 延 良 Tn 翠 率 血不能逝比率
l〝㌔.03)I1 m.(C) m.㈹ 延 長m.助 I.)2.(F)心 i阜 i阜 飾(芸)
大佐町 91,000 250.000 4.100 _554 25,877 02,7 4.5 0,426-2
櫛 似団 体 150.722 425.5D2 ll,469 6.800 84.685 790 2,a 7.a 4.550.8S.475月51日
l哨山県中 也 254,545i 840.795 27,791 55.157198.578 958 2.5 9.5ll.855.a
全 国平 均 270,71占 995.221 49.925I 4D,180 89.72D 2,04占 5.7 18,414.835.1S.475月51El
(公共施設整備状況別口ポロ495月 51日現在 )
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衷 7-1-5 大佐町内自動申保有台数調査
区が ､ --＼ 空 軍 S4占年 47年 48年 49竺_⊥I 50年
バ ス l S 1 1I 2 5
普 通 四輪-卜ラl,ク 20 25 26 ! 52 41
普 通 乗 用 串小 型 -一｢104 l 107 115 156 1占7
'9⊥ 520 574 ! 482I 576｣
特 殊 群 5 6 7 i ,5 15
小 型 三 輪 申 一 ∈ 一 4 7 4 ｢ ｢
軽 四 乗 qi 17占 1 177 1占1
軽 四 貨 串 l 215 25T ~~｢ 言⊂ 工 292 508
自 励 二 輪 右~~T Lー ~15占 l 114 ▼ー-一--一.~■一･.~105 98 86
= 互 亘 ~三 七 二T fm .㌃ '- I-285原 付 _ 柾 596 一 一 4,2 45 255 1 258529 5占7
(拡RL周税務部賢科 )
衰 7- 1-4 大佐町内県埴通行iWは王
J区 分 l Wr見-勝山線(勅部地内 ) !大鑑一口野線(しの碍 ) 大賢諾 線 t(]悪 霊
ls4空 し49年 52年 4日巨 49年 46年 霊 宝 E3 -歩 行 革 1.150i 952 699 15? 84 258
自 転 軸 川 -T 324 日 7 150 148 4 54 17dl ‖
馬 申 Z 2 1 占 5 9 0 1 l o
オー ト バ イ f50;-3盲d6 5-.0l ll55 178 21 22 196十 宕 861｢｢ 丁盲有 司 ｢ 首 ｢7㍍185 15? 9 59 40 5□
1普通 乗 用 申 王594.TJロ .1 117 220 55I 75 ー95 254
バ ス⊥ ol 20 10 5 0 0 4 16持味申 18 ` 51 1 27岳1852 2 4 2 117
普 通 トラック 116 154 l2ロ6 15 46 22I918 49
ラ イ ト バ ン 1 158 280 - 58 68 0 5ム55 102
小塾 トラック 255 520 い 91 82F 98 52 2891110
堤物軽 トラ'ク 1 514 日 72 : 255 l '08 112 54 26 108 10占
(順和 50年 ｢交通白flJI･大佐町 ｣より作成 )
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表7-1-5 大佐町内の交通事故
年別 区分 件 数 ;- 対比 死 者 前年対比 侮 者 前年対比
S 45年 14 J 0 - 16 -
46年 15l - 1 0 - 15 -1.
47年 17 +4 8 - 21 + A
48年 15 - 2 0 - 22 十 1
(昭和 5 0年｢交流白ミ少大佐町｣より転職 )
④ 対餌と将来への梢想
道路匙僻の対解として,県道については市街地でCJ交通鶴相の解消のために,新見一勝山線にバ
イパスが建設中であり,その早鵜完成と励道昇格が望まれているoその他僻北台地幽発建設邸菜の
一環である大佐ダム建設に伴って,付帯県道の趨設も目下進行中である｡町道,出林道についても,
/E活上電資なものから噸次整備が実施されることになっている｡
交迦安全の面からは,当面道路並僻と並行してカーブミラー,擦泊の増設,塔切道拡巾,防.%冊
の没田などの対韓がすすめられつつある｡
バス交泡対韓についても,町貨から補助金などを出資して逆行を幽ることが考えられているO
将来への佃規 として位も大きなものは,中国捉段通の組通に(娼越した交池ネ,トワークの整備で
あるo中国縦貫道は大佐町の神海,戸谷あT=りを姐過し,町内にサービスエリアと2ヶ所のバスス
ト'プが建設されることになっている(写兵 7-1-8- 7)｡しかし,大佐町がLFl国縦口迫と虐
按に結びつくというわけではないので,町民の期待感や純減後の交通変化の予想があいまいで,そ
の方向づけが十分にできているとはいえないだろう(図7-1-4- 5参殿)｡けれども北房一大
佐紙の改善釦袋,主蛮県道への昇格など,LF.国縦EI迫へのスム ズーな交通を図るための計画がすす
められているC
その他.葺き若林レクリェ-シ｡ンエリアの盤鵬と田内の循環交通ネ,トワークの盤僻などを目的と
する大旗換休祭政開発-91菜の一瓢として,大規模林道の榊憩ができあがっている｡ これはまだ榊憩
の段軒であるが,完成すれば大佐町,新見市,神郷町を結ぶ横の交泡が近密かつ円桁になることが
脇符できろだろう｡
以上みてきたように,古くから｢71通四基の地｣といわれてきたこの地域が,中国縦fI道を一つ
の基軸として,より開放的な新しい道路交通ネ,トワークを盤鵬しつつあるといえようO
(宗時干恕子)
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路さえ開先できれば,かなりは敵流でも上下できるものであったO これは.古代より川を逆のはっ
ていた悔角が,中牡になって急流を上下するに適 した糊選に姿を変えたものと考えられているO悔
路としての減戸内佃,県北の豊かな資軌 そして吉井JlL･旭川 ･苗梁川という三大河川にめぐまれ
たr'W山県地方では,早 くから南北を結.i･旅範として河川が朋党きれ,高瀬舟が防拙していた｡角倉
了以は座長9年に吉井川の笛噺舟を札で,大堀川 ･田士川 ･天聴川の水路を開き.内陸に孤立して
いた地方の物資を渦で海掛 こまで運び出すの化成功したと言われている(図 7- 1-6)｡
① 筒梁川の舟運
朋北一章削ま山岳が避なり川の沿岸 も漸崖絶壁で.古来よt)llI馬による物資の往来が不日由であっ
た｡そこで,自然に苗簸川を利用した頻遇が江EIされるようになった. 14枇杷初頭には,成羽川
では成羽 (hr梁川本流からdkJ牒前 90,Jl)まで.小田川では矢蛸(本流から12h雌花 20m )
まで,本流では高梁 (河口から40加機甫 85Nり まで通航していたと考えられている｡近世に入
ると,大名が領恒の産業開発のために醗通路のbI自発lこ力を注 ぐようになった｡nLLl櫛壬水谷勝陣は,
正保元年 (1644時 )から承応元年 (1652年 )までの9年関にfLL梁一非祁 14kJr.井拓一川
之搬 12khl(正保 2年から),川之砺一新見5kJF(段安 4時から)と3L馴こ分けてF)u発を実施し,
水谷勝宗は政文 11年 (1671年 )浅口耶船縫付 (現在の紛馳町 )一玉島 8bをPi椀 した｡それ
から昭和5年 (1928年 )伯備線が全並する頃まで,前菜一新見10の乃路は,拐吊ヒの年日米 ･鉄
･木炭 ･木材などの産物を玉島にまで遊び出す稚血路としてⅢ袋な役割を果たし, 拓概弗 もおおい
に帝位した｡しかし,現在では,鉄芯職送やトラ,ク愉送が発達 して姿を糾し,砧幹J廿河岸の台や
碑や何軒城跡に音の髭栄がわずかにしのばれるだけである｡
② 小坂書机lの内遊
大佐町を流れる小坂部川が,出惑.伯鵬地方の出物を内海に運L'成短距礎 として注目されたのは
江戸時代 も末畑の頃であった｡安政 5年 (1858年 )9月,松山･新見一合赦 ･小坂部の諸亨剛 ;
合硫して,'R d年8月から良応 5年 (1847年 )までに矢数相済松一小坂都間の水路が開発され
た｡しかし.規模が小さく,Ilは水虫にめぐまれないために,内遊だけですべての貨物を遊ぶこと
ができず,その用を十分に架たしえなかった.そこで,川に沿った陸路を紬莱 して内遊を祁おうと
計癌されたが,その計画は猫末の混乱.tnにうやむやになった｡その後,秋水で舟路が怪盗したが.
修理するに道もなく放圧されたままとなった｡やがて,川沿いに広い道がつけられても,碑や汽群
による峨送が始まって,舟運は頗威してしまい,なこ f)す ら見つけることはできない｡
参考文献
r阿哲郡史 J
藤沢晋 r矧山の交通 J 昭和47年
なお,苗甑掛 こついては,上記 r開山の交通 J参照.
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(3) 姫 新 線
姫新鰍 ま,作節線 (東坪山-新見)とlAa枠線 (姫路一津山 )が全線開通して改称された鉄道であ
る｡大正 11年 (1922年 )に着工L,昭和 11年に閑過 したこの姫新線は,対外的には日碍 ･日
柄軸争に勝利 して柄州に乗 り出し,対伽 tJには,第一次世界大戦後a)好銃先で資本玉虫が著しく発
展 しつつあった当時の日本を背景とする要求に応 じたものであったO現在では,県北を京阪神に結
ぶ線として重要な役割を果たしているが,爪北の過疎 ･産業の-I=ちおくれ,中国縦市道の幽通 (道
路の頃執附)などによって.赤字ロ-刀)L/緑としての悩みをかかえている｡
① 姫新線開通までの沿革
明治5年 (1872年 ),官営iji菜として新橋一俵浜間に初めて鉄道が敷かれたOそして18年
後の明治 15年,東京一背森にわが国初の私鉄E]本飲潰株式会社が設立され予想外の好成約をあげ
ると.猛烈な私鉄ブームが起こった｡ ここ県北でも西実鉄迫株式会社が津山一追分の鉄道敷設に乗
り出した(大正 2年 5月 15日)｡が.第一次粒界大磯後の不況や役員の不祥即(牛などで放解され
てしまった (大正 7年 7月10日解散 )｡しかし,鉄道の倣殻を塾む県北の人々は,福井三郎代議
士をたてて爪北に鉄道を敷設するよう訴え,大正 占年JC)第 40回国会で軌l｣一新見の鉄道数段が決
定されたoこの決定に従って国は,西乗鉄道のtJf菜 と権利を10余万円で買い取り,458万円の
す卯を得て大正 11年占月より津山から'rJ工したQ大正 12年 8月21日坪山一追分舶通.大J:15
年 5月1日追分一久世脱油.大正 14年3月15日久世一中岡蛎山の工Iiiを終え鋼業 と順亮馴こ工郡
は進んだOけれど,勝山以西の月LfHmこ沿って郡境の傍示締までは,河の曲折が激しく河谷も狭く
て険 しい私に,トンネルと鉄橋を連ねる必要があり工-19は非鞘に馳難であった.そこで,工群の容
易な新見からも泡工するi:うに計画を変更し,大正 15年 1月に新見一土井LD工郡の受け滋Lをし
4月から起工,昭和 5年5月に土=を終え11)｣から軌条の敷設を始めたOそして,昭和 4年 4月
10Elには新見一岩山の営業を柑始したが,これを作肺西線,一方の緋山か らの線を作僻東独 と呼
んだ｡作鮒瀬緑は,tltI和5年2月に勝山一月肘の工小を起工した(紬退職和 5年 12月 11日)0
また,lrlJ年 10月｢F頃 には,トンネルの位 も多い月田一宙原 と富原一刑部を申区 ･乙区として工Ti
を槻始したoA立役に残 った刑部一岩山は同年 11月に工ij3の受け渡しをし12月に着工した.こう
して,作俄常緑と作旅四線が全通し作僻繰となり,姫枠線の全通を待って昭和 11年 4月8日姫新
線が全通した(図7- 1-7)｡
参考文献
r阿哲郁乾 J
藤沢暫 r閉山の交通 l 岡山文庫
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明治51年 12月
21日営農肘始
Ll般本椴 明治 24年
剛拾57年
藤沢 哲 r開山の交過 )より引用
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図7-1-7 姫新線開業図
② 小坂都駅
暇和5年12月11日に辺幅留美を開始した作節線小坂洗駅は,l旧和 11.年4月8日姫新線小坂
部駅となった｡fU･1山県阿曽郎大佐町大字小坂部 2.506の2,締高 540m.姫路より14 1.15
kかこ陀旧する｡小坂部駅臓殻以前には,そのあたりは.｣とに500mのはったところに小坂部の宿
掛 まあったが,山旧地の田蜘地で僅かな人家しか見られなかった｡そして,林産物1｣比産物はすべ
て西の'LLll駅まで捷物日私印で迎銀していた｡けれど,小坂部駅の網漁後,小坂部の町は活況杏里
し市街が形成され道路が新設され伐客の雑故地となっJこO殊に林業的族の出資が盛んであったか,
退路が挟かっT:ので,山から刑部駅までの迎細はすべて荷馬上恥;利用されていた｡u撃つ礎 (唱和
12年)が勃発すると,町絹物於と王拝隊檎送が増加し駅勢はさらに活気を里した｡太平洋職争へ突
入すると姿見不足を女子机貝採用で祁った(附頒口19iFSJ｣)o股批後も,物資の不日li]な時代の
Tlい出し/d'どに盛んに利用されたが.石炭が不足したために列Itiを削減したり桑川券の発売を制限
したりして役員輸送に封め(=｡朝鮮此乱の甲'di蚊気TEとで個和50年頃から経済が擬調するに従っ
て.薪･炭 ･木材の悶鼓が蛸加し田物抱送も著しく噌)jLIして,出世を抑制するほどであっT=｡この
ように.9P,lJヒの発嘘を荷なって清純LTL姫新線も昭和52年ころから代物輸送が激減して貨物収入
の面に大きくひびくようになった｡それは,偵物日dib巾が鞍及して,近距離漬物が自動車幅送に変
わってきたためであるDまた,utl和 50年4月21日に新見一大井野線.同年占月1日新妃一布葡
線の仙北バスの朗通も乗降人比や
旅客収入に彫雀を及ぼした｡さら
に,由良成長に伴うガス･屯i(t･
新睦材の普及は薪や炭や木材など
のif物激減をもたらし.ローカル
線としての悩みの深刻な現在であ
る(写其 7- 1-8)0
小坂部釈放のr営業成掛総括樽J
より小坂邦駅の駅勢の変詔をみて
みよう｡図7-1-8,図 7-1
-9,表7-1-6を鼠ると伯和
40年をピー クに乗中人ilが破少 写fl7-1-8 刑部駅 (1976年 )
していることがわかる｡また,図
7-1- 10.表 7- 1-7,虫 7- 1-8からは,岱物の発送 トン数や収入が敬後から昭和 50
年前後をピークに減少していることがわかる｡ これらの図表から舶北の人々の勤行や産箕の変遷を
つかむことができると思う｡
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(小坂部臥r営業成功総括蒋 Jより作成 )
図7-1- 8 小坂部駅の乗申人見の変毒 一昭和 5- 50年-
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5(耶 u) 10 15 20 25 58 55
図 7-‥ 9 小坂部駅の乗車人員一陣者人見の変逝 一個和 5- 57年-
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轟 7- 1- 占 乗降碑人il表 一小坂部駅 昭和5- 58年-
一一＼項目 乗 申 人 見 降 車 _△ 艮 乗 串人 見
年度 ■＼. 定欄外 定 舶 計 定期外 定 期 ' 計 一陣串人月
昭和5年 4,644 1.587 6.251 5,555 1.587 7,14D - 909
8 2■?,占0.0 8,854 58,454 28286 a,854 57.120 1.514
7 25,5ム7 9.928 55,295 26.ロム1 9,928 55.989 - ム94
8 26.972 10.440 57,412 24,855 10,448 55,295 2.117
9 27.085 10,147 57,250 26,426 10,147 56,575 占57
10 50.4ム5 ll,544 41.811 51.575 ll.546 45.251-1.440
ll 55,591 12.110 45,501 5Ll,707 12.110 48,817 - 1,518
12 54,125 11,口90 45.215 34,770 ll,090 45,8ム0 - 845
15 54,749 12,0占占L 48.815 55.486 12,086 50,552 - 5.757
14 45.02占 12,155 57,181 47.457 12,155l 59.592 - 2.411
15 49.974 18.770 占8,744 50.885 18.770ー ム9,占55 - 891
1占 54,011 20,527 74.558 54,口23 20,527 74,5507010 8.086 12- 2.207 48875 7010 5884 1.07ム
18 49.555 52,407 81.760 5も005 …7:,::5日 狛 妻蔓o:D:;82;三日 52.;352 5.4,555980 129609 594
19 40.848 57,99占t 78,840 59.584
20 42.892 45.570 88.2占2 5?.898
21 90,2占4 85,295 175.557 78.840
22 70.757 占3,898 140,655 71.504
25 77,24 5.9占0 155205 75,649
24 68,754 62.ム65 129.599 占5.506 …852,'8:…… 1.……三…三日 ,:…Z7…2≡ 周 ヲ 95 6三,喜…三 125.74051,858 Sd.08841457
27 ム5.457 81,451 144.868 70.088 81.451 151.511 - 占,645
28 86,542 88,4占7 155,009 67.918 88.4ム7m , 占2l 15占,5856890 - 1,576219 占7920 99 2 ふ7.582 ム?441
50 ム8,108 94,019 182.127 占8.212 94.019 ld2,251 - 104
51 70,168 91,.576 lil.544 69,945 91,57ム ld1.519 225
52 72.299 90.107 1占2,40占 75.000 90,107 165.107 - 701
55 75,015 98,892 17も905 76,551 98,892 175,245 - 1,558
54 77.925 101.228 179.151 79,159 101.228 180,537 - 1,256
556 ;器 日 :8,,::Z 18占,271 77.584 108,925 18占.287 16
70,474
84,575
85,5占5
85.910
78,OCr8
77,485
78,占79
77.5占2
75,991
75,840
87,508
占7.9占5
54: i d'6.5;4'
128,508
155,775
128,845
158,857
155,016
145.554
147.5占1
158,550
158,9占9
115.227
112.985
110,781
115,588
105.055
198,782
218.148
214,210
242,767
251,024
225.017
22占,229
215.712
214,960
189,0占7
180.491
178,746
184.7占4
1占9.587
201,448 - 2.dd4
(資料 :小坂部駅 r曽菜成約総括縛 Jより作成 )
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図 7-1- 10
ODO(刀ヨ)
15 20 25 50 55 40 45 50(昭和 )
小坂部駅の貨物尭送 トン数と貨物収入の密丑一昭和5- 47年-
(資料 :小坂部駅r営畢成舶総括細Jよb作成 )
一･140一･
表 7- 1-7 貨物発着数塁 一小坂部駅 昭和5- 47年-
(野科:小坂恐駅r営業成統総括蒋｣より作成 )
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衣 7- 1-8 逃場収入の変遷 一小坂部駅 昭和 5- 50年- (単位 :円)
出札 .改札 手 小 荷 物 I 貨 物 収 入 ロ 計
昭和 5年 5.040 131 2,289 7,460
a 15,550 占01 12,Dd5 27.996
7 14.60D 占25 9.517 24.54〔〕
89 14,gvd5.98 … ‥‖ :95P,≡;; 24.96050 98
10 15.575 671 14,095 50.159
ll 17.948 1 7〔11 15,5占5 54.212
12 18,1〔19 718 22,922 41J49
15 20,525 787 51.911 55.225
14 25,9占1 1.155 41.502 dd,616
15 50,027 1,455 56,254 67,719
18 52.991 1.618 55,550 占7,959
17 59.102 1,825 50,979 71.906
18 49,760 1.7 19 29.757 81.25占
19 52.998 1,占49 l 26,024 8〔),671
20125487 博 狛 博
28 5.207.565 209.990 7,816.27〔l 15,255,625
29 5,575.690 210,680 8,461,910 14.046.260
50 5,228.257 254,710 8.850,750 14,595,697
512 5.288.2576,444,1 8 4 271.7占055719 7,187,4808.955.978 15,222,202.757.544
55 6,900,940 54D,046 7.029.590 14.270,576
54 7.555,919 5,占15,560 -
55 7,702.占45 555.620 4,SOB.950 12.547,195
5678940 i 9.547,497 458.51510, 14221 6544｡ll0 5 4 5 6,15:2 : :oi,5三68 - ;喜3≡; ≡ 15.548,4724.526.540 104.2017, 506 99 57D642,1 819025
41254.日 15,841,0406 1.4D58.520 129 5228D2149760.三; ,5:冒三呂 !I用 侶 落 日 :952i2蔓…,;Z…1.299,120 2.749.810 22.96080
48 l950 20,521Jd50l5 62,215 事4.780.96 I 1.日 D.510 21.981.960;諾 諾 l ,:喜5;,…55
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敦 7-1-9 主要品目別発送 トン敬一小坂部駅 耐和5- 47年- (単位 :トン)
/J:[;慧米 夏 薪 木 炭 木 材 アベマキJ皮 こん 一家番 に<+ 鉱石 その他 合 計
昭和5年 50 6Dd 249 162 8 5 57 8 0 158 979 41;… 十 三164 72i; 闇 甜 … 喜 : 50 750689 2.20f】i1,28…," ,::941 457191242, .5:ZT;3'6,57" 恒 8.65i7I 】57占22192689･2帖814547〔】 549 12.8D802 1, 151 28 41,4 5 562
19 158■550)20 91D IJ410 7.510 1,400 11.808
2〔) 1〔=1 1〔】5千三 ㍉ +6 52 4 r D ..:2Z 1.:4:Do e.:0-52占48 ,541 8,750 ∴ j侶 1,700 7.占50.8 18,6559 577917 4 44668 6019占 22124 18
27 75 15 1.178 1,454 7.490 97 1.158 11.645
28 55 529 4850 211 7 2842 7 60附 喜……,;5 1497825 Ⅰ引 Ai i 589 11.240370 270712 12894 9,95,占 705.0 58 51805 65 4 2r264 47
(資料 :小坂部駅 r営繋成郎総括滞 Jより引用)
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③ 田治部駅
昭和5年 12月11日,作備線開通と同時に,小坂部駅の誰筋として助役以下5名で営業をBt]始
した｡駅勢の活況によって小坂部駅長の兼務を願止して萄任の駅長が宕任し,よくその役割を果た
した｡けれど,自動串の普及や県北の産物の'.J/3要減少など時代の流れの中で鉄道や駅の合理化がは
かられ,現在は細入駅となっている(表 7-11 10,衷 7- 1- ll,蓑 7- 1- 12,表 7-
1- 15)0
表 7-1- 10 主要品目別発送 トン数及び新発if単数 一丹治部駅 札'.和5- 51年-
■＼､-.滞 日 綴目別トン数(i) 取扱if単数(台)
年次 ､.＼ 木 炭新l木材米麦jJこくそC元1.言｢†扇面到森巨
--.1昭 和 5 年 54 11 11
6 5 5 10 558 15 L 占2 64
7 5 4 27 占25 1 104 79 75
8 2 8 55 7占4 占7 117 112
9 95 15 1,114 15 169 141 159
l1□ 172 29i1,250 J 54 505 1951 191
11 155 ldI1,276 10 28 85 20占! 2｡占
12 160三日 享 ,705r2'.589,: :50 201:8 H ,::,11…… い :2: 241 108寮1:,of .5. 27dJ 277L ……三 :4…三情侶 1551 1544 45】 509 5□90 16 82 298 9l 4 7
17 f" 58 78占 250! 979日 20! 541 1 両 79 20
19 ; 7552 0 1 521描 柑 …… 52J .1:轟 15 i 5'巨 三'251占46015 1 122850756I i .::
(資料 :小坂部駅｢営菜成繊総括符 ｣より引用 )
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表7-1- 11 遡愉収入の変選 一丹治部駅 昭和5- 51年- (単位:円 )
軸で＼ 旅 客 収 入 1位 物 収 入 l 合 計】 出札 .改札 手小荷物
同和 5年 954 15 204 1,171
6789 ≡:4…日 .……I5,289 121 圭汗 …享4.141 F 8,215
10 4,口51 159
ll .922 52
12 4,815 161 7.092 12,Dd8
15 莞 日 章… 8.928 14.795
14 15,260 20,0占2
15 ll,902 19.889
1占 7,911 18.695
17 ll.41占 一 568 7.641 19.425
18 14,852 ム97 8,985 22.552
19 21,129 770 8,479 50,578
20 50,518 1.679 6,752 58,947
21 87.872 2,109 1占,568 108,149
22 薫 日 量享董喜 101.556 574,090
25 410,941 924.170
24 634.270 1,790.056
25 1,858,49Q 2.955.25024di920 5,8 0,9 9も T2515 4 475074224J =〕. 401.24 64 6 5
267 E l..:5,;.,a;; ! 5.:,:,O:
89 1 2..6::,:205 I :0,,.;;5
50 2.275,241 4的 85 4.806,420 Z 7,151,146
(資料 :小坂部駅r営業成縦総括符 Jより引用 )
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表7-1-12 乗降中人n義 一丹治部駅 【l朋u5- 51咋･-
＼ .舶 来 申 人 見 I 降 車 人 員 恒 人見
棚 ＼ 連射Ir定脱l計 L 定朋 外 定 _l調 計 Li蛸 人見
Wi和 5年 5,252 178 5,410 5,275 178 5,451- 41
.日 計 針 招 2.584 14.592 1575,1 5 5,62 7 051 8 0 - 488 l l 401 511占74 I 79 7 4
11 10,841 5,571 18,212 E 10.851 5,571 16.202 10
:2, 1.::≡: ≡;5,日 ::8,;58 l .lこ.;0,≡ 6,752 18,557 290占.2 7 202 9 79
日 三……. :5,::S:2 品 葺き喜重き1.｡ :::o;; 14.,8. .225: :.5雄 …描 喜………2占 4,004;7 25,288 14D044 占5,552 288 5.852 21.7占5 225a,5 4 L 48571- 591:I:…三 ;09',;::L ;,8;吾 妻重用 莞2 :2:7 日 ; ;昌 9471,7 45.37!?'iZfii ! di,ifiiZ ;752重!
(氏科 :小坂部駅r営認成概総括帝 Jより引用)
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表 7- 1- 15 貨物先君歎丑表 一丹治部駅 昭和 5- 51年-
･､.項目 発 議年次 誓 慧 上 申 書 計 (i, 塾 宕
小口扱】 車 扱
耶 訂 ;it…
- 冊 苛 ~…… ………
8 102 ー 9 2 1 892 994
1日 :三,5 .1… ,61 192 84 1,406.79 057 一.52119 7J 4 2 821 1 44l 5 1 19 185 26726 550 4442 249 5951 8 7 182 261 2 5ム 22 8 2, 5
15 201 5 27 5,07 14 54 44 927汗 描 …蔓書 5.2 7 24 li l1 8 一82925566 l 189 18 197 566215 7 1 884 4 5 5 4 77 4 i 0 6 6951 57 CL dd96 2 1 5 411.2 2 5 0 25
…上 喜: 1.鳥 目 ……… ! 51 1 1 2 7 4 525廿
25 41 189 2,680 2,721
24 55 171 2.559 乙574
25 52 5CL5 4.474 4.506
(許料 :小坂部駅r営業成約総括蒋 Jより引用 )
(4) その他の交通機関
(か バス
現在 (昭和51年 7月),町円を廊北バス (大井野一新見 )が走っているが,1日2往鮎で10
人ほどの利用者しかない｡
② 車両台数の変確は,表 7- 1- 14を参照0
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衆7-1-14大佐町の交通手敦の変遷
性大1!5醐さ10215242526.,OL5.■5257
1. 荷 車 1〔】52｢一8輩8甘 酢 7司l2. リヤカー
5.午.馬埠 74155291-ーT52!2,日5表芸み5)7-2412420I4iTi! it184. 人力車 12
5. 自転車 !2154;2.Di459回 574547!1,20.,2,5.ilJ2.71一2.5
6. 日 加 自転車 一｢ I 1ーj21 2012412~二2
7. 日 湖 二輪串8 原私殿付自転串 I
iI 767占775I
?. 樺l∃軸申(.四輪佃) l2556
o(三輪竺⊥⊥I 1 ･tBrT二, I
101m 削 普通 ) ⊥I1 i! i 一.丁｢nll ｢ー■-1
･V (小型 ) Il⊥IL !rTL-.
ll.掛 かLi(尊池) 一.tl｢IIl._J-.ttl1515!｢ト･y 小削 ● 11. '量--+I12.以 排 用 l l ! tI
I
注:7･89･10･1l15114の伯和57-45年,F袖山県市mI村勢要覧より
1･2･5･5lL8･10･11･14･の昭和5D～55年,現勢調査縛より
2･i5･のutJj和24-26年,刑部町勢激発 (昭和24年発行 )より
910･11･15･14･の昭和45-51年,阿哲地区自動車評釈台数一指蓑より
空自は不明
( )っさは岡山県市町村勢要覧よ匂いづれも作成｡
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I一I l ! l
Il 1 lIll I lI l
l ( ll l IJ J I IJ l
iI 1 1 2〔ー0 14
19 28 18 I1 1 I 141 I
80104l151 T.2-/汁.2rd'144dlf45446)608!(89Q821(775885J20 (825977 887)920 I(9当(871f872,ド叫9可41･55 55巨 ,I 守 08. ･240(5.515 4 54F44lF I 12I 1 1I 2 2 β)ll 4 4 4 54 8 41 51 2一 一 5 19(711】1 4 0 f 192l520574 4825692
iil 7.l 7I 7 20 5 5 44巨 9 7?(8270) 20 25 28 52 4540156tiI i24 24 l24 87 ' 7 4l l219i286420 roO.)104 107一｢'5 15占l164
8 10 I･う 49喜80l l94 1 1 7卜29 17 4 ー781801 '87い 77… 148141
! l i 4 aI a 47.4ir20'5; 5il 占. 7 15 14l 15
2 通 信
(1) 郵 便
① わが国における敢便制度の発展
明治維新後の18a8年 (明治 1年 ),新政脚 立,広く皿倍や迎鴨などを統轄する民部省のもと
に｢駅遜司 ｣を設置したが,しばらくは江戸時代の飛蜘制皮がそのまま踏製きれていた0
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明治3年6月.前島密は｢新式郵便 ｣の立案を省誌に投出した｡この前島密の出現によって,
わが国の郵便制度は飛躍的に近代化されていくことになる｡前島の立案に基づいて,明治 4年1
月24日太政官祁告が出され,5月1日から東京と京都及び大阪とのLJE.Jの蘇海退糾 ､にL=lI状薙箱
が設問きれたり郵便切手が発売されたりするようになり,ここに近代郵便部業が別来されたと言
える｡明治 5年になると耽t更規則も発布きれ,長崎.歯飴などの野蛮郡fTlやその他藷都市に郵便
網が完成され,1iF状のみならず斬Ⅷ･印刷物 ･舶俄 ･商品見本も郵便物の取り扱いを受けるよう
になったoujJ治る年には,飛蜘業者による信田送道を仲止し,政府が埠便制圧を寄留したoまた,
市内･市外･地方別料金を全国均一にしてrTJ納させることにした｡ これによって,近代郵便制姓
の実質的な基礎が確立した｡
純いて,郵政の拡充がすすめられ,IlJJ治 1占年郵便条例を果して,替地郵便を四位に大別して
全国均一とする他,郵便局長の取り扱いを改めた｡明治 18年,郵便業務の拡張により,逓信省
として独立し邸任と屯信を合同して経営するようにした｡さらに,明治 25年小包郵便法を施行
して小包郵便を剛始し,明治55年には郵便法や鉄逝船舶郵傾法を発布,明治5占年小包郵便の
距離別料金を頗止して重出別に料金を占等に区分し,明治 42年には京都一概択 (2月),京都
一大阪･神戸 (4月)に速達郵便がBU始された.
このように田内で郵政の近代化が苅々と進められていくのに平行して,揖界と溜接な幽係をも
つよう努力された｡明治5年,仮〒枕汁郵便の制が定められ,繊浜･鳥相 ･神戸においてイギリス
'アメリカーフランスが設けナこ郵tul局に併合して外国郵便｣二俄 を行/Jうようになったのが娘初で
あるo明治 9年には,上海にEI本郵便局が設足され,明治 1u年に万国郵便迎合か創立されるや
ただちに これに加入し,以後,内外にわたる郵便制度の皆及をみるのである｡
日木の近代化に大きくf7献した郵便は,搬後のL脚]24年.逓信F3が廃止きれ,郵政だが発足
して面目が一新きれたL-.そして,郵政改革の努力は今日もなお続けられている.
③ 刑部郵便局
(1)沿 革
明拾8年に政府が郵政を専掌し,各地に郵便網が捉えられていったが,阪部郵便局も明治7年
12月1占日に玉等郵便局として開局きれたo初代局長は宮原光三郎氏で (明治7年 12月 1占
日から明治 12年 2月 15日まで),小坂珊村･永tJ村,小雨村･山奥村･大井野村のTlケ村全
区香典配区域として定規-tJj務を行なった｡明治9年9月1日から出願那共匪郵伸局(現在の勝山
郵便局)との胤に郵便飽線が敷かれ,揖庭から奇数日に小坂部にやってきて新見から来たもの交
換するようにな.,たO明治 12年2月15日から宮原氏に代わって西谷巷太郎氏が局長となった｡
また,明治17年5月28日より貯金む紡 も的始した｡1刈拾 19年5月25日に三等郵便局とな
ら,阪部郵便局も郵政の拡充に伴ってその農務を増していく｡明治 24年 2月21日国内為替取
り扱いl用軌 明治28年外国為替収り扱い閲始,明治 55年 2月1日(刑部郵便愚磯のr資料 j
による日づけであるが.r阿哲郡昧 Jによると明治52年 2月1日となっている)小包郵便取り
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扱い開始,明治 41年1月 11日小阪部郵便局と改称する他,屯報取り扱いを的始,大正5年 10
月1日間易保険･郵雌年金のfl儀開始 ,はば現在のような郵便業務を行なうようになっT:｡その間
に,局長が明治45年2月24日宮原正雄氏に代わり,大正5年11月20Elからは宮原寧-氏が.
1脚 u7年9月29日から宮原博夫氏が局長を務めた｡
llj和4年 12月1日,現在の刑部郵便EJと改名した｡翌年1月11日に公社昭露の通話が開始さ
れると,2月11日から昭癌の交換が務も行/LうようにFJって.郵便rTaJの業務も忙しくなった｡昭
和2ム年発刊のr刑矧町輿要覧 Jより,当時の刑部郵便Fiの局勢をみてみよう｡当時の某軌 ま.郵
政幽係では,切手及び印紙発売,普通in帝郵便物･3留胡状･速達･小包等の引受,内容証明.代
金引替,時劇及び配達証明,外因郵便 (普泡武将及び小/a),その他d為替･貯金幽係では,貯金
(鮮血･概U.･定額 ),小為替,通常為替.国府金,屯倍為卓,振替貯金.年金恩給O保険年金幽
係では.新規加入保険料受^.保険金岱付及び支払,年金掛金受入及び焚付及び支払い.TEl75幽係
では.唱軸の受付,問詰交換.放送幽係では,ラジオ申込受付,聴取料の娼金oこれらの瀞 を22
名(男子l勺軌d名,外勤12名,女子PJg勤4名)他鴨池駐在良 1名の局flが菓掛 こあたっていた｡
昭和7年から,利和2i年までの郵便物取り扱い件数の変遷は,衷 7- 2- 1を参照されたい｡ま
た,簡易探険の利用状況の変選は,1ケ月の掛金2.5占5円,探険金額 59.759円の小額保険の
加入者数は昭和21年9月に2.905件,1ケ月の掛金 207,占25円,保険金頓 25,246.590円
の市街保険は伯和21年10月1.268件,28年10月には1ケ月の掛金210.188円,保険
金額25.506.549円,加入者数は4,175件とfJっている｡郵便料金の変遷も参考までにみて
みよう(茸 7-2-2)0
袈 7-2-1 郵便物取り扱い件数
年 次 郵 便 物 故 J 小 包 段 数 l 屯 頼 政 致
配達数 引受数 配遜歓 引受数 党'侶 r若 后 ~
昭和 7年 189.0921129,664 2,ado 1,524 1,855 2,519
16 258,184 I1叫 4'さ｣-曇87 I 5.545 ; 2,527l4.占88
19 174.884 117.612_u 281 2.5占2 4.152 4.520
21 114.占12 77.528 1.544 852) 5,524 5,05占
2～ 228,954 150.092 1.272 528 1 2.588 1228
㈲和 24年ム月1日に郵政省が発足して',花々公社が独立して昭商業券を担当するようになった
ので,刑部郵便局も"田口49年 1D月50日に鉄人交換局｢小雨fE詰交換た訂J-が開設されると世話
交換をとりやめた｡
こうして,明治7-年開局以来.大佐町と他地域を括び住民'の便に告赦してきた刑部郵便剛 ま,昭
一151-
表 7-2- 2 郵便料金の変移
改 正 年 月 日 田 状 郵 便 は が き
明治 占年 4月 2匁まで毎に市外 2銭 市外用 1銭
12 (はがき) 市内 1銭 市内用 半銭
16' 1 0 2銭 0 1銭
52° 4 4匁までこ.とに 5蝕 ク 1銭 5厘
昭和 ム年 8 15グラムCとに 5銭 0
12一4 20 (/ 4鮎 〃 2銭
17. 4 〟 5銭 〟94 〃 7位 0 5銭20. o lt]銭 lo 5銭17 o S0磁 〃 15銭
22● 4 〃 1円20銭 0戟
25. 7 i o 5円 /y2円
24● 5 ! 0 8円 /y
和49年5月から現在の後藤fL次郎氏が局長 となり,昭和 50年11月 17日より老朽化した建物
から股協の軌にある近代的な建物～こ移ってその菜掛 こ努めている｡
@)娘配区城の変遷
的山の中心から遠く隔たっているこの地方では,配達の便宜をはかるために.行政管区を越えて
郵便物や唱報の熊配が行なわれてきたO
明治7年 12月d日に刑部郵便局がBilF!iJした当時は,小坂部村･永富村･小南村･山奥村 ･大井
野村の五ケ村全区が郵便物薙配区域であったが,明治 17年 7月 1日より偵谷郵便局が廃止された
ために,山治郎村 ●菅生村.布磯村の三ケ村を併合して^ケ村を染配区域とするようになった｡大
TE15年 5月 1日に菅生村が上市qJ(現在の新見Fa)に編入されて,それ以後.旧七ケ村 (大鮭町
全塊)を郵便物娘配区域としている｡
明治 41年 1月 11日に旬報の取り扱いが陶姶された時,郵便物騒配区域であった八ケ村に加え
て,大字日原字桶谷の小字正解 ･下組･中組 ･大釆尾をもその配達区域としていた(/J､字君山･伏
谷は除く)｡大正_5年4月1日,菅生村の一部の阿福川郷 ･別所.塩韓 ･灰ケ峠･ntL穂･千厩 ･小
原が上利別こ移 り,大正 11年 12月18日には大字留原の字曲り･古呂尾中･下岩･野･高田山
上 若`代 ･畝 .後谷●君代.岩井谷･山村が月田FuE,こ組み替えられた(芋楢谷はそのまま)｡さら
に.昭和7年 1月 1占日に%/_I二村全区域が抜け.昭和51年8月4日に鳥取県の板井原局から大字
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大井野小字岩山.伏谷をもらい受け,楢原の樽谷を君代馴 こ返したo
現在では.,q使物雄配区域も唱報配達区域も行政区域と一致しているo
ぐう 現在の刑部郵便局 -IlL絹ロ51年7月現在一
現在 15名の脇息が,T町内全区域について郵雄配･fa報の受付けと配運･保険や年金(現在では
新規のもa)は扱っていない)や為替や貯金や放送受T3科(N･1･Kの依託 )の受付けの兼務を行
なっているo昭和 5D年皮の普通郵便配達数は,皿常が市内751通,市外 958通,計 1,669
過,小包が市内2 1通,市外 5°i凱 計51通あった｡ところで,大字大井野は戸数 101戸,人
口417人であるが,刑部郵便局から遠く離れているために,史配受負人がいて,刑部郵便局から
その家まで運んだ郵便物などを配達 してもらうようになっている｡配達件数は,旧和50年度]7n滞
162件 9ム箇所.小包 4件 2箇所であったoポストと切手の販売場所は大井野･上刑部屈前 ･小
南･布瀬 ･刑部同前･丹治部局前の八ヶ所である｡
⑤ 上刑部郵便局の沿革と現在 一昭和51年 7月現在一
上刑部郵便局が,大井野村･山奥村 ･上刑部村を対象区城とする屯報の発信受信 ･屯話の取扱所
として開局きれたのは恨和 16年5月15日であったO脚和21年 11月より無糖配の特定郵便局
として屯報の発(言受信･軟便物や為替や郵便貯金や郵便保険の受付け･f際 の取り扱い築坊を行な
うようになった｡昭和44年6月50日からは,叱話の依託がなくなって唱報 も受付けのみをする
ようになった｡
仲集配の郵便局として.2名の職員が郵便保険や郵便貯金や年金 ･為替･郵便物を取 り扱 ってい
る｡tt叔受付けや振 り替えが多く.日に20人 くらいの利用がある｡
④ 丹治部垂糾更闇の沿革と現在 一隅和51年7月現在一
上刑部郵便転引こ次いで.悩和22年6月8日に三等郵便局としてBtL]尽され,2名の局員が郵便物
･郵便保険･郵便貯金の取り扱いやi慈鞭の発借受13の道筋を行なった｡R月和24年4月26日から
小坂部一田拾部の問詰退精が始まって.5月11円J:t)丹治部局で聯 交換の業務 も扱うようにな
ち,局員も5名に増員した｡昭和25年5月1日から昭報は受付けのみとして,旧和50年に現在
の丹治部駅前に移転した｡昭和52年2月4日に.刑部郵便F8に併合され局j-1はd名に増えたDけ
れど,屯賢交換を取りやめたり,利和45年 10月1日に為替貯金の合計概を敷促して.合理化が
はかられ.uB和49年には局flは2名にまで削減された｡
付治郎郵便局は熊集配の郵便局でr田拾部全地域と布輔の一部を対象地区として.qZ報の発信と
郵便物･年金･郵便保険･郵便貯金･為替を取り扱かっている｡昭和48年より中国縦貿道の工甲
が進んでいるが,丹治部郵便局を利用する工郡舶係箸が多く.月に 50人ほども郵便貯金を利用し
て九州方面へ送金しているOまた.大学生の学資として東京 ●大阪方面への送金にも郵便貯金が利
用されている｡貯金の出入状況をみてみると,中国縦flB'工串関係者の利用が多いことがわかる(
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表 7-2-5)0
褒 7-2-5 貯金の出入 単位 :万円
年 度 HB和45年 48 :47 " 48 49 50
班 乙473｣2,952ー2.957 .I … 2 5,5 5 2 5,514
注 :昭和48年より中国縦耳道のエ串開始
参考文献
郵政省r郵政百年のあゆみ J 逓信協会 唱和4占年
岡山大学教育学部社会科教室内地蛾研究会 r侶鵜町の歴史と現在一間山県矢掛町-1
弗 7年交通と逓L3-549-550頁
[刑部町勢要覧 j 似和28年
その他,刑部郵便rj,上刑部郵班局,丹治部郵便局の局員さんのお悪や｢資料 ｣を参考にした｡
(2) 電 話
① 公祉屯話
n)j拾23年に虎京一級浜の問題交換が閑掛されて以来,主要都市を中心に各地に杏及していった.
急増する間要に応じるために明治 29年に七ヶ年雌の鰐一次唱缶拡鼠汁軌,明治 40年に第二次IE
話拡張計画がEg会で可決された｡岡山県では,明治56年5月9日に昭話出番を開始し,8月には
長距鮭市夕牌 が岡山まで延長されて名古屋･京都･大願 ･神戸との市外述語が可能になったo
(J)大佐町における公祉昭話の普及と窮在
明治45年11月2ムロに新見同が公衆T正話の取 り扱いrLP開始したが,当時,問詰交換郎番を行
なったのは新見局のみであった｡けれど,大正5年に敏感問詰が架設され,刑部 ･矢神の派出所及
び偵谷●丹治部 ･菅生 ･新郷･上市･神代 ･野馳 ･万歳･本郷･英数 ･草間･石帝都の駐在所INで
tiJ用通話を行なうようになった｡またそa)頃には,問燈会社噂用あるいは鉄道叫用aj曙話も究殺さ
れていた｡
一般には,大正6年5月16日に上市局が過話を開始し,続いて大正9年 11月4日神代局･矢
神局.大正 18年12月16日に本郷局,大正11年 12月 11日金永磁･千屋臥 そして,昭和
5年2月11E)には刑部局も過苑を開始した｡拙利なために,公社fR藷への加入戸数は年々増加し
ていった.その変矧 まま 7-2-4によくうかがえるo特に,屯皿の自動化の方針から,昭和49
年12月16日に新見局管轄の鰯人交換局･小南屯箔交換局が開設され,翌年に加入戸数は激増 し
た｡現在 1･251戸が加入しているが.有線何語を魔止して迅侶体系を盤僻したことで,外部との
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通露が簡潔で容易になった｡市外への通話利用状況は,昭和50年度は発信 15.050件.着信
1占.940件であった｡
衷7-2-4 公社張詰加入数
年次(昭和年)121｢ー!~:■-加入数(軒)242125528
年次 (昭和 年 )J 42
加入数 (町 ) .146 157
4915ロ
176 192 249 517 1.22 0 1,251
② 有韻限話と有線放送の普及と現在
大佐町の有線電話が唱政野馳局のbil.可を受けてql瑞菜薪を畑地したのは昭和54年11月14日
で,当初加入戸数は1,148戸で,実に90_5弟の普及率であった.-Elあたりの平均取り扱い件
数は2.550件で,l相見が占名,午前占時から午後10時まで交替で業務にあたっていた｡さらに
豊年には,放送真数も朗始し,町民に広く利用され親しまれたOそして,旧和 47年に今まで段協
の哲掛 こあったが,町役掛 こ移 り後場の一室に袋倍が.史供されたOけれど,公社曙許が次第に普及
し市外への通話が増えるに従がっ
て.有線tE語は次第に利用されな
くなり,同和51年には放送業窃
のみを5名のr>姐 で行なうように
なった(敬 7~2~1)o 脇 岳 喜 .i;三
現在では,加入者数にほとんど l-
変化がないが,新しい加入者には
突出を負担してもらい,使用料は
撫科ということにしているD午酌
と年後に 10分間づつ行政放送と
広告放送を流す他,緊急時に緊急
放送を流しており.町民と町政を
車 艶
一一■■
写如7-2-1 有繰放送 (197占年)
結ぶ大きな役割を果たしている.
那,有線放送の悩みは,放送施設の老朽化と住民の怠蝕にある｡施設は2°5年うらに新しいもの
に替えるとして,有線放送の必要を認知しながらもテレビの放送時掛 こやかましいなどという苦情
もuilかれ,住民の有線放送に対する悪税の変化は.有椴放送の1a恩となっている｡
(白井陶子)
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第 8葦 経 済 構 造
1 盛 業
(1) はじめに
大佐町は ､rhT']山の県北 ,小坂部川に沿って位監している南北に細長い町であるo私たちが,初めて
大佐町を訪れた時,小南付近のおだやかな水Eflと,大井勤に向かう山を切り捌くという形容がピソタ
I)のせまい水田を見て,大佐町は谷間に広がる水EUの町という印象を持ったのである｡実際 ,大佐町
の出発の特色は,水稲 ･林菜 ･牧帯の三者の混合にあるoLかし,ここでは,特に,水桶を中心にし
た出発に焦点をあてて考えていきたい｡
大佐町の出某の中心は水稲であるへ盟作としては ,牧軍以外にはほとんど行われていない｡以前は,
たばこ.こんにゃくなどが城んであったが,今では如過して,たばこを栽培している出家は 1戸,こ
んにゃくは 10戸程腔になっている｡たばこは,昭ITH 8年ごろから減少し始めたOこれは.労働力
の不足が大きな原因であろう｡こんにゃくは,機酌 .述作によって病気 (白細病 )が超こり栽培が-
時期できなくなった時から作られなくなった｡こんにゃくが,今盛んにならない理由は,いもの梱り
出し･土を落す時期の労軸力の不足があるOまた,庄宅の改造によって以前のように,いろりの上に
楓を作っていろりの暖卦こよって抑いもを貯成するということができなくなったことなどが原因であ
ろう｡現在作られているこんにゃくも,諒識的に拙えらjlたのではなく天然のものなのである｡
大佐町の比翼は ,水秤から野菜作り-の転換が考えられつつあるが,まだまだ水稲の比笠は大きい｡
この水稲の状況から,大佐町の地業がどのように馳 してきたか ,軌在の幽艶榊道はどうかoまた,
将来はどうなっていくのだろうかという詰問勉を考えながら,大佐町の腿某の実態をHj=jらかにできた
らと患う｡
(2) 旗業の推移
① 曲集技術の発達と生産力の推移
曲菜は ,Lu!形 ･El射 ･陣水虫 ･土壌など自然和也と同時に ,労助力 ･出菜技術 ･交通手段などの社
会環境の変化によっても大きく膨噛される｡周知のごとくわが国の米作生産力の発掛 ま,もっぱら土
地生産力の発姓が基であったっこの土地生産力発臓の王な要因として紘,品触改良 ･耕地改良 ･地肥
改善 ･栽培技術などの技術的発雌があげられるo
V) 粗菓珪酸力
馳藁生産ブJの発出を見る括雌として,中位南仏当r)の収棚揃がある｡大佐町のを担位面郡 (1反 )当
りの収確故は (袈 8-㍗-1金脈 ),昭和初年が 215kg(約 5･占俵 )であったのに対し,昭和 49年
には,407軸(約8.8位 )という約 1.9倍の増加となっている｡FTlilJ｣平均も昭和初年が 27dig(
4.占依 )に対し,昭和 49年が455kg(約 78俵 )という約 117倍の脚加を見せており,単位歯研
当りの収碓堤の増加は全国的傾向であるが ,この2倍近くの収丑をあげる要因について考えてみようD
軸位珊 当りの収使丑に直接雌頓を与えるのは.気慎条件 ･災哲の力が大きいOしかし,昭和初年
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衷 8- 1- 1 大佐町における稲の単位歯群当りの収穫高の推移
年 代 作付面積 収 位 母 1反当りの収 披 見 年 代 作付面税 収 睡 蓮 1反当りの収 捜 星_
昭聖 年 ha i A.g周 智碑 んa i 564kg48d 1,05d 215 479 1.745
2 519 1.504 251 54 480 1.951 402
5 518 1.192 250 55 477 1,725 5占1
4 524 1.502 248 5占 476 1,占41 544
5 57 475 1.700 558
占 52占 1,150 215 58 47〔) 1.256 2d8
7 527 1.4〔】9 268 59 4ム7 1,772 579
8 517 1.5d5 503 L 40 461 1.580 295
9 509 l.484 288 41 461 1,doc 547
10 514 1,415 275 42 460 1.88(〕 408
ll 586 1.599 247 45 456 1,750 579
12 515 1,544 262 44 452 2,100 465
15 517 1.352 258 45 409 1.450 550
14 521 1.494 287 48 575 1,260 556
15 519 1.468 285 47 5dd 1.440 595
48 564 1.d10 44251 468 1,850 591 49 5ム9 1,500 407
〔器:霊芝琵芸霊鮒 年報〕
(江 1) 昭和 25年までは,丹治甑村 ･刑部村 ･上刑恥村の合計を利用した｡
(旺2) LrLJ和 55年までは,t町･反をhaに ,石をtにl点している｡石の換掛ま,
il-B和 50年以降の政府取入包 450万 トンを5,000万石とするという
ことを平侍ベースとして換辞した｡
から昭和 49年の2倍近くの脚加の原凶に閑係するのは ,栽培技術 ,つまり改良品柾の晋及 ･荷苗改
善と作付時期の早期化 ･土壌改良と施肥改善化 .病虫等防除 ･出作菜の機械化などである｡この中で
も特に改良品柾 ･典刑 ･肥料の力は大きい｡しかし.気院や病気を克服する方向で品払改良が行われ
ているので,戒培技術は,互いに深い朋係を持っている｡
まず,岡山県と大佐町の単位甜 当りの収挫高のグラフ(陶 8- 1- 1)をみて,岡山県と大佐町
の収稚苗が,近接 ･逆転する特徴的な年-昭和 9年 ･14年 ･5 1年 ･54年 ･55年 ･58年 ･4
4年･･･の気候条件 ･風水害の記録を追ってみよう｡
昭和 9年9月 21t22日,室戸台風の雑音があったoこれは昭和 9年 9月 21日,午前5時 10
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分頃 ,室戸岬付近に上陸 した台風で室戸岬で最低気圧912mbを示す観測史上記録的ななもので ,
この式主線にあたった四国 ･中国 ･近故地方が猛烈な虫風雨に見舞われた｡l削 ｣北部地方には ,南部沿
海地方の半年分の雨丑が降ったと伝えられる｡(岡山県地業土木史 ･岡山県風害救済誌 )
昭和 14年は ,早魅であるo岡山観孤lj所によれば ,この年 566112mの雨 となっており,これは,
昭和 4年以来 10年閲の平均両辺 1,100.5棚の約半分であったと記録されているO(前と同じ)
昭和 51年は ,台風の被音｡個和 54年は梅雨前線被害O唱和 55年には,台風の水智｡昭和 58
年には伽雨前線被害｡昭和 44年は早場の被害などがあげられる｡(図 8- 1-2)の水稲被害のグ
ラフでもわかるように,水稲被賓の中で取水詔の占める割合は ,WJ]山県が29･7ヲgであるのに対 し,
阿哲郡は 1918プgであり,岡山県より少ないということがわかる｡これが ,剛山県と大佐町の収鞄出
の近桜 .逆転の原田であると恩 うoなぜ,阿哲郡は風水寮の岩が少ないのだろうか｡大佐町 をUJにあ
げて考えてみると,水掛 ま小坂fqSlHが比較的艶岸工IJtができているために耕作地に被害を及ぼすこと
がないということと,旧尚部地区には川がないということがあるため少ないの であろうし,風習は,
大仰uTが,周岡の山が.恥 ､盆地状を呈しているため.JA逆が解ちるために少FL-IlのであろうO
その他 a8%
岡 山 田
(22,400日
/その他 2･1770
阿 歯 周
(686t)
図8- 1- 2 昭和 49年水稲被害収屋の割合
(岡山,W,ti林水産_I-F職 )
以上 ,剛Ll県と大佐町の収確茄の近摺 ･逆転を風水膏の観点から追 ったか ,次に,大佐町の単位面
軌当りの収唖炭が岡山(肱より少ない原臥 また ,現在に至るにつれできが少なくなっている原因につ
いて考えてみる｡これは品種改良に負うところが多い｡(図8- i- 2 )でもわかるように阿哲仰の
JB作物被害は,岡山県と比べて冷皆 ･いもち柄が極掛 こ多い｡これは帖北の山間の特徴を示している｡
品種改良が病気に強く寒い地方でも栽倍可能な品柾をめざして行われてきたとすれば,すなわち,覗
在の岡山県と大佐町の収粗畠の差の少ないこともうなずける浦 和 50年大佐町の作付品柾の割合 (
図8-1-5)を見ると,日本晴れ 25p4ヲZ.ヤヤt=+コ= 8%,中生新千本 14.4%,シュウレイ
-1aCI-
1五･7ヲg,ヤエガキ4･4%,レイメイ
4.4%となって ,日本耶れ ,ヤてピコ,
中生新千本が半分以上占めている｡し
かし,大佐町でも.上刑部ではEl本咽
れ ,ヤ7 ピコ,*生新千本は全 く叔培さ
れずシュウレイ ･レイメイなどが多いC
栽&'･品種は気険と出払軌 .成熟期によ
って限定される｡つまり,上刑部大井
野の冷泳な気険では 10月初めまでに
稲の刈り取 りが終っている必要がある｡
(表 8- 1-2)の稲の品私の特性一
塩表 を見てもわかるように .奨励品種
の中でもシュウレイは 9月 14Eは 特
に早いO奨励品槌でないレイメイは味
表 8- 1- 2 稲品種の特性一覧表
フジ ミノ )1.6%
(食槻寄掛所舶べ )
図8- 1-5 大佐町晶挺別作付面5'1の割合
(昭和 50年 )
(昭和49年 4月 ILYi山県立出菜試験髄 )
品種 名 育 成 方 法 出離糊 l成熟欄 I秤良 r!r. mi いもち耐病性如 首 倒伏難易J l 適 地
シユウレイ 銀藤 .秋晴 8,4 9.14 75 小一上 強 l強 磨 北部山間拓冷二地帯の肥秩:貼
トヨニシキ ササニシキ .輿羽259号 8,8 9.18 82 中一上 赦 近 ･m 北部山間高冷地樽の地力中 よう～肥沃地
ニホソマナ コチカゼ .日本 &25 10.2 77 上-下 A 中 ♯ 北部,中北部地相の肥
リ 略 i失地
日 本 耶 ヤ7ピコ .幸風 8,28 10.10 82 中一上 鍾 ｢f1 煉 中北部 ,北部地相の肥沃地
ヤマピコ盟林22号 中京旭 .出林22早出林8号 .良林8号 8.299 1 10.127 91lob 上-下 強 強 雌梢易 中北部平坦及び中山間地彬の肥沃地,白弟枯病常発地や軟落地には不向 相ならびに いもち病発生地帯
中生新千本ヤマフクモチ 段林22号-.嘩 8,51 10,19 80 中一上 中 中 雌 一中北部以南の平凪地樽の地力中よう-肥沃地北部山間地相早生桜椛 曲林22号 9.25 〔Ld 91 強 強 中
7ケポノ 出林12号 .朝日 9 8 ll.1 96 上-下 中 中 難 南部の地力中よう～肥沃地鰭であるが秋落地
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岡 山 県 男
/ N22号1占.5占2l その他
･′/雪 沖 ノ金地
局 ll.5 7.占′占. その他
ZZd5/r
(7,782k,1)
, -(75.17ha)
捷庭 ■.～ (75･917ha)
=新千本 ､･l
I(59･480JLa)
1･6 !(59,520JZa)
新見(新見市と阿哲郡 ) 70
三号,27.占L)ノ5.7その他I
(5.558ha)
･`′′中世新千本
/:I/-I,マピコ
lJI,占 5.ヽその他
r ∫′′.▲ ■
7.5 9..5Iq ○CLつけ.:日 本軌Q 20.2●4.､E'○lIシユウしイ25.0 その他
(2.550ha)
.7;.■去亀l li.tPO/p-′●●一.C/261.■▼9-J 124.0 その
/ ＼
(食機番坊所調べ )
鼠 8-1-4 品朋 fJ作付状況の推移
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が掛 ､と言われながらも ,昭和 50年大佐町でかなりの風合を示しているQこれは,慣和 49年の冷
害のためだろうOこの時 ,他の品位が大きな雷を受けたのに対し被害が少なかったし,安定 した忠産
も可能であるということが原因であるO実際品疎はどのように推移していったのか(図8- 11 4 )
を見ながら考えてみよう｡
昭和 51年,岡山県では観日が 2911ヲ岩を占めているのに対し,新見(新見市と阿包描 )では朝日
は全く叔培されていない｡これは(鼓 8- 1- 2)の品孤の特性表を見てもわかるように,やはり,
成熟期のおそいということが原因である｡飼Elは伯和 50年には 1.5ヲZでちょう静ま%･'しい｡これは
出林22号にも雷える｡この理由は .営段の近代化の波に抗しきれなかったということがある,つまり,
枠壕が99C7W ･100mJという機械適応には不向きな倒伏しやすい,敵城刈I)しにくい品種が減って
いるOそれに変わり県南でアケポノ,県中北部で日本昭が順責脚こ伸びていることがわかるO新見は ,
昭和 51年N 22号,昭和 55年N 44号,昭和 40年中生析千本 ,昭和 45年フジミノ1),昭和 4
6年シュウレイと,作付品梗 1位が常に密軌を見せている｡北部地方は ,よりよい適任を求めて検案
している段階なのであろう.,現在昭和5 1年の大佐町の品静ま図8- 1-5に示すように,日本耶 ･
ヤマピコ.中生新千本 ･シュウレイの4品種である｡日本曙は,昭和 52年 rヤマピコ〕を母とLr
宰凱〕を父として人J_交配.選抜鼠在役,昭和 43年 ･44年に頼定をした後急速に普及したOこれ
揺 ,出林22号の村長の長く耐倒しやすい性質を除いており,機械適応に合致するし,曲林 22号よ
り早熟である｡また,哨和 45年からの ｢うまい米づくり｣にも合致 した良質美味な品抱である｡ヤ
マピコは,関都 20年 〔中京旭 〕を母とLL'水稲腿称 22号 〕を父として人工交配,選抜闇定後,昭
和 59年に採用された｡出杯 22号より1- 2日蝕度成紳助の早いもので,村長も出林22号よりや
や如く,佃倒伏性であるo中生新千本は,将和 20年 〔出林 22号 )を母とLr嘩〕を父として人工
交配選抜固定後 ,岬和 45年に採川された｡これも.日本Ul'fと同様機械適性が良い｡しかし,品質評
価の魁さが作付面剛の仲Ulを止めているものと患われるOシュウレイは ,昭和 45年 〔銀戯 〕を母と
し〔秋暇〕を父として百成され,抹拙されて以来憩速に広/);った｡北部宿冷雌手酌こは不可欠な抽私と
なっているが品質面で少し確がある.以上 4品柾に言えることは ,早生あるいは中生の品軌で∴別院
の智(特に命等 )を排除することと,いもち病に鎗い (日本脚ま中 )ことであるOこの2つの改良こ
そが,大佐町の収鞄屋と岡山鼎の収挺iLtの差を締めたものであろう｡いもち病の発生は温度とも的係
が深く,北部山間で起こりやすいということは前にも打いたが,いもち病の防除として品掩改良の他
にどんなことが考えられるだろうかc lつは ,耕作法 - 聾策肥料過多 ･本田の探構え ･生育初期の
深水,冷水をfEl'接田に引くことを避ける- に因るのであるし,1つは,薬剤- 成子梢ヨ壬･予防的
効果の有機崩菜剤や拾耕的に効果のある抗生物質剤などの散布一 に関るのであろう｡品位と緋作法
と非剤,この改良 ･馳発の上に収樺丑が上ってきた｡今後も,この改良 ･閲覧は続けられるだろうが.
収見よ,)良質美味の方向-の転換 ･薬剤の効果のある反面,他に及ぼす膨邸の晋が出てきている問題
もあり,今後収礎･Liをあげるという間借のみとはならないだろう｡そして,労助力の不足に伴い桝作
法からも力が抜かれていくことになるのではないだろうか｡
これまで腿業生産力の富まりを見てきたが,実際,凸英日休はどうなのか｡これを見る指標として
-185-
? ? ? ? ?
図
8
-
1
-
5
稲
の
作
付
段
別
の
推
移
稲作の作付面朝のグラフ(図8- 1-5)を見ながら少し考察してみようO
大佐町の折れ線グラフは,大きく分けて 4つの変化がとらえられるCまず昭和 2年～ 15年 ぐらい
までq)平均 525ねぐらいの段階(1段倍とする).昭仰 5 1年～ 44年 ぐらいまでの平均 4占OJIa
ぐらいの段階(2段階とする),tm 145年～ 46年にかかる減少の段階 (5段階とする),昭和 4
7年以後の段階(4段階とする)という掛こ仮に分弧して考えようC 1段階に比較して2段階(これ
らの段階を職前,戦後という名称で呼んでもいいと思うが )が減少している原因として考えられるこ
とに ,軌後行われた臨地改革と昭和 50年代以後の日本縫済の試度成長があげられるであろう｡機後
段地改革により,小作掛ま有利な粂件で自作地となり,しかも小作料の金納化は残存の小作出の負担
を著しく健減し,後進的な地相壬E産的係を塊分とも近代化したことは妨実である｡しかし,曲村に過
剰人口が堆私している状態のもとにおいては .小作姓の自作騰化も.それが小股である限り,零細経
営は払拭されていないのであって.英資的には単なる故地移軌にとどまるのである｡また昭和 51年
度の経済白tJlが ,当時の日本経済を｢もはや職後ではない｣と評価したが,それ以後の日本経折の高
度成長過樫で,出家は曲集を次第にあきらめ,耕作を放粟 し,出某以外の鮒門で鋤き,生宿を維持 し
ようとするものがでてきた.すでに昭和 29年の全国出他者軌癖郡のうち,この伍の戯地売買が2D
%を占めたOこのような郡仲 こより,2段階における相の作付血もては 1段階に比較して城少したと考
えられるが ,大佐町は,阿酎馴こ比べて,その減少の肌合が小さいっそして ,2段階は ,昭和 50年
の禰作の未fg有の出作に象徴される稲作の安全多収や水田の前肢頻約利用をめざした時期で,米作り
も一定の安定を保っていた時期であろう｡5段階の急激な減少は昭和 45年に始まった米の生産湘盤
によるものであろう(昭和 45年政府は 150万 tの減反日感を抱げ.この日糠をほぼ達成させた)0
次の年にも,この減反政策は推進されたのであるQしかし,lIB和45年の場合減反の半分以上が休桝
EEtであったのであり,開腹が残っていた｡4段階は .減反政策の緩和と米作りの奨励 ･多収趣品種か
ら｢うまい米づくり｣-の麻私換の時鵜であろうO全体を辿じて稲の作付由胤の減少がみられる｡
(｡) 出業の線械化の発展
今まで土地生産力の発展による米作生産力の発出を見てきたが,品位改良 ･桝地改良 ･施肥改巷な
ど,これらの技術的発掛ま同時に労軌雄約化を必蚕とするようになり,ここで労蜘袋勧化を解決する
ために出来機械の発展があり,その利用が考えられはじめたOここでは,大佐町の捉箕藤城による労
助生産ブコの推移についてみていきたい｡昭和元年には ,界軌跡まF鳩山収に5,154台(岡山県統計年
矧こよる)で,阿哲排には 17台しか入っていない｡このように,昭和の初めには,大佐町において
もまだ動力化の波はおしよせておらず筋力 ･人力が主であったようである｡これが昭和 15年には,
p.iIJ県で25,占26台,阿哲郡で26 1台とTXっている【岡山県が4倍の増加に比較 して阿哲郡では
15倍の増加となっており急激な増加をしめしている｡これは ,昭和の初桝こ県南では敬の上で決定
的となった軸力投薬櫓楓が,少し遅れてf)詰北に普及 していったと考えられるQしかし,その軌力出菜
機械の扱坪を見れば ,この傾向はまだ依然として動力脱澄機 ･動力棟潤概のような馳製部門が主流で ,
捲鹿 ･訓点 ･刈取などの迦本的腿作業の指即 即まほとんどが箭力 ･人力によっていたO全国的に見れ
ば,この調製部門中心の機械化から基本的脚 F業藷矧】つの鵬 化-の変化は,日華事変以後進展 して
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いるが .大佐町の腐食第 2次粒界大戦後の昭和 20年代後半になってである｡かな りの導入の遅れが
目立つ｡大佐町において頗械化がや っと進展し始める昭,TT]29年の状況を(表 8- 11 5)に示す｡
まだまだ個人所有は少なく協同使用が多いことがわかる｡このような状況から高度成長による飴村か
らの労助力の不足が高まって並木的段作業の括部門の幽用機械が急速に普及することとなるo
表 8- 1-5 曲用機械哲及状況 (昭和 29年 9月 1日現在 )
(台)
Il I -モ - タ - 駁 用 発 動 機 動力排庶抱(合へソドトラクター ) 動 力唄窟機 l動 力銀粉磯 l励力投水ポ ソ プ5馬力未尚 5馬力以上 5馬力未8-5馬力以上
爪 計 (1121)(1,125) (5,156) I恒 850) 5,781(65 ) 771(285) 55dI(229) 12.541(898)
阿哲怖 (6 ) (7) (76) (109) 7 4l ( ) 4( ) 4
LX佐町 l (1) (1) (15). (22)≡ 1 I 1( ) - -
動 力 動 力 助 力 動 力 オート三輪(含小型トラック ) トラック 助 力カ ル チベーター脱敏繊 粗掴飴 柄米粒 細麦級
i坐 ヱ_)I(5.505) (1.548) (651) 846(52) (10 ) 165(20)
(189) (156) ( 5 7) (6) 18 (1)l 1
(旺1)( )は共有台数を,( )を附さない数字は共有台数と自家所有台数を含
めた総数である｡
(開山軒も統計年報 )
(勤 労捌力の変化
既業に彫竹を与えている社会環境のうち今までは良策技術をみてきたが ,今度は労働力の方面から
考えてみよう｡まず (蓑 8- 1-4)に示すように,専業出家 ･第 1荏座業払家の減少が著 しく,そ
れに比べて第 2位兼薬出家の増加はめまぐるしいものがある｡これは ,阿哲郡 ･大佐町 どちらにもい
えるが ,大佐町の方がこの減少がさらに激 しいO阿樹珊では等某JBi家が全段家に示す劃合は ,昭和 2
5年には 5511%であるのに ,昭和 50年には占･7%となるのに対 し,大佐町は昭和 25年には 41.
4男であるのに ･個和 50年には 518%となっているOこれをさらに (図 8- 1-6)に示 したので,
これによって戯家数 ･尊貴 ･兼業の割合を見ることができる｡腿家数の減少に伴い戯業就業人口も減
少を示 していることは (図8- 1- 7)によってわかる｡また,女子 より男子の減少の方が大きいこ
とがわかる｡
ここでさらに経営規模から見た変化をもう少 し見てみる｡(表 8- 1-5)に大佐町の経営規模の
-16占-
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8-1-6 段家数の推移の割合
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(戸)
表 81 1- 4 凸家 数 の推 移
〒ー 二二二年 ＼ 阿 哲 郡 l 大 佐 町
総 数 専 業 I第1称兼業'第2趨兼業 総 数 里謹鷺警 第2位兼業昭和 25年 4,1611.578 2.270 515 887 120
29年 5.754十,.0.i 2.,54 872 245 27
55* 5,712 82d 2,102 784 881 175 552 154
蔓~ 40年 5,568 512 1.696 1.560 8占8 80 494 294
I .5* 5.440 565 1.512 1,765 845 47I 5545
表8- 1-5 大佐町の経営規模の変化
臣 璽 _例外!0.-il,; 0.5-D.5 0.5.-0,7 o]To!1.0-1.51.5～2.0i2..～2.52.5.-5,0 5.D～5.8 Il5D以上l
讐ー聖 三三｣ 97 142 170 l1-I254｣ 5 17 5; 5 l9 1
｣ 504=.:1十 2中 畑 207.215!85!l ･oi 71/ 2 5I
ノ
変化を示したので ,これから考えていこう｡0･7Jza～ 510Jtaの出家が絃少 して,0.5ねこ 0.7ねの出
家が増加していることがわかる｡ lつ江目されるのは ,5.Oha以上のIEi家が 2戸増えていることであ
る○つまり,5･Oha以上で艶共を大きくするか . 出 菜を1･OJla以下にとどめて鮭某を小さくする兼業
(それも第 2唖 )の方へ移動しているのであるO例をあげると,1.0/La未満の幽家教は昭和 45年が
78･5ヲZで,昭和 50年が8日 ,%となっておT),約 10%程度増えているO-艇に専菜出家即ち曲
裳収入のみに依存する捜家が少ないのは ,我が国の出炭の特徴 ともいえる｡桝地が狭 く.人口が過剰
であるために,経営税段が纏めて零細にならざるをえないということであろうOこの省細化の現状は
後でのべるが,ここでは曲業収入だけでは生宿していくことがIad位となり,段菜は片手間の別業的に
なっていきつつある状況がわかる｡
(5) 現在の段菜椛造 (昭和50年を中心にして)
以上 ,比菜の推移について述べてきたが,現在の大佐町の良TL榊迄はどうなっているだろうか｡
(1)Ll家数,(2)出業人口 ,(5)iJ山利用 ,(4)収極苗と版完鋭IQ,.(5)出菜綴臥 (6)臨時掛 ､,PJ出allJ,(a)振
舛計両の地点から,そ'･Lを明らかにしていきたい｡
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① 出 家 数
表8-1-占 大佐町昭和 50年経営耕地規換別段家数 (昭和 50年虚業センサス )
戯家種別規模 秘 曲 家 政 瑚弟段家数 兼 業 拙 家 数第 1 趣 第 2 種
例 外 規 .定 1 1 1 1150.5 /ul .未 満 124 8
0.5 .- 0.5 15占 5 7 144
0.5 .～ 0.7 207 5 25 17-9
0.7 - 1.0 215 5 占5 145
1.0 - 1.5 85 占 41 58
1.5 .- 2.0 10 1 A 3
2-oha 以 上 15 2 l 8 5I合 計 811 51 - 5 ! 占27
(塞 8- 1-占)を見てわかるように,大佐町の総出家軟は ,8 11戸である｡(これは阿哲解の
総出崇敬 5,257戸の25･1ヲ岩に当たる｡) この 811戸のうち,専業段家はわずか51戸で擦過
家数の5.8須こすぎないO兼業について見てみると,第 1惹矧だ業出家は 18.9%,第 2輯兼菜戯家は
77･5%で ,雑業化がかなり進んでおり,盟菜だけでは生活 していけないという状況がよくわかる｡
このことは ,経営耕地規模が 1･Oha未満である戸数が 702戸で総出家数の8占･占男をしめているこ
とからも理解できる.,
比敏のために ,閃Ll雌 と阿哲郡 と大佐町の耗常軌地脱税別姓家数を(図 8- 1- 8)に示したので,
それを見ていただければわかるが ,経営耕地如蛙の 1.0ね未満の戸数が,それぞれの総出家数に占め
る削合は,的山県で82r7%(①～(5)),阿哲脚で 79･1罪(①～⑤ )となっている｡これらは ,大
佐町の8i.ム%とそう大差はないが,大佐町以外の附暫郡は県全体より,比較的 1･Oha末瓶の小規模
経営は少ないといえるのに対 し,大佐町は比較的1･OJl,1未満の小規模鮮皆が多いといえる｡挽いて ,
(図 8- 1-9)に ,大佐町の規模別出家数の削合を(轟 8- 1-4)から示 した｡見ればわかるよ
うに,第 1珪源賓放家の方が第 2碇瀬巽勝家に比べて経営艶駿の大きな出家の割合が多いことがわか
るoこのことは瑚騨できるが ,ひとつ興味深い点として,寄集出家でありながら,実に 110始末鶴の
没家が 21戸 (87.7%)もあるということが上げられる｡このうち,0･5払未満の噂薬幽家が 8戸
(25.8%)もあり,果して ,0･5ね末梢で良策を噂菜としてやっていけるのであろうかという疑問
がわいてくる｡これはどういうことだろうかOこの理由として,0･Sha未満の8戸のうちム戸が ,ま
た0.5- 0.5haの出家 5戸のうち5戸が,弟子生産年齢人口がいない世帯であることに注目したい｡
つまり,1ha未満の専業出家 21戸のうち,9317-生産年齢人口のいない世帯は,15戸 (714%)
となっているのである｡これは,退指し年金をもらったり,外に出ている子どもたちから仕送 ,)して
もらったりして,ほそぼそと出英をやっている戯家であろう｡このような男子生産年齢人口のいない
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図8- 1-8 経営桝地規換別段家数 (昭和 50年 段Tiセンサス)
㊨ 4.5ヲg
噂菜出家 (51戸) 第 1和魂築出家(15三戸)
α)0･5ヲg 喧)015%
第 2柾=R某出家
(627戸)
図8-1-9 大佐町の経営耕地規模別戯家数
(佃和 50咋 良菜センサス )
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専業戯家は ,今後に大きな問題を残 している｡また,渡英についてみれば ,自営兼業はわずか 87p-
で,誰某艶家全体の約 11･2%にすぎず ,残りのBa8%は序用兼業 (占95戸 )で ,かなり恒常的
に勤めを持 っている戯家が多いのに気づくoこのように,段某だけではや っていけないか ら,どこか
に軌桝こ出るという水薬化は今後も続 くと思われ ,これも大きな間R宙である｡
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(勤 出家人口,就業構造
(図8- 1- 10)を見ればわかるように ,20歳から54歳までの若者が少なく,常者の転出が
考えられる｡また,= 誠以上の老人について見てみると,男が 555^ ･女が 4'5人で･それぞ
れ男子全体の20･4%,女子全体の22･1%を占め ,出菜人口の商附 ヒを示しているo また･(表8
表8- 1-7 家族人数別世相数 ニ ト 7)を見れば ,家族人数 1人 ,2人の家族が'14
家 放 人 数 世 倍 数
1 人 lap
2 98
5 142
4 167
5 155
占 144
7 72
8 16
910L 21
(昭和50年既発センサス )
戸もあり .総出家数の 1/8を占めており,子どもたちの
出て行 った老人だけの出家を考えることができる｡
次に,血某-の就業状掛 こついて見てみると.自営故
実だけに従申した人9 11人のうち,男性はわずか258
人で約 1/4にすぎず ,このうち20-60歳までの男件
はもっと少なくたった58人で ,働き盛 りの男性が段菜
だけに従♯する人は少ないことがわかる｡逆に ,その年
齢の男附 ま,その他の仕掛 こそれだけか ,または主に従
部 した人が比較的多いoつまり,働き盛りの9g件は機械
化が進んだために ,収支を如人や老人にまかせて,かな
り恒常的に外に勤めに出ているということがいえる｡女
性についていえば,自家故菜だけに従事した人は 875
人で,出鼻の如人労助力-の依存がうかがえるQまた,
その他の仕掛 こ従解 した女附ま,544人 (女性全体の
29.2%)もおり,近くの上場などに勤めて家計を助けている人が多いことに気づくo
Q) 土地利川
人脚丁の粗面軌9,947kAのうち,8870は山であり,耕地はわずか占%でほとんど中南瓢に分布
しているOでは,全経営耕地rm枇 52.584aはどのように利jUされているのだろうか｡これは,下
表に示すとおりである｡
蓑 8- 1-8 水mの土地利川 (Jla和50年 馳業センサス )
田のある出戟 数 総 面研 稲 を 作 っ た 田 調書目前 1年間稲以外の作物だけを作った田 調査日前 1年間作付 しなかつた田
Cit家 歎 面 耶l うち二 毛 作を し た 田出家 倣 面 批 腿家 教 l面 前 良家 款 面
780戸 40,4808 785戸 57.218a 175戸 5.0158 lOSp- l,220a( 222p- 2,050a
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図 8-1- 11 土 地 利 用 国
表8- 1- 9 畑の土地利用 (昭和50年 馳某セソサス)
畑tのある監家 数 総 面項 中 油 細 牧 草 噂 用地 調査日前 1年間作付 しカかうた榔fBi家敬 面 枇 うち過去1年間飼料作物だけ作った畑
出家 欺 面 電I 駿家 数 面 もrl出家 教 面 も1
- ll.924a 787戸 7,729& 10一戸 8d58 74戸 5.551a 117戸 砧4a
凹は,全経営耕地面相の74ヲZを占め,うち稲作に利用 したEHま,全経営斬波面も了の 68ヲ岩と,初め
て大佐町を見た時 ,水田ばかり目についたのも数値上 よく理解できるOまた ,魯迅加は ,全出家 811
戸のうち787戸と,ほとんどの戯家が持っている｡しかし,販売の項を見ればわかるが ,野菜など
一般に畑作物は販売が少ないQこれは,経営規椴が小さく,家内Tm]jに終っているからである｡具体
的に,計許してみると,替温灯tは 1戸当り9･8aほどにすぎないQところが,牧等専用地は ,1戸当
り47.7aで規模が比擬的大きい｡これが ,大佐町の肉用牛飼育の基礎であるO
(図8- 1- 11)の土地利川凶は,｢大佐出箕振興地域姓肺計画軒盛礎資料｣(昭和50年 占月)
から引用 したD
ヽ ④ 収機出家と似式敷郎
頚 8- 1- 10 作物別収健 (LH和 50年 馳菓センサス )
作 物 礎 "I 収他面戯 克戯家教
水 野 785戸 55,8dOa H o戸
陸 相 1 1 0
小 麦 78 571 20
大麦.はだか変 l占9 1.51占 17
ひえ.あわ.とうもろこし.その他雑 穀ば れ い しよ 80 5 0575 202 4
か ん し よ 202 27 0
だ い ず 458 89D 55
その他の実取り 用 豆 類 29 ll 1
未成熟の豆類 115 10 D
た ば こ 1 20 1
莱 75 517 5
その他の工芸作 物 52 259 28
と ま と 511 10 0
き ゅ う り 671 8 □
作 物 挫出家軟 収礎面もl桓 曲家教
節球は くさい 757戸 3rHA 8戸
キ ャ ベ ツ ム48 54 2
ね ぎ 612 15 1
た ま ね ぎ 占67 82 2
だ い こ ん 755 255 1
に ん じ ん 498 9 1
さ と い も 575 7 --
レ タ スビ ー マ ソ 346572 28 --
す い か 281 19 --.･-
い ち ■ご 102 1 .■-
その他の野菜 156 76 2
球 根 籍 5 1 1
切 花 そ の他 5 2
花 木 .芝 5 40 2
球菌 .苗木類 20 249 19
牧 草 187 5,886 0
称uりとうもろこ 62 515 □
家歯周根菜類 ll 57 -
その他の飼料用 作 物 97 1.414 -
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(ま8- 1-10)を見ていただければわかるが,主な注目すべき作物だけ取り上げて少し鋭明し
たい｡良作としての小麦 ,大麦 ,はだか麦が少ないのはひとつの注目すべき点であるが,何故もっと
袈作に力を入れないかといえば ,労働力のかかる割に価柿がやすいことが一番の原因であろうo次に,
あずきの販売出家が多いことに気づくが,このあずきは白あずきで ,l升当り千円ほどと櫛他で売れ,
栴えつけるだけで余･)手間がかからず ,やせ地でもできるという理由による｡たばこは ,現在はわず
か 1軒 しか作っていないが,高度経済成長の始まるころからすたり始めるまでは,大但町ではかなり
盛んであったそうだOその他の工芸作物とは,こんにゃくのことで ,上刑部で現在わずかに残 ってい
るにすぎないが.職前はたい-ん盛んであったOこのすたった原因には.職前の射乍で,病気 (白組
柄 )が発生したこと.労働力が減少したこと,住宅の様式が変化し,冬軌の掛 ､もの貯伐ができなく
なったことなどがあげられる｡きゅうりは ,(表 8- 1- 10)のとおり,昭和 50年には販売出家
がoであるが,後で述べるように.L唱和 51年には,米作と野乗づくりのIBi菜経常の新しい試みとし
てきゅうりが取 り入れられた｡きゅうりを含む野菜は .此附の減反放散と相まって,今後が期待され
る｡
⑤ 姓薬槻 械
表8- 1-11 段某機械台数 (朋和 50年 段菜セソサス )
､一､.L遜 顧 動 力 軸 jj パイソダ- 米 麦 用 動 jJ 動 力 出 用
､＼ヽ ＼ヽ 桝うん頗 田 拙 槻 乾 燥 機 '唱 謡 腹 徽 粉 機 トラ-ノク
戸 数 755戸 208 552 84 150 579 125
台 数 占27台 86 388 57 !l 81I 599 121
出兵敵城台数は(表8-1l l1)のとおりである｡この中で,動力田植機は共有趣致が多く,刺
用lBi家は約5倍の208戸になっている｡総出家歓 811戸のうち,これらの利月将りま,勤)｣緋うん
僻 95･1穿,動力田舶槻 25占男,パイソダ-da17g,米麦用乾燥殿 10,4ヲ岩,動力PLI描機 1占.8
ro,動力散粉機 71･470,出用 トラノクが 15･47.となっているが,水稲の収機総出家数 765戸の
うち,これらの利用率は,それぞれ9a7%,2711%,72･2ヲZ,.11･0ヲ書,17,0ヲ岩,75,7%,
1615%となり,動力耕うん鰍 ま.ほぼ全出家が利用していることがわかる｡動力田雌磯の普及掛ま
慈いが,全出家数の約1/4は利用している.しかし.まだ手紙えが相当行われており.その結果 ,後
で述べるように ,臨時取もかなりあるのが理解できる｡次に,米麦用乾炊飯の利用甲が約 1割程度で
あるのは目を引くが ,この理由としては ,監解や菜者のものの利用と,乾煉条件にしぼられない自己
保有米は,天日で乾娩させるということが考えられる｡
それでは,ごく娘近の機械化の伏沢を見てみようo昭和 45年から昭和 50年の5年IE.nHこ,動力耕
うん鰍 ま102台 (1坪当り約 2t)台の上LY]加 )tn,えており,Mu力rfl肺鰍 ま= 台 (1GT!当r)約 15台
のftu,J加 )- と和 えて いる｡J71u力 Q'!毎男顔 は 6'4台 ( 1年 当 b約 1 5台 の餌加 ),動
力 I:'L粉 横 は 10 4台 ( 1I,F当 b約 2 1台 のLlTt加 ),米 麦 用 乾 煉 和 は 1 5台
-178-
(1年に約 5台の増加 ),段用 トラックは 81台 (1年に約 1占台の増加 )の竹加をしめしている｡
稲作におけるE別伝や桝うん ,柄虫iAl防除は,従来 .槻械化の遅れた作菜部門であったが ,このように
大佐町においても ,多言在 ,これらの部門の機機化が急速に進展 しているO
(砂 既繋船時屈
総良家数 811戸で臨時屈を屈入れた出家数 (509戸 )のうち,専従者なし,専従者は女子だけ,
60歳末梢の男子叫従者なしという良家敦はそれぞれ 180戸 (5&2% ),71戸 (50.0%),
24戸 (718%)で,雇入れた全段家のうち89･0%も占める.これは .60歳末鵬の弟子専従者を
持つ腿家が少ないために ,どうしても臨時屈にたよらねばならないという現状を明らかにしている｡
しかし.専従者なしの総出家数 500戸 ,噂従者は女子だけの総此家政 1d5戸,60歳末桃の男子
噂従者なしの総股家数 59戸,aO臓未満の男子叫従者がいる総出家敢87戸のうち,雇入れた出家
数の占める都合は ,それぞれ5d% ,45%,41男.59声とどれも4D%前後で,戚入れ率はだ
いたい同じである.また,屈入れた馳家政の 1戸当りに占めるのぺ人数を見てみると,噂従者なし.
吋従者は女子だけ ,gJl子専従者がいる良家は,それぞれ 15人 ,12人, 19人となり,かえって9j
子噂従者がいる出家の方が ,他にくらべて多く塩時屈を導入 していることがわかる｡この邸由を経営
規模の点から見ていこうojg従者なし,専従者は女子だけ,男子専従者 1人 ,男子専従者 2人以上の
出家の経営耕地血杜の平均を考えると,だいたいl附こ,0･55,JLa,0,75ha,1,00ka , 2.15ねと
なり,男子専従者がいるはど経営規模は大きいということがわかるoこれが .男子専従者がいる家が
かえって,他とくらペて多く航時旭を入れる理由ではなかろうか .
きて,瞭時雁ののべ人数がひい出て多いのは稲作であるが ,稲作についてくわしく見ていくと ,水
村収健良家 765戸のうち雇入れた腿家数は 191戸で約 1/4である｡この罷入れた 191戸の うち,
桝超,代かき,田植 ,防除 ,稲刈 りでやとった出家の占める割合は ,それぞれ8&5%,89.0プ岩,
157ヲ岩,12･占男 ,55･5%となっており,桝鬼,代かきでの雇入れが多いことがわかる｡それに
くらべ ,田植 .防除,稲刈りの占める割合は底いが.これは .軸力田植擁 ,動力噴留擁 ,動力散扮 機 .
パイソダーなどの比用抵城の押及が考えられる｡次に.噂親米別分勅により戯菜鮎時髄を見てみると,
表 8-1- 12 水稲作の.Jil?良作薬 (1唱和 50年 出菜センサス )
(注 1)
実蝕家数 桝 良 代 か き 田 椀 防 除 稲 刈 り
訴 中 英 出 家 l lD戸 10 10 2 4 2
負わ 第 1重た非 業 出家 17 15 15 4 1 4
せた /2 Iy 181 148 147 24 19 58
l 合 計 . 191 169 170 50 24 64
討 噂 菜 出 家 1 1 1 l2 4fL 第 1迅 〕軽業 腿 2 18 18
つた ly2 /y 56 29 31 4 10
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eJl英監家数51戸,第 1秒兼業出家数 155戸.第2位准恭助家敬 627戸のうち,雇入れた股家敬
がそれぞれ占める割合は ,52%,45%,57男で余り大差はないnしかし,専業 ,第 1臥 第 2
跡の牒入れた良家数の 1戸当りののぺ人数は,それぞれ56人,16人,12人となり.私たちは等
裳が少なく非業の方が多いと考えていたが,かえって噂某の方が臨時尾の多いことがわかる｡これは.
専染(10戸 )といっても,うち男子生産年齢人口のいない世輔がd戸を占めているのが原因であら
う｡
(注 1) 専従者とは,如糞目前 1年間の自家曲集従事日数 150日以上の人o
⑦ 出 協
大佐uTの出協は,現在 .昭和 47年 9月50日に阿哲郡と新見市が合併してできた阿新曲協の2 1
の支所のうち,5つの支所を持っている｡1つは.｢上刑部｣であり,もう1つは ｢田拾部｣であり.
残る1つは ｢大佐｣であるっ大佐支l抑ま,5つの支所のうちでは臥員数 15人を持つ最大のもので,
上刑紡,Ft僧 部支所はわずか4人の職員しかいない小税鱗なものである.大佐町内の支nTTは .融接に
はとらえにくいので,阿新地協を取 r)上げてその中で大佐町の戯脇の占める位位について少し見てみ
よう｡
曲協の水菜としては,(か訓上Ii菜,壇洪折軒業,③蛸T純 米,④板亮軒菜が上げられるが,それぞ
れについて見ていきたい｡(図 8- 1- 12)にそれぞれの割合を表わしたので参倒していただきた
い｡
U) 信用iTL襲
糾新出旭では,肘寸金は5,750.801千円で,そのうち[Ij治部は27.920千円 .大佐は 222.
188千円,上刑部は 104,577千円であ(),それぞれが阿新出tiI,で占める割合は .田冶部 0_5%,
大佐は5･9% ,上刑部は 1･8ヲ乙で,大傑町全体では61男となっている｡貯金で見ると,関所総轍 1
1･790･870千円のうち,U.L治デ脚ま191.275千円 (1･ム%),大佐は 654,855千円 (5.8
%),上刑部は215,698千円 (1･8%)であり.大佐町全体としては9%を占める｡
(p) 共済水菜
火済水菜は ,火災共済,自動串共析 ,鮎啓共済 ,自陪山炎済があるが,この長期共析併有甜ま阿新
で5･129･895万円,そのうち,田絵部は 120.545万円 (2･5%),大佐は 507.425万円
(i･0%),上刑部は 152,780万円(2･8%)である｡即ち,大佐町は阿新出鮎の 10.970を占
めているoさらに,昭和 50年度新兵約概を見てみると,阿新出胞 1,482,9ロ5万円のうち,田治
部は 44･250万円(5･0%).大佐は 100･500万円 (占･8%),上刑部は 45,ID0万円 (2.9
罪)で,つまり大佐町は 12.7%を占めていることになる｡
H 鵬只事糞
供給商 2･951･706千円のうち,やはり肥料や飴薬 ,大出具などの占める割合が大きい｡供給高
は･田治部が41･590千円(1･4%).大佐が 159.792千円 (4･770),上刑部が42,511
千円(1･4穿)で,大佐町としては7.5%ということになる｡
F)販売琳第
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〟) 信用1-#菜
⊂コ 田拾部支所
匹司 大佐支所
丘ヨ 上刑部支所
(I,) 共済串菓
←う 購買部業
(I)販売-*菜
＼ 1 - /
蛭件金
長耕共済
保有 高
阿新品自
供総高
阿新品自別
些 科 / _ 眺 給
雑穀その他0･8男
阿 哲 郡
/ 計 107.512 I.
図8- 1- 12 阿新段協のうち大佐 ･田拾部 ･上刑部支所の占める割合
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1ヲg以上の主なものは米 (48･1ヲg),桃 (21570),トマ ト(71170),襲 (1･570),子牛 (
21,2ヲg).肉牛 (占0%),牛乳(5･7ヲg),%L卵 (4･占%)であるO
さて ,阿新JBi協として馳箕に対する振興 ,撞助はどうなっているだろうかQ次に ,昭和 51年度確
実計画の基本方針を上げてみよう｡(1)労出団地の造成推進,(2)作目別部会組綴の育成強化及び後継者
対鰐の充実 ,戯協如入部の組綴艶GI7と活軸の強化 ,地域別座談会などの観桜の盤斬強化 ,(5僧侶拒封
貝の研倦強化や脚強をともなう営出払弔体制の充実強化 ,(4)財虜処全化対熊の推進馳びに経営腎矧本
制の刷新 ,(5)般畜産物価格安定出業課税改善対'Aの推進など,基本幾枚の確立を日掛としたIBl政活軸
の融櫛化を日柄 している｡実際 ,営出はどの方向を目指 しているのだろうかQ唱和 51,52,55
年の r総合三か年計@1liH を過 して,組級数 ,抑jR:人員や経営戸数の豆点の入れ方をさぐってみたいQ
Hn和 51年から昭和 55年-の予定脚員数の割合で 2倍以上の岬且を考えているのは ,水稲奨Bj栽勘
礎豚部会 ,大根fF.qi会 ,朗瓜部会 ,しいたけ部会である0時に水稲蛇田裁断 こはjJを入れているようで ,
昭和 51年 .組織数 1,構成員数 52人を,相和 55年には,組織数 10,偶成艮数 270人という
約 1叫告の増加を考えている4また ,営段頼塾の改南日焼について2倍以上の上軌r)戸数を考えている
のを上げてみると,個別妊宮で ,水稲十内川年 ,水稲+肉用牛+しいたけ ,肥育牛主菜 ,水稲十相批
奄親噂讃 ,野菜専業 ,野菜十しいたけ ,水稲十野菜がある｡この中でも特に韮点を於いているものと
しては,水稲+肉用牛+しいたけ ,野栄十 しいたけで ,しいたけの指先を目折 している｡
⑧ 振興計画
以上のことをもとに.これからの大佐町地域の凝興方向としては,r大佐虚業最興地域艶備計画､JI
基礎資料J(昭和 50年 6月 )によると,以下のU)～ぐうを濃集振興の基本桝怨 としているo
U) 土地利用計画
今後 10年榊に約 7dhaの減少が予釧されるが ,残る出用地については ,土地改良甘美等により,
土地基盤酪齢と此菜近代朋 子菜を行い,分弧4f距性の向上を関ると柑 こ,段地の流軌を促JBL,射 3
拡大を阿る｡
(I) 曲業生産計画
本地城の此業生産は水稲を中心に肉用牛 ,乳用牛 ,しいたけ,養蚕 ,莱 ,雫等を普及 し自立経営Bi!
家の育成 を図る ｡
(う 出菜経営計研
一戸当りの良薬所持を250- 500万円を目協 として ,肉用牛 (肥育 )専業 ,齢段専薬および複
合経営としては,水稲としいたけ ･粟 ,内剛 二と水稲,韮毎 と水稲 ,茶と水軒 ,用材林として庶鼎を
図るo
(p)には野勤 ;入っていないが,野巣の振興にも力が入れられている｡例えば ,昭和 5 1年大佐町で
は,阿新IE細 になって以来初めて野柴を実験的に栽培 した｡これは政府の減反政策により城東した田
を故旧せず野菜に切 り換えていこうとする捌きの盤われであるO減反 した田-は奨励金が1貞当り4∫
万円出るCこれを転作の元手に仕 っている｡今回は試作野穀としてきゅうりを選んだ｡この塵由とし
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ては野菜の中でもきゅうりがもっとも簡単な野菜のひとつであること,中国山地という冷涼な気候を
利用して抑制戯彬をおこなうこと,少しの男子成年労助力の援助を受けてほとんど婦人労働力ででき
ることなどが考えられる｡しかし,軸極的な農協の呼びかけにもかかわらず実際に試作した段家は 1
4申昭 度であった｡試作していない良家の人にl雌くと,ある人は ｢前にうちでもきゅうりを作ったこ
とがある｡しかし.失敗に終 った｡段協は 100パーセント較助 しなければならないと思う.きゅう
1)を試作 したところがたとえ失敗したって出協は姐 Lやしない C肥料がたくさんいるからだ｡うちも
12- 15年齢 こなす ,さとうだいこんを作り,4- 5年前にやまのいもを減妃の田へ作れと貰われ
て作 ったが,どれも1年きりでやめた｡赤字になるからだ｡それは ,市掛 こ出すために規格がきびし
く技術もともなうし,大丑出荷でなければ市場は好まないからだ.｣と減反なんかすると損だと考え
ているし,またある人は ,｢適地適作だから取り入れるのがむずかしい｡それに,その年々の天気に
もよるのでうちはやらない｡や I'ただけ択するのだから.肥料や人夫貨はむだ金となる｡なす ,山の
いも,抑制きゅうりがだめなのは気候が惑いのが原凶だろうO｣ とやるだけむだだという｡確かに,
今まで野柴を柵品化することは家で食べる分 しか作らない大佐町の艶家の人々にしてみれば ,画期的
な試みであるOまして ,野菜作 りは規格に合うようにという技術のむずかしさがある(きゅうりの似
令 ,長さが規格で決められており,まっすぐICなければならない｡規格は ,2L,L.M-,Sが秀Fn,
L,M,立帥;般巌となっているO )し,かなりの労助力がいる.それに大佐町の場合 ,地理約位'&が
問題となろう｡即ち,市城の問題であるが,これが今までの失敗の大きな原因であったと思われるQ
今生での失敗6,1Jがあるため,今回,野栄作りを拭作した曲家はどのような態度でこれに臨んだかを,
実際にきゅうりを試作している人にRtlき取 りしたところによると.奥さんがひとりで作っており,刺
菜的意図で始めたそうで,手があいていること,野菜作りが好きだからということが作る動機らしい｡
弧絡を余 り考えず気射こ取 り組んだようであった｡今回の勘合 .今までと速いLB!協も附新故協となり
規模が大きくなったので,鮒々からの政策システムの利用,新販売システムの朗拓や専門的持萌且の
派迫もあり,.試作戸数が少なかったにもかかわらず ,自損であった 10a当り平均6.000kgの生産
丑をほぼ艶文し,一応成功をおさめたといえるQだいたい 10a当り平均純収益が 102人夫で 61
万円となったため,1日当り労触報酬が6,000円であった｡これは .外に捌きに出るのと比赦 して
かなりの市串となっている｡また,規格別出荷革から見ると,約 80男の秀品準,約 20男の鮫品串
を占め,秀品中でも股もすぐれたL(規格 ;長さ 19- 2 1CIR, 1籍 48- 57本 ,909/細 )が
ム0%も占めた｡これは,まだ連作による病虫事の発生が起こっていないことにもよるが,一番の原
因としては,阿斯地区のEl救差の大きい気候がきゅうりの身をひきしめるのに適していることが上げ
られる｡今までの一席の間髄であった出荷については,今回は軒数が少なかったため,一旦,草間の
遇荷物まで杓って行き,阿新で前々から出荷 していた桃 ,トマトなどの トラノクに便乗して.大阪,
娘鴎の市場に出荷した｡このように,今回 (昭和 51年 )がかなりの成功をおさめたため,昭和 52
年には前年に試作した 14戸を含む 54戸がきゅうりを作ることになった｡戯協でも,経営面研拡大
のための夜間訓習,新市場の縦線,地区ごとに班を作りそこへ指導に出たり,また,今までにも,ち
也,トフト,プリソスメロソなどを手がけたが,きゅうりの連作による病虫賓の発生時におけるきゅ
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うりにかわる野菜,果樹を,気陳 ,技術 ,商品性,市境などの間鞄から検討するなど,将来-の意欲
が強く感じられたOしかし,このような旺協側の努力にもかかわらず ,昭和 52年のきゅうりの経営
面軌ま,目機であった5町まで達せず .5町にとどまった｡これは,まだ ,1日ごとに価格の上下が
はげしい野菜に手を出すことに不安を感じること,野菜作 りには如人労働力がかなり必要であるが ,
今でも粒艶工掛 こ構われている人が多く,野菜作りをすれば ,年間通 じての安定した収入の迫がたた
れることなどが原因である oこのように,きゅうりが大樹町に広まるにはまだまだ問題があるが ,栄
のあり余る現在 ,野菜,栄樹-の切 り変えの努力は,これからも続けられねばならないだろうo
もうひとつ,大佐町の将来を考える上で,三相を上げたい｡三社は紙幣,証券 ,和紙の原木である
が,ここ撤近この大佐町で伸びてきている｡これは労働力の不足によって.山間の畑地に栢えつけ比
機的弔bLiがかからず栽培ができ,2-5年で収穫できるという利点のためであろうQしかし,今まで,
広まらなかった原凶としては,一皮三椎を柏えると,原野となり,再び畑として利用することが囲嬢
となることが上げられるが,この三槌は ,今後労助力不足にともないますます増えていくだろうと考
えられる｡
(4) おわりに
はじめに述べたように .大佐町は水稲,牧畜 .林泉の縄んな地域である｡私たちは,!製薬 ,特に水
稲を中心に見てきたのであり.決してこれは大佐町のすべてを把樫することにはなっていか ､が ,)Ei
罪(水稲 )の面から,私たちな,)にまとめてみようo大似町の地業には ,過脱化に伴う後継者不足 ,
小規挺転官などさまざまな聞出があるCこれは,大脚 丁だけで解決できる問題ではなく,政府のIBi政
の抜本的な改革を必塵とするだろうが,大但町内でも腿案の新 しい経営方法が考えられている｡今ま
での米作+和牛というような和牛にたよる経常方法に対する,新しい経営方法として,米作十野菜作
りが大観投化した阿新出協の指称のもとに進められている｡IiBW,の意欲的な阿新の特色となるような
代表的作物の抽掛 こ,大佐町の今後の戯菜の方向性を見ることができたと思う｡
(伊丹恭子･卓苅礼子)
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2 林 業
tl) 林業の概況
町全体の87%が山地であり,地域の生産基盤である利用形憤別面儲 12.2591血の内 ,林野面
硯は 10.658山とここでも87%を占めるが,うち耕地として利用されているものはわずか目方
の 697LDにすぎない｡ (衷 8-2-1参照 )
糞 8-2-1 土地利用の状況
区 分I年次(昭和) 耕 地 林 野 その 合 計
1田l 凛 -樋閲也 その他｢~汁 LJGi 野 ｣森 林 l採 草 その他放牧地 の原野 l 計
面倒(La) 44 い 56｢訂 15 214F795 9.581.076 5410.748l67812,597 474i120 7 89占10,.占25 qd5 84.
比率(%)I 44 id 1,1l a1 I1.7ii578.582.7Ba0[5-10.
従って,この地域において林野は特に重要fL生産基盤になっていることは明らかである｡にもかか
わらず,人工林牢,生産性は共に低く,近年では林茸労他力の不足と賃金の芯雌などにより,施薬
が1枚に困難になってきている｡そこで町では,巌興計画により,特に林野の硯極的宿用による所
得の増大を目指すため,大塩駆体茶臥 位怨などを基調として,生産基盤の拡充を計 り林菜総生産の
増大と絹給安定に努めようとしTiB 近年では･拡大造林推進意欲が非鰍 こ高まり,第 1次林農
機遺改善蛸業 (唱和 45年～昭和48年 )終了に頗し,奴々の成果を上げることができ,ひさ続い
て,第2次林芸欄造攻蕃中英 (昭和 49年～li佃 52年 )により一層の成果を収待 しているo
o講1次林業構造改善串業計画u (岡山県阿哲郡大佐釘 )より抜粋
･ 第 1次林橋の計画の基本偶想
1)入会林野を近代化し杯家の経営基盤の充実と経営観椀を拡大する｡
2)広象樹林を生産性の商い移 ･桧の人工林に捌盛転換を強力に推進し.あわせて特殊林産物
である粟,しいたけの生産を増して自立経営を助長する0
5)林道の卵殻は蕪村生産,避杯保育等林某を屈外 し,生産性を向上させるT=めの必須事業で
あり屋点的にその並鵬を行なう｡
4)林業労助力の不足に対拠し,森林組合を中核として林糞推進隊をさらに強化,育成 じ休業
経営の合理化,技術水準の向上をはかる｡
5)森林組合を中心として林業近代化のため貸本装備を充実するc
d)経営の合理化をはかるため協菓体の育成指軌 こ努めるO
･ 額菜計画の横倍と大槻
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1)経営基盤の充実中英について
地域内の入会林野のうち権利の幽係が明確でないのがそのほとんどで ,造林等森林醐弟が行なわ
れないまま放忍されている現状にあり,本串業により入会林野を近代化し,権利朗係を明確にして
森林の効率的な利用をはかる｡
2)生産益盤の軽備軒選について
生産基盤である林道は今後林道経営を近代化し造林媒育作業の惟率を図ると共に林業生産性を飛
躍的に応め,林業樺皆の安定に期する基幹串準である.このTこめ林卿 押迫改善弔葉風現中に開濃す
る林道は,本代煩の各串業が有機的に推進できる地区であって特に必要とする5紘,5.00 0mを
計画し大佐町が-I_l某を行うo
･ 資本装備の高度化車乗
ア)莱材生産施設の虚位について
地域内における素材生産状況は労曲者の老令化ならびに労助力の減少により減産および生産のコ
スト高の憤向であるが,将来林道の拡充盤節と併せて林業機械化による,束材生産性の近代化を図
り,労働生産性の向上および生産班の低下を図 らなければならないoそのため森林組合において素
材生産用機械を装併し,労務比の拡充強化を図り将来本地内の生産故 50% (4.0DOd )の生産
をする計廟である.
イ)造林施設の虚ruについて
現在本町における人T.造林率は58%であるが将来 ム0- 85%の人工造林を行う方針である.
現在毎年200▲a前後の造林が行/A.･われているが,入会林野の近代化,分収造林等を推進して年
250La的後の造林を行 う計画である.そのため造林LB菜に必要な満城を蒔入し磯城化を図 り森林
組合が中英主体となり造林串菜の能率向上と近代化を鼠る.
ウ)樹批･E産施政の歳隈について
本地域内には現在 17名の樹酋生産者がいるが ,生産1°は和典Inの 占0%樫雌で億年 40%は移
入に依存する絹給の風状であるO将来の避林1-P菜計由である造林面倒 25 0Jaに垂する山行苗木は
80万本凱後であり自給体制を確立するT=め,新しい苗肌を 2-5Aa造成 し,機械の導入による育
曲作業の省力化,育苗技術の改笹を図り,生産性の向上と優良笛の生産に努めることとし,必塵fJ
施設鍵鵬を森林組合において実施するとともに,時世の糞求に応じて特に｢ひのき｣苗を増産する
計画である｡
エ)特殊生産物の生産地鼓の殻位について
投近いちじるしい薪炭.rm垂の低下から過去における薪炭の当地城の雌株家の私経済に与えTこ彫軸
は大きく,人口の都市への流動 洗薬出家,日屈労務,出穂労麟者の増加の基因ともなっTこD これ
ら腿家の行き詰 りに対処するため,本地城内で古くから虫垂されているしい′こけ栽培を取入れ ,広
蛸雌を活用することにより煽偶収入および安定収入面を図るとともに,休価転換による拡大造林を
推進し,出林家経営における所有山林の効率を広めかっ林溝所得の向上を図る｡本地域の立地条件,
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将来の鴨給の鰍句等地域性を考慮 して乾燥主体とし,協同生産体制によって生産性,品質の向上を
図 り林家の大きな収入源とする｡
オ)作業通関鹿用機械施政の没旺について
本地域の素材生産なり,造林串菜を行う上に必要な労力が年々減少しており,これに対処するに
は機械化による頚材生産なり,造林群発であり,それには高密な作業道が必要になってくる.莱材
の搬出と造林野菜を効果的に行なうT:桝こダンプ トラック1台を殻笹 し,手持ちの トラクタ-シ9
ベルとの組合せ作業により本邸裳で計画 している5畑地を含む7畑地の幽発対象区域に8.dDOm
の作薬通を幽鼓する計画である｡
o窮2次林業構造改容儀嘗計画書 (岡山県阿哲部大佐町 )より抜粋
･ 経営基盤の充実野菜
O-) 地域内の入会林野のうち権利の幽係が明確でないものがそのほとんどで,造林等森林開発
が行なわれないまま故慣されている現状にあり,本町糸により入会林野を近代化し権利幽係を明確
にして森林の効率的な利用をはかる.
1 資本装備の粛正化邸菜
(7)素材生産地歳の濃鑑について
地域内における菜材生産状況は林道の盤鵬不十分のため,生産のコスト宿の憤高であるが将来林
道の拡充盤臓と併せて林道の槻槻化による索材生産の近代化を図り,労働性の向上および生産鞍の
低下を図らなければならない,そのため瀬林組合に於いて累材生確用機械を装臓 し労虜班の拡充強
化を図り将来本地内の 60%の生産をする計画である｡
(イ) 造林Jjh虚の戎選について
本町に於ける人工造林準を筒めるため拡大造林の鐘化推進を行い,そのTこめの造林事業に必要な
機械を導入し,磯城化を隣 り森林組合が野菜主体とfLり造林邸菜の硝率向上と近代化を観るt,
(句 特殊林産物等生産施政の殻艦について
股近いちじるしい薪炭摘要の低下によt)薪炭の主産地であっT:当地城の旗林家の経済に与える彫
掛 ま大きく都市への出援労病者増加の基因となった.これら堤体家の行詰りに対処するため,第一
次杯構により当地城に古くから栽膚されていた,しいたけ栽培を取り入れ,薪炭に変る広重樹の活
用を行ない短抽収入源を図るとともに,体感転換による拡大造林を推進し股林家経営に於ける所有
山林の効果を高め且つ林業所得の向上を囲ってきたが今牧更にこれら申業を強化推進してLBt林家所得
の向上を図る｡
的 環牌 化木及び樹苗生産地腹について
第一次林業構造改善申菜により詩体組合直営の苗m7l･714の屈規 も整地しており,優良苗木も生
産しているが,放近環境破鳩に対応した環境盤騰が社会的蛮帯として強まっており,緑化木生産の
熱が高まり,森林組合が幼苗の生産を行なったため施鼓を故匿するoまた耽虚の苗畑経営に必要な
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機械を鼓監する｡
･ 協業の推進野菜
(1) 協菜促進等業
(カ 協業帝其計画樋正促進琴藻
塩菜体の活劇を円滑に推進し現在組純化されている労麟班の拡充強化を図 り帯皮な林業技術を俸
得させるTこめ,互いに協力し緒に研究を行ない脇韮野菜の助長をはかる｡ このTこめの推進上必重な
航空等窮一式は森林組合が啓入す ることとし協巽体の括尋を行なうものである｡
(j) 鮎英生産基盤の盤郎野菜
生産基澱である林道は一次EjI英で5路線延長 2,840mを踊鼓したが今後さらに森林組合を中心
とした協菜作薬の推進をはかるとともに各申業が有機的(こ推進できる地区であって特に必要 とする
5線 1.280mを計画し大佐町が学芸を行 う｡
(9)作業道鋼設用機械施没の温故
当地城の素材生産な り,造林:･jl選を行なう上に必要な労務者は第 1次林摘野菜の拡大を鼠 ったた
め娩分の増加はしたがまだ充分とは言えない｡ これに対処するには銀鱗化による藤村生産なり遁林
-r_Ji菜を推進 しなければならない. そのTこめには作発起が必盤こなってくる｡果樹の搬出,造休叫業
等を効果的に行なう丁こめにブル ドー ザー 1台を番人 し,手持の トラックタ-ショベル,ダンプ トラ
ック,ショベル ドーザーとの組合せ作実により本Ifi菜で計蘭 している, SL朝地を含む 2DEa地の踊
発対象地域 2,5 7DJnの作業泊をuU故する計画である0
121 山林の所有状況
表 8- 2-2 保有形惜別森林面枇
蒜盲仁 - ､空 民 有 林 面 J出 町 有 林 面 研 国 有 林 面 倒 1 計
昭 和 4 7年 8.459 554 1.8 7 6 1D.889
48 8,55占 5 54I 1.999 て 0,8 8 9
4 9 8.07CI 55 4 . 2,2占5I 1 〔1.889
(大佐町森林組合調′も )
大佐町森林組合謁聾によれは,表 8- 21 2に示すように昭和 49年大佐町森林総両税は,
10.8 8 9Aaであ り,陳有形f削 uKみると,民有林が8.07 0山と殿 も多 く,次に国有林の2.265
La.町有林の554hとなっている｡ この盤からわかるとおり,年 とともに民有林面軌 ま織 り,盟
有林面横が増えていっている｡
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衰 8-2- 5 林野所有形態別面碩
年 度(昭和 ) 締 欽 国 有総 奴 林 野 庁
i錐 必 部分林 部分林外 宮 行造林地 森林的究公団 その他
40 l10,557.6Aal1.425.A 1.41占,0 15.48 1.565.52 55,CI 9.6
45 10.262.7 1.387.7 1.529.0 15.占8 1.278.32 55.0 58_7
年 度(昭和 ) 公 有 私 有
総 政 l 県 l造林公社 市町村 財産区
40 564,0 - ll.0 269,0 84.0 8.548,0
45 407.0 - 54JOL269.0l 84.0 a468,0
( 中国四国伯政局生産流血部中間報告昭和50年度より作成 )
また.中国四国戯政局生産流瓶部中間報告昭和 50年度においても,表 8- 2-5にみられるよ
うに,林野の私有面鰍よ徐々に減 り,良 ･公有面倒が噌しているO この傾向の生じる原因として考
えられるものはやはり当町人口の流出に_よる労助力の不足および労曲者の老齢化による,林野の私
有経営の困礎 と,安定した収入が得にくいという林菜のもつ特性のため,私有林を手放す ものと考
え られる｡
(3)入会休野の現況
現在でもかっての入会林野のなごりとして記名共有によるものと,財産区として扱われているも
のが,全林野のうち約 1肌を占めているが,うら偶和仏係の明らかでないものがそのほとんどで,
造林等森林開発が行なわれないまま放虻されている現状にあ り,韓2次林業榊遣改善申業計虚によ
る近代化と,権利幽係を明確にし,森林の効率的な利用が期待 されているO
未 8- 2-4によると,巧打 44年度のものが,諜 1次,47年度のものが第2次林菜摘造改善
節男計画の掛 こ調べられT=ものであるが.入会額田瓜が , 15熊田から9塊銃へとわずかではある
が拭 っている｡ これは第 1次林茶棚造改善iP業計画による入会林野の明確化の 1つの成果とみるべ
きであろう｡
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表8-2-4 入会林野の現況
区 分 1所有名義和 讃 別 年次 入会尋 -6 6l 人工林率 侮利者故 利 用 形 一連森林 原野 合計 共同 直鵜 分轄 その他
記名共有 昭和44 12ま脚 80 LD500 La1.300 .㌔ 人200 Aa1.500
47 8 550 5001.050 10 120 1.050
個 人 44
47
社 寺 44
47 I
財 産 区 44 1 200 200 5 150 200
47 1 20q 200 5 150 200
市 町 村 44
471
計 44 15 1.000 5〔】01.500 8 550 1.500
47 9 75015001.250 15 270 1,250 ー
t4) 林業入口
点 8- 2-5 経営排地面租税検出岨蓮家政 (保有山林面倒規段 別 )
!昭和 50年 総出家歎 例外規定l05 0.5 05 07 0 5 0 0 Aa末 梢 0.5 D.7 1.0 1.--1.5 1.-2.0 2..-25 2.5′-.0 i -5.05.0以 上
髄有山胎 し 125 1 57 58 25 4
0.V々未満含)
0.1～ 1▲α 102 22 51 51 1ム 2
1.-- 5 508 57 占1 95 92 18 4 1
5～ 10 115 4 15 54 58 24 1 1
10.〉 20 110 2 10 19 45 24 4 4 1 1
20一- 50 47 1 2 4 19 14 1 2 1 1
50～100 占 1 1 1 1 1 1
10D句以上 l 一 I 一
表 8-2-5は,総in家政8 11戸を保有山林面軌税段別に表示 しT=ものであるO総体的にみて,
小現損出家は同時に小規憐山林所有の出家であるといえよう0倍層別においては,0.7Ah- 1DAa
の鹿地を所有する農家が皿も多 く,特にこの借掛 こおいて保有山林 も比較的大であるので ,出票経
営上好ましい実情 ということがで きようoなおこのことは上位の階級である 1､OLa- 1.SLb,1.5
血～ 2･0血,2･Oia- 2･SADの股地を所有する儲家についても言えることであって (即ち大規模股
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家は同時に比椴的大規模山林所有出家であること ), これらの階周は比較的確立 した虚葵と林業の
経営が営まれていると推定 してよいと思われる｡
表 8- 2-占 産類別戸放およ明証超音の動向
雑 敢 林 業 偽 薬 その他01就菜者数戸 解 虻其者奴 林家戸数 抹茶就菜音数 JEt家戸数 膿菜就選者数
哨和 50年 1.248声 5.455^ 1.050戸 2.510^ 856戸 2.446人 800人
55 1.275 5,158 989 2.076 881 2.040 917
40 1.264 5,029 ?75 之.007 848 1.879 1,105
45 1,244 2.951 958 1.916 849 1.856 1.105
44 1.225 2.925 95.8 1.876 856 1.654 1.251
45 1.251 2,951 958 1.916 849 1.854 1.214
48 1.225 2,875 l 955 1.848 845 1.757 1.54る
まTこ表 8- 216(産業別戸数および就菜者の動向 )か ら,昭和 47年度の総声紋は ,1.211
戸 ,林業戸数 955戸 ,比菜戸政 857戸,総武男奇数 2.865人,林業戯葉音政 1･786人 ,良
温故某省数 1.645人とあり,このことからみても明 らかな様に,本町の林業経営と過巽経営は密
接に馳係し合 っているのであるO
(5) 林業の生産状況
まず第 1に林産物の生産地向についてみると,去 8-21 7,裳 8-2-8のとおりであるOこ
れによるとう削オ 薪ー ･木次生産は減少幌向にあるが,蹴概 ,しいたけ,くりは増加慣向にあること
がわかる. 特にしい1こけ′七産の伸びには目をみはるものがあるが ,これ も林榊計画の成果の脇物で
あろう｡
表 8-2- 7 林産物の生産状況
忘で 素 材 節 木 炭 岨 蕗 1 し い .た け く り生 いたけ 吃 しいT=け
問如 55年 つ乃一 7乃■ kg 25qO請 k9 k9 kOl4.200 1.400 500ー000 500 100 200
40 5.700 1.000 SOD.0CLO 500,ODD 1.500 500 5.000
45 5.200 950 89,680 582,000 10,100 4.100 15,4DO
46 5.100 870 15,00〔l 557.000 ll.700 4,020 18.500
(注) 国有林お よび都道府県有林を除 くa
表 8-2- 8 林産物の生産主体別生産状況
生産 -､_広分主体別 ､＼-.＼ 年吹 生産主件数 素 材 蘇 木 炭 樹 苗 l し い 7こけ く り生しいたけ乾しいたけ
森林所有者 I 戸 2DD 刀ダム50 kg 二律 kg kg l♂44 455 7.500 547. 5.400 1.850 7.000
47 425 45 850 9.000 481 5.87ム 4.410 19.800
森林組 合 44 1 910 -
47 1 1.420 78
そ の 他 44 15 5.540 270
47 15 1.915
合 計 44 451 4.550 900 7,500 5占7 5.400 1.65 0 7.D O G
47 44ー 5.4001850 9.000 557 5.67占 4.4 10 19.8 0 0
(症) 国有林および都道府県有林を除く｡
つぎに造林についてみると表 8-2-9のとおりであるQ
表 8-2-9 遊休の動向
蒜 ､透 射､ー 再 造 林 拡 大 造 林 計
旧5D年 1D.O I凸 15 0.O LD 140.O ta
45 10.0 211.0 221.0
44 5.0 241.0 248.0
4占 5.0 220.0 225.0
47 5,0 175.0 180,0
48 2.5 181.5 184.0
49 iO 199.1 202_.1
(大佐町森林組合凋ノ㌔ )
これによると侍年200la的後の再造林ないし拡大造林が進行しており住民の造林意欲は高いこ
とが うかがえる｡
･ 植 林
この町における貼附 ま大正の初め(国有林は60- 70年前)から行なわれていたようであるが,
本格的に盛んになったのは職後である｡第 2次大鵬中の強制伐採,大槻慮後の乱伐により多 くの槻
木が切り倒されたこと,石油,ガスの酋及により薪 ,木炭等の広築樹稲要が減少し.広頻拍 ,天然
林から,針雅樹,人工林への切り替えが必褒となったことがその理由として考えられる0
大佐町の植林串(.t昭和 51年 5月末においては51%で,国 ･民有林のうちスギ50%,ヒノキ
70%までが植林きれたものである｡造林奨励により多 くの補助金が国より出されることもあり.
この町の植林率は今後さらに増えると思われるo
さらに大佐町の林道,公道については次のとおりである｡
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